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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　木き枠わくと粘土で作られた、粗末な小屋の二階。その壁かべ際ぎわに並んだ長なが椅い子すへ腰を下ろすと、足元から、熱気を含んだ芳こうばしい香りが立ち昇った。

「いかがですかユウタ様。パン焼き竈かまどの熱を利用した、我がリリガルドの『浴場』は」

　薄いガウンのような浴衣ゆかたを羽織ったアクセリアが、ちょこんと俺の隣に腰を下ろす。

「パン屋の二階をサウナにするとは、うまいこと考えたもんだよな～。なんかいい香りがするし、すっごくいいんじゃないか？」

「しばらく水不足で休業していたのですが、ユウタ様が近くに水路を引いてくださったおかげで、ようやく再開することができました。これもユウタ様のおかげです。うふふ」

　言いながら、アクセリアはぐいぐい肩を寄せてくる。

「お、おい。熱いんだから、そんなに近付かなくてもいいだろ……」

　わずかにはだけた襟えり元もとから、薄桃色に上気した胸がチラリと覗のぞいた。

　玉となった汗は、肌を滑って慎つつましやかな胸の谷間へと吸い込まれていく。

「うふふ。よろしいではありませんか、今日きようは久しぶりのお休みなのですから」

「ま、まあ、このところずっと忙しかったからな……」

　夏休みも残すところあと数日だし、こうやってのんびり過ごすのも悪くないかもしれない。

「それに……わたくし以前から、村の新婚夫婦が楽しそうに浴場に入っていくのを見て、とってもうらやましく思っていたのです。今日きようはわたくしたち夫婦で、仲良く浴場デートです♪」
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　剝むきたての桃のような肌を震わせ、アクセリアがくすくす笑う。

「いや、デートって……」

「こんな素敵な旦だん那な様を独り占めして、わたくし、いまとっても幸せです。ユウタ様はいかがですか？」

「あ、ああ。俺も幸せだよ……」

「まあ！　うれしい！　うふふふ！」

　感極まったアクセリアが、火ほ照てった肌をピタリと寄せてきた。

　うぐっ！

　静まれ、俺のアサシンブレードよ……。

　お互い浴衣ゆかたを羽織っているとはいえ、薄布一枚隔てた先は裸なんだから、あんまり煽あおらないでほしいんだが……。

「それよりアクセリア、少し顔が赤くないか？　もしかして、のぼせそうなんじゃ……」

　過去に二回、お風ふ呂ろでのぼせてるからな、この子は。

「大丈夫です。もしもの時にはユウタ様がいらっしゃいますので」

「いや、そういう問題じゃないだろ……」

　何が嬉うれしいのか、アクセリアはニコニコしながら、俺の隣で「うう～ん！」と伸びをした。

　汗に濡ぬれた浴衣ゆかたが仰のけ反ぞった肌にピタリと張り付き、未発達な起伏を否いや応おうなく強調する。

「…………（ごくり）」

　思わず唾つばを飲み込んだところで、視線に気付いたアクセリアが、パッと胸を隠した。

「あ……その、わたくしったら、はしたない姿を……」

「い、いや、べっ、別に見てたわけじゃ……」

　慌てて取り繕つくろおうとするが、誤魔化せていないのは明らかだ。

　いたたまれない気分で背を向けようとすると、

「あ、あの……」

　アクセリアが、おずおずと俺の腕に触れてきた。

「うん？」

「わ、わたくし……ユウタ様でしたら……別に、見られてもイヤではありません……」

「え？　い、いや、それは……」

　熱に浮かされた瞳ひとみが、ぼうっと俺を見上げてくる。

「本当はわたくし、ずっと殿との方がたの視線が怖かったのです。けれど、ユウタ様だけは全然怖くありません。それどころか、もっとわたくしのことを見ていただきたいのです……」

「そ、そうなの……？」

　熟うれた果実のような唇が、ゆっくりと近付いてきた。

　いかん、このままでは俺のリビドーが有う頂ちよう天てんに──!!

「ア、アクセリア、ちょっと落ち着こうか……」

　ＪＣと淫いん行こうなんてことになったら、島にいられなくなっちまう。

　慌てて引き離そうとしたその時、

　バキィッ！

「────!?」

　突如天井板を突き破って、見覚えのある人影が降ってきた。


「ぬおおおぉぉぉぉおおおおぉぉぉぉ！　あっづぁぁぁぁあああああぁぁ！」



「って、ベルベリンデさん!?」

　派手な音を立てて落下したビキニアーマーの女騎士は、空気をぶち壊しながら床をゴロゴロ転げ回る。

「ちょっ、一体どうしたんですか……？」

　肩に触れようとして、思わず「熱っ！」と指を引っ込めた。

　金属製のビキニアーマーは、焼けたステーキ皿のようになっている。


「熱で！　乳首がもげるううううう！」

「アホかてめええええええええええ！」



　完全に放送事故レベルだろ、これ！

「だがこんなこともあろうかと……キャストオフ！」

「ちょっ、えええええええええ[image: かんたんふぎもんふ]」

　女騎士がベルトのレバーを引くと、ビキニアーマーはパァン！　と弾はじけ飛び、全裸の痴女が目の前に姿を現した。

「ふぅー、危うく大変なことになるところでした」

　すでに充分大変なことになってるよ！

「ちなみにこの鎧よろいには、さらにハイパーキャストオフという機能があり……」

「どうでもいいから早く前を隠してください、ベルベリンデさん！　そんなカッコで恥ずかしくないんですか!?」

「くっ…………いや、浴場ですので」

「いや、そこは『くっ、殺せ！』じゃないの!?」

　これまで史上最もクッころなタイミングでしたよ、いまの!?

「あらあらベルベリンデ、大丈夫ですか？　火傷やけどはありませんか？」

「はっ、何とか大丈夫そうです」

　こんな状況だってのに落ち着いてるな、アクセリアは。慣れてるのか……？

　一方ベルベリンデさんは、乳房の下半分がすっかり赤くなっていた。丸みを帯びた腰には赤いラインが巡り、まるで本物の水着を着ているみたいだ。

　って、なにをまじまじ見ているんだ、俺は！

「無理をしてはなりませんよ、ベルベリンデ。水ぶくれにでもなったらどうするのです。いま精霊魔法で氷を作りますので、患部を冷やしておくとよいでしょう」

「おお、姫様！　ありがたき幸せ！」

　アクセリアが「水の精霊さん、風の精霊さん……」と呼びかけると、手の平に青と黄色の光が凝集し、たちまち小さな氷の塊が出来上がった。

「ユウタ様、わたくしはどんどん氷を作りますので、ユウタ様はベルベリンデの怪け我がを冷やしてあげてください」

「え!?　俺!?」

「ユウタ殿、それでは早速一番赤くなっている箇所からお願いしましょう」

　そう言って、ずいっと胸を突き出してくるベルベリンデさん。

「いや、そこは最初から赤いでしょ!?　てか、そこくらい自分で冷やせますよねえ!?」

「いえ、わたしは姫様の可か憐れんな浴衣ゆかた姿を目に焼き付けるのに忙しいので。ハァハァ」

　鼻血ふけ！

「ユウタ様、ベルベリンデの怪け我ががひどくならないうちに、早く」

　え、ええ～～～!?

「……じゃ、じゃあ、やりますよ。後で怒らないでくださいね」

「委い細さい承知」

　俺はアクセリアから氷を受け取り、ベルベリンデさんの胸にそーっと近付けた。

「（ドキドキドキドキ）」

　や、やばい。なんか変な気分になってきた。これってものすごくいけないことをしようとしてるんじゃないか？

　もしこんなところを三み咲さきたちにでも見られたりしたら……。

「由ゆう太たー!!　あたしもひとっ風ぷ呂ろ浴びにきたよー!!」

　バァーン！

　うわーい！

「……って、由ゆう太た、それ、何やってんの……？」

「いや、これは誤解で……」

　しかもこんな時に、百もも花か姉ちゃんと美み羽うさんまで入ってきた！

「へー、なかなかいいところじゃねえか。気に入ったぞ」

「と、友達というものは、こうして一緒にお風ふ呂ろに入るものなのですね……（ドキドキ）」

　万事休す、か……。

「あん？　何騒いでんだ、おめーら」

「聞いてよ、お姉ちゃん！　由ゆう太たってば、ベルベリンデさんに、こ～んなことを！」

「何ィ!?　ユウ、てめぇ、ウチの妹ってもんがありながら……ッ！」

「由ゆう太たさん……あなたにはもはや、刑法すらも生ぬるいッ」

　そこまで!?

「いや違うんですって！　ほら、ベルベリンデさんも、何とか言ってやってください！」

「くっ、殺せ！」

　うおおおおおい！　タイミング違ちげえよ！

「む～～～!!　由ゆう太たの淫いん獣じゆう！　こうなったら、覇は王おう翔しよう吼こう拳けんを使わざるを得ない！」

　怒り狂った三み咲さきが俺につかみかかろうとしたその時、

「お待ちください、ミサキさん！」

　見かねたアクセリアが、間に割って入ってくれた。

「みなさん、違うのです。実は──」

　アクセリアが事情を説明すると、三み咲さきはばつが悪そうに頭を搔かいた。

「なーんだ、そういうことだったんだ。あたしってば、てっきり由ゆう太たがベルベリンデさんを脅して、いけないことしようとしてるのかと思っちゃったよ」

「んなことするか！」

「代わりにほら、みうみうの水着姿見せてあげるから」

　三み咲さきが美み羽うさんの浴衣ゆかたを引っ張ると、白い布がバサッと宙を舞った。

「え？　きゃあっ!?」

　浴衣ゆかたの下から現れたのは、美み羽うさんにしては珍しい、明るい花柄模様のビキニだ。

「ほら、すごく可愛かわいいでしょ！　みうみうの新しい水着！　あたしがネットで選んだんだよ！」

「ちょっと、三み咲さきさん!?」

　手で隠そうと前かがみになっているせいで、逆に胸の谷間が強調される。

　前に見た白ビキニも良かったけど、こっちもこっちでいいな……（ごくり）。

「ホントはお姉ちゃんの分も買ったんだけどね～」

「そういや、百もも花か姉ちゃんの水着姿って全然見たことねーな」

「へ、へんっ！　このあたしがそんなチャラチャラしたもん着てられっか！」

　ぷいっと横を向く百もも花か姉ちゃんの隣で、ベルベリンデさんの瞳ひとみがギラリと危険な光を帯びた。


「クロス流りゆう刀とう殺さつ法ぽう絶ぜつ技ぎ！　虎こ伏ふく絶ぜつ刀とう勢せい！」



　刹せつ那な、白はく刃じんが閃ひらめき、百もも花か姉ちゃんの浴衣ゆかたがはらりと床に落ちる。

　って、その刀どっから取り出した！

「あん？　ぎにゃああああああああ！」

　白い肌を露あらわにし、真まっ赤かな顔でへたり込む百もも花か姉ちゃん。

「ちょ、ベルベリンデさん!?　いきなり何やらかしてるんですか!?」

「案ずることはございません、ユウタ殿。モモカ殿の姿をご覧ください」

「へ？」

　浴衣ゆかたを斬きり捨てられた百もも花か姉ちゃんは、下にちゃっかり赤いチェック柄のビキニを着ていた。

「なーんだ、百もも花か姉ちゃんも水着着てたんじゃん」

「う、うるさい！　なんか悪いか！」

「たはは。お姉ちゃん、素直じゃないから。ホントはみうみうの水着を見て、急にうらやましくなっちゃって──」

「だー!!　言うんじゃねえ!!」

　慌てて百もも花か姉ちゃんが三み咲さきの口を塞ふさぐ。

　まったく、相変わらずだな、百もも花か姉ちゃんは。

「けど百もも花か姉ちゃん、その水着、すごく似合ってるよ」

　普段役場の中にいるせいか、意外なほど肌が白い。

　ロリ顔のくせに水着がはちきれそうなほどの巨乳とは……実にけしからん。

「じ、じろじろ見んな！」

　首筋まで真まっ赤かになった百もも花か姉ちゃんが、慌てて腕で前を隠した。

　なんかこういう百もも花か姉ちゃんも、ぐっとくるな……。

「む～～!!　ユウタ様。先ほどからほかの女性ばかり……もっとわたくしを見てください！」

　ぐきっ！

　うぎゃあああああ！　首が！　エクソシストみたく回ってりゅうううう！

　そんな俺たちの様子を眺めていたベルベリンデさんが、ぽつり──。

「ところでユウタ殿、盛り上がっているところ申し訳ないのですが、わたしの火傷やけどを冷やしていただく件は……」

「あ……」

　ということで、ベルベリンデさんの火傷やけどは、三み咲さきに冷やしてもらうことになりました。

「それにしても、アクセリアちゃんの魔法ってホント便利だよねー。氷で火傷やけども冷やせちゃうなんて」

「本当は治療ができれば一番良いのですが、精霊魔法では氷を作るのが精いっぱいですので」

「いや、けど三み咲さきの言うとおり、アクセリアの精霊魔法は大したもんだよ。俺なんか、土魔法で穴掘るくらいしかできないからな……」

　ついでにアクセリアの裸の像も出来上がってしまうという、極めて使い道の限られた魔法だ。

「とんでもないです。ユウタ様こそ、修行もなさっていないのに魔法を使えてしまうだなんて、本当にすごいです。ユウタ様にはモノを形作る魔法の才能がございますので、相性の良い土魔法を練習すれば、もっと高度な魔法も使えるようになると思います」

「そっか……んじゃ、ちょっと頑張ってみようかな」

　隣で聞いていた三み咲さきが、ぴょこんと手を挙げて立ち上がった。

「ねえアクセリアちゃん、あたしにも魔法教えてよ！　あたしも魔法使えるようになりたい！」

「無茶言うなよ三み咲さき。精霊魔法ってのは、精霊と契約しないと使えないんだぞ」

「そうなの？　じゃあ、あたしも精霊と契約する！」

「申し訳ございません、ミサキさん。精霊は、エルフ以外の種族とは滅多に契約に応じてくれないのです」

「ふぇ？　けど、由ゆう太たは契約できたんだよね？」

「ユウタ様が精霊と契約できたのは、ユウタ様がわたくしの旦だん那な様だからです」

「そっか！　じゃあ……アクセリアたん、あたしと結婚して！」

　おい待て。精霊たちが困るだろ。

「うふふ。結婚はできませんが、わたくしミサキさんのことが大好きですよ」

「あたしも、アクセリアちゃんのこと大好き！」

　アクセリアにがばっと飛び付く三み咲さき。

「わたしも、姫様のことが──」

「おい待て」

　どさくさに紛れて一緒に飛び付こうとしているベルベリンデさんを食い止める俺。

「やれやれ……ゆっくり休みたいのに、いつも最後はドタバタだ」

　しかし、この時の会話が原因で後のちにあんな大事件が起ころうとは、いまの俺には知る由よしもなかったのだった……。
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　　　　１




　照り付ける太陽の下、石材を割る音が鳴り響く。

　俺は手押し車を止めて、積み上がった石壁を見上げた。

「早いな、もうこんなに出来上がったんだ」

　夏休みの初めにオープンしたリリガルドの学校は、城内の仮教室が手狭になったため、現在新校舎を建築中だ。

　一緒に一輪車を押してきた三み咲さきが、隣で弾んだ声を上げる。

「みんなが作業を手伝ってくれてるおかげだねっ」

「ああ。今日きようもたくさん来てくれてるみたいだしな」

　作業場では、大人おとなたちに甲か斐い甲が斐いしく水を配る、アクセリアやフィレレちゃんたちの姿も見えた。

　フィレレちゃんは、学校が終わると、いつもこうして手伝いに来てくれる。

「おや、旦だん那な様にミサキ先生。作業の手伝いですかい？」

「あ、ボルグさん。ども、お疲れさまです」

　日に焼けた髭ひげ面づらに彫りの深い笑みを浮かべたのは、ハーフドワーフの鍛か冶じ師しボルグさんだ。新校舎の設計から作業の指示まで、この人が中心になって進めてくれている。

　当初は日本式の学校について思うところがあったボルグさんだが、いまやすっかりみんなの牽けん引いん役だ。

「いやー、それにしても暑いですな。異世界ユングリングの夏も暑かったですが、ここはそれ以上だ」

「まあ南の島ですからね。ボルグさんも、あんまり無理しすぎないでくださいよ」

「俺なら大丈夫でさ。それより心配なのは、ほかの連中のほうだ」

「何かあったんですか？」

「いえね、みんな頑張ってくれてんのはありがてえんですけど、ちっとばかり張り切りすぎちまってるように感じまして……」

「たしかにこの暑さですからね、倒れる人が出ないか心配です」

「そのとおりでさ。それに、作業ってのは早けりゃいいってもんでもねえんです。ただでさえ素人しろうとだってのに、この暑さの中で張り切りすぎちまうと、どうしても注意が行き届かないところが出てきちまう」

「まあ、俺たちじゃあ職人さんのように立派なものは作れないでしょうけど……教室として使えれば充分じゃないですか？」

「や、あっしが心配なのはそこじゃなくて、事故のほうなんでさ」

「事故……？」

「そうです。事故ってのは、きちんと修練を積んだ職人が気を張っても起こっちまうもんだ。まして右も左も分からねえ素人しろうと連中が手を出せば、危なっかしいなんてもんじゃねえ」

　そうか……そうだよな。

　俺は作業の仕上がりばかり気にして、一番大事な領民のみんなの安全のほうにはほとんど目がいってなかった。こんなんじゃ領主失格だ。

「ボルグさん、ありがとうございます。俺、全然そういうところまで気が回らなくて」

「いや、いいってことでさ。それより旦だん那な様、その妙ちくりんな道具は一体なんなんで？」

　ふとボルグさんが、俺の手押し車に目を留とめて、怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「あ、これですか？　手押し車って言うんですけど、ご存じないですか？」

「や、こんな道具、初めて見やした」

　職人の血が騒ぐのだろうか、髭ひげをしごきながら興味深そうに眺めている。

「旦だん那な様、ちょっと触ってみていいですかい？」

「どうぞどうぞ」

「よ……っと！　うん、なるほど。一輪だから、小回りが利きくし、狭い道や足場が悪いところでも簡単に通れる。こいつぁすげえ、さすがニホンの魔導具だ！」

「いや、魔導具じゃないんすけどね……」

　これのどこに魔導的な要素があると言うのか。

「先生」

　とそこへ、俺たちの声を聞き付けた水色の髪の幼女が、とてとてと駆け寄ってきた。

「あ、フィレレちゃん」

　フィレレちゃんは、人間のお父さんとハーフ人魚のお母さんを持つ、クウォーター人魚の女の子だ。

　水に濡ぬれると人魚に戻ってしまうが、普段は人間と変わらない姿をしている。

「どうぞ……お水です」

「ありがとう。助かるよ。んぐ、んぐ。ぷっはー!!　美お味いしい水だなー!!」

　青あお根ね島しまの水とは成分が違うんだろうか。ちょっぴりしょっぱいっていうか、薄いスポーツドリンクみたいな味がする。

「先生のは……特別です。わたしの……身体から出しました」

　ブーッ!?

「ちょ、ちょっと待って!?　どういうこと!?」

「いえ、水魔法で……こう」

　あ、ああ。そういうことね……。

　この子、かわいいし、しっかりしてるんだけど、たまに妙な圧を感じて怖いんだよな……。

「けどフィレレちゃん、このしょっぱい味は──」

「さあ、ミサキ先生も、どうぞ。こちらは……普通の水です」

「ありがと、フィレレちゃん！」

　完全にスルーされた！

　てか、俺に出されたのはやっぱり普通の水じゃなかったの!?

「ところで先生……さっきから何を運んでるんですか？」

　フィレレちゃんが、手押し車に積まれたビニル袋を見て小さな首を傾かしげた。

「あ、ああ、これね。これは『腐葉土』だよ」

「ふようど？」

「うん。これを撒まくと、土が元気になるんだ」

「土が、元気に……？　肥料……のようなものですか？」

「ちょっと違うかな。たしかに肥料も入ってるけど、どちらかと言うと、水はけとか、水もちをよくしてくれるものなんだ。ほら、この辺りは異世界ユングリングと違って雨が多いだろ？」

「ふわ。そんなもの、初めて聞いた……すごい。さすが、先生」

「いや、日本じゃ家庭菜園なんかでよく使われてるんだよ。それに、最初に腐葉土を取り寄せようって言ったのは、俺じゃなくて三み咲さきのほうだしね」

「んー、ほら、リリガルドって穀物はいっぱい作ってるけど、野菜は全然育ててないっしょ？　それだと栄養が偏かたよるかなーって思って」

　ちなみに腐葉土は、俺がネットで安いところを探してポチっておいた。

　一袋せいぜい数百円だけど、たくさん使うので、安いに越したことはない。

「さ、これを撒まいて、一気に収穫アップだ！」

「はい、先生……!!」

　というわけで、早速みんなに休憩を兼ねて集まってもらった。




「──えーと、腐葉土を配る家は、ジャンケンで決めたいと思います」

　俺の言葉に、アクセリアがきょとんとした表情を浮かべた。

「ユウタ様、『じゃんけん』とは何でしょうか？」

　そっか。ジャンケンは日本の文化だから、異世界ユングリングにはないんだな。

「ジャンケンってのは、『ジャンケン・ポン』って言いながら、こうやってグー・チョキ・パーのどれかを出すゲームだよ。まあ、やって見せたほうが早いか」

　俺は三み咲さきと一緒に、みんなの前でジャンケンを実演してみせた。

「まあ、なんて楽しいゲームでしょう！　これなら道具も必要ないですし、腕力や身体からだの大きさも関係なく公平に勝負できます！　ニホンの皆さんの発想には、いつも驚かされます！」

　ちなみにリリガルドの子供たちの間では、このあとジャンケンが大流行するのだが、それはまた別の話だ。

「それじゃあ、早速みんなでやってみますよ！　準備はいいっすか？　せーの……ジャンケン・ポン！」

　俺のかけ声に合わせ、一斉に手が挙がった。

「やったー、勝った！」

「え？　俺、負けたの？」

　まだルールを飲み込めてない人もいるみたいだけど、しばらくやればすぐに慣れるだろう。

「それじゃあ、どんどんいきますよ！」

　しばらくの間、和気あいあいとした雰囲気でジャンケンが続いた。

「由ゆう太た、そろそろ人数も絞られてきたんじゃない？」

「そうだな。じゃあ、ジャンケンに勝った人は、こっち来てください！　腐葉土配ります！」

　運良く勝利をつかんだ人たちが、ずらりと俺の前に列を作る。

　袋を受け取った人たちは、皆一様にほくほく顔だ。

「ユウタ様、ありがとうございます！　領民たちも、皆喜んでおります！」

　アクセリアが、興奮した顔をぐいぐい寄せてきた。

　いや、近い近い。

「しかし、今回ジャンケンで負けちゃった人には、また今度買ってあげなきゃだな」

　と、その時。

　パァン！

「──ん？」

　何かが裂けるような音がして、領民たちが一斉に振り返った。

「旦だん那な様ー!!」

「どうしました？」

　呼ばれて行くと、土まみれになったフィレレちゃんとルアールさんが、破れた腐葉土の袋を前に、コンコンと咳せき込こんでいた。

「す、すみません、旦だん那な様。この不思議な袋の開け方が分からなくて、無理やりナイフを突き立てたらこんなことに……」

「ああ……暑さのせいで、中にガスが溜たまっていたんですね」

　現代人だったらハサミでチョンと切っちゃえば済む話だけど、慣れない異世界人が切れ味の悪いナイフを無理に突き立てたら、こうなってしまうのも当然のことだ。

「腐葉土はまだ使えますから、かき集めて俺たちの手押し車に載のせましょう。フィレレちゃん、汚れちゃったけど大丈夫？」

「はい……先生」

「そうだ、このあとパン屋さんの浴場に行って汚れを落としてきたらいいんじゃない？」

「あの……わたし、水がないと弱ってしまうので……あまり熱いところは、ちょっと……」

　あ、そっか。

　フィレレちゃんは、身体からだの水分が足りなくなると、体調が悪くなって途端に動けなくなってしまうのだ。

「そんな中でもこうやって手伝いにきてくれるなんて、ホント偉いな、フィレレちゃんは」

　土を払ってあげると、フィレレちゃんがケホケホと咳せき込こんだ。

「あ、ごめんね」

「いえ、大丈夫です」

　今度は注意して、頭の上にかぶった土を優しく払い落とす。

　フィレレちゃんが、もじもじしながら俺を見上げてきた。

「先生……優しい」

「え？　いや、これくらい当たり前だよ」

　そもそも俺が袋の開け方をちゃんと教えてあげなかったのが悪かったんだし。

「先生の愛人にしていただいて……良かった」

「いや、してないからね!?」

　てか、まだその話続いてたの!?

「先生……わたしは本気です。わたしは本気で……先生の愛人になりたいんです」

「他の選択肢はないの!?」

　誰か、早くこの子を止めてあげて！

「やっぱり……わたしが子供だからいけないのでしょうか（ずい）」

「たしかに、それもあるかな……」

「でも……すぐ大人おとなになります（ぐいぐい）」

「いや、そうだろうけどさ……」

　思わず後ずさったところで、背中がドン、と積み上げた石壁にぶつかった。

　ヤバい、もう逃げ場がない。

　アクセリアに助けてもらおうと、辺りを見回したその時、

　グラリ──。

　[image: かんたんふぎもんふ]

　不意に背後の石壁が崩れ、俺たちの頭上へ一気になだれ落ちてきた。

「やばっ……!!　フィレレちゃん、危ない！」

「せ、先生!?」

　フィレレちゃんの叫び声が聞こえ、同時に俺の意識はふつりと途切れた。




　　　　２




　ズキン、と鋭い痛みが足を貫き、俺はゆっくりと目を開けた。

「う……ここは？」

「ユウタ様！」

「あれ、アクセリア？」

　気が付くと、俺は涼しい木陰に横たえられていた。

「由ゆう太た、目が覚めたんだね！　もう起きないんじゃないかって心配したよ！」

　すぐそばでは、フィレレちゃんがくすん、くすんと泣いている。

「先生……ごめんなさい。わたしのせいで……」

　そっか。あの時石壁が崩れて……。

「いや、フィレレちゃんは何も悪くないよ。それより怪け我がはない？」

「はい。先生が……かばってくれたので」

「そっか。そりゃ良かっ……痛っ」

　身を起こそうとしたところで、脚に布がかけられていることに気が付いた。

　なにげなくめくろうとすると、

「お、お待ちください、ユウタ様！　その布をめくってはなりません！」

「へ？　何で？」

「あまりご様子がよろしくありませんので、ご覧になると、かえってお身体からだにさわります！」

「別に大丈夫だよ。怪け我がくらい慣れてるから」

　小さい頃ころはチャリでこけて腕を骨折したこともあるし、鉄棒に思いっ切りぶつかって頭を縫ったこともある。ちょっとやそっとの怪け我がで驚く俺ではない。

「で、ですが……」

「アクセリアは心配性だなあ。どれどれ」

　布をめくってみると、

「ん？　ぎゃああああああ！」

「ユ、ユウタ様!?」

「あばばばば……こ、これって」

　骨が折れている……のは間違いない。

　だって、折れた骨が、その、脚から……ダメ！　これ以上はグロくて言えない！

「お、お気をたしかになさってください、ユウタ様！」

「へっ！　バババ、バカ言うなよアクセリア！　俺は、こ、こ、これっぽっちも動揺なんかしてないぜ！（涙目）」

　でも不思議！　怪け我がを見たら、何か急にめっちゃ痛くなってきた！

「ゆ、由ゆう太たぁ～、ど、どうしよう」

「おおお、落ち着け三み咲さき。こ、こういう時は、しし、診療所だ」

「けど、診療所じゃ大した設備もないし……」


「え？　ま、まさか、俺はこのまま死ぬのか!?」



　やだやだやだ！　まだ死にたくない！

　こんなことならＰＣに保存したあの動画とか、この画像とか、全部処分しとけばよかった！

「しっかりして由ゆう太た！　いま、お姉ちゃんにお願いして内地への救急搬送頼んでくるから！」

　ダッと駆け出す三み咲さき。

「た、たのむ、三み咲さき。俺はもう……ダメかもしれん」

「ユウタ様ああああああ！」

「先生ええええええええ！」

　いや、揺すらないで！　本気で痛いから！

　みんなでギャーギャー泣き叫んでいると、不意に見知らぬ男が声をかけてきた。

「──おやおや、これは一大事ですね」

「へ？　だ、誰？」

　さらりとした髪を払い、男は優雅に会え釈しやくする。

「リリージョン・クルクス。元僧そう侶りよです」

　スラリとした体形に、理知的な瞳ひとみ。フチなしメガネがよく似合う、クールイケメンだ。

「僧そう侶りよってことは、まさか……俺の臨りん終じゆうを看み取とりに!?」

　勘弁して！　俺はまだ自分の罪を数える気はないから！

「落ち着いてください、ユウタ様！　この方は、高名な神聖魔法の使い手です！　さあリリージョンさん、早くこちらへ！」

「へ？　神聖魔法って？」

「神の加護を得て、人々を救う癒いやしの魔法のことです。とりわけリリージョンさんは優れた力をお持ちで、その法ほう力りきはいかなる傷をも治し、都では神の手とも称されていたとか」

「姫様。そのような称号、過去のものです。いまのわたしは……」

　イケメンメガネ、リリージョンさんが、ふと目を伏せて翳かげのある表情を見せる。

「傷を治すって……じゃ、じゃあ、俺の怪け我がも!?」

「はい。この方こそ、まさに奇跡の体現者。さあお願いします、リリージョンさん！　ユウタ様を……わたくしの夫を助けてください！」

　リリージョンさんは、しばし沈黙した後、重たげにその口を開いた。

「……分かりました。姫様のご要望とあらば力を尽くしましょう。ただ……もしうまくいかなかったとしても、どうかご落らく胆たん遊ばされぬよう」

「構いません。いまわたくしたちが頼れるのは、あなただけです」

　アクセリアの強い眼まな差ざしに、リリージョンさんが頷うなずき返す。

「承知いたしました。では……」

　俺とアクセリアが固唾かたずを飲んで見守る中、クールなイケメンメガネはバサッと黒い僧服を脱ぎ捨て、いきなり全裸になった。

「って、うおおおおおおおおい！　何やってんのあんた!?」

「ユ、ユウタ様、ご静せい粛しゆくに！　儀式の最中です！」

　え、俺が怒られるの!?

「そうです、若君。これは神聖な祈りの儀。神への不敬があってはなりません」

「う………」

　ま、まあ、宗教は信じる人によってそれぞれだからな……。

「それでは、神への祈りを始めます」

　言いながら、リリージョンさんはすっと膝ひざを屈し、地面に両手を突いた。

「さあ姫様……踏んでください！」


「やっぱ変態じゃねえか!!」



　って、あいたたたた……傷が！

「落ち着いてください、若君。これは己に鞭むち打うつことで、深い懺ざん悔げの念を神に捧ささげる大切な儀式。その点、どうかご理解賜たまわりますよう」

「微み塵じんもご理解賜たまわれねえよ！」

　俺が神様だったら、いますぐこの場でぶっ飛ばしてるからね!?

「ユ、ユウタ様……神の御前です。どうかお気を静めてください」

　さすがのアクセリアも頰ほおが引ひき攣つっとる。

「若君、恐れ入りますが、いまは問答している暇いとまがございません。さあ姫様、大切な夫君を救うのはいまです！　踏んでください！　めいっぱい！　ぐりぐりと！」

　このメガネェ……。

「で、では……」

　恐る恐る、アクセリアが裸の背中に足を乗せる。


「あふん♥」

「ぴっ!?」




「てめえやっぱただの変態だろ！」



　一瞬でも納得しかけた自分が恐ろしいわ！

「はっ!?　お、お待ちください、ユウタ様！」

　だがその直後、四よつん這ばいになった男の股こ間かんからパァっと光が溢あふれ出だし、一筋の奔ほん流りゆうとなって俺の足を包み込んだ。

「こ、これは……痛みが和らいでいく!?」

「お分かりになりましたか、若君。これぞ第八階かい梯てい神聖魔法〝聖なる調教ヘブンズ・フイール〟」

「人類には早すぎる魔法だろ……」

「さあ姫様！　これで我が神聖魔法の効果はご納得いただけたかと存じます。この調子でどんどんわたしを踏み付けてください！」

「む～～……わ、分かりました」

　アクセリアは涙目で頷うなずくと、しぶしぶリリージョンさんの背中を踏んだ。

「もっと強く！」

「うう……は、はい（ぐすっ）」

　ぐりぐり。

「非常に良しッデイ・モールトベネ！」

　全裸の変態が、真顔で意味不明な言葉を口走る。

「こ、これでよろしいですか、リリージョンさん？」

「はい。準備運動は完璧です」

　魔法はどうした！

「あの、リリージョンさん。ユウタ様のお怪け我がを、早く……」

「存じております。では、そろそろ本番の祈りプレイに入るといたしましょう」

　言いながら、リリージョンさんは仮面舞踏会のようなマスクをどこからともなく取り出した。

　え、ちょっと待って？　マジでそれどこから取り出したの？

「リリージョンさん……それは？」

「神の儀式に必要な、聖なる仮面です。姫様、どうぞご着用ください」

「い、いやぁ……（ふるふるふる）」

　必死に首を横に振るアクセリア。だが、リリージョンさんは追撃の手を緩めない。

「愛するご主人のためです。姫様、どうかご着用を！」

「ううう………」

　半べそかきながら、アクセリアがマスクを被かぶる。

　なんだろう。なぜか込み上げてくるものがあるんだが……。

「それでは姫様、先ほどの調子で、わたしの臀部を力いっぱい踏み付けてください」

　おい、さりげなくハードル上げてんじゃねえよ！

「ぐすっ。わたくし……妻として、がんばります」

　マスクを付けたアクセリアが、震える足で全裸メガネの尻しりに触れた。

「姫様、それではまったく儀式になりません！　もっと力強く、それでいて繊細に！　そう、たとえるなら鍵盤楽器を奏かなでるように！」

「うぅ～～……えいっ、えいっ！」

「そう、その調子！　あぁ……キ、キ……キタコレェェェェェェェェェ！」

　リリージョンさんが叫ぶと同時に、尻しりから一条の白い光が放たれ、俺の脚を包み込んだ。

「すごい……怪け我がが、治っていく……!!」

「ユウタ様！」

　マスクを投げ捨てたアクセリアが、ダッと俺に駆け寄ってきた。

「お怪け我がのほうは大丈夫ですか!?」

「あ、ああ。とりあえず、見た目はすっかり元通りだ」

　試しに立ちあがって身体からだを動かしてみたが、痛みはまったく感じない。ちょっと脚の皮がつっぱるくらいだ。

「良かった！」

　アクセリアが、感極まった面持ちで俺に抱き付いた。

「お、おい、ちょっ……」

　細い肩が、かすかに震えている。

　アクセリア……こんなに俺のことを心配してくれてたなんて……。

「若君、お怪け我がが治ってなによりです」

「リリージョンさん……服着てください」

「おっと、これは失礼いたしました。ですが、服は風でどこかに飛ばされてしまったようですので、せめて靴と靴下だけでも──」

　やめろォ！　目が潰れるゥ！

「リリージョンさん、ユウタ様を助けてくださって本当にありがとうございました」

「お礼には及びません、姫様。危うく毛根まで活性化させて、脚をスネ毛まみれにさせてしまうところでしたが……うまくいって良かったです」

　ちょっと待って。よく見たらふくらはぎの裏側が少し毛深くなってる気がするんだけど。

「ま、まあでも、お陰で俺も命拾いしましたし、本当に感謝してます、リリージョンさん。これにて一件落着ってとこかな」

　ん？　待てよ、何か忘れてるような……。

「由ゆう太たぁ───!!」

「おい、ユウ！　大丈夫か!?」

　とそこへ、百もも花か姉ちゃんと美み羽うさんを連れた三み咲さきが、息を切らして駆け戻ってきた。

「はぁ、はぁ！　由ゆう太た、怪け我がは大丈夫!?」

「もうしばらくお待ちください、由ゆう太たさん！　先ほど百もも花かさんが、自衛隊に救急搬送の準備を要請しました！　間もなく村に、迎えのヘリコプターが来るはずです！」

「え……？　あ……いや、三み咲さき……？　美み羽うさん……？」

「しっかりしやがれ、ユウ！　お前が死んだら天国のおじさんに何て言い訳すりゃいいんだ！」

「あ、あのさ、百もも花か姉ちゃん……実は……怪け我がならもう治ってるんだけど……」

「あん？　どういうことだ？」

「そのことでしたら、わたしが説明しましょう」

　パンイチに靴と靴下だけ履いた変態メガネが姿を現した。


「「「変態だ──[image: かんたんふ]」」」



　だよね！　やっぱそうなるよね！

「ちょっと待った、みんな。実は……」

　事情を説明するのに大変な時間を要したのだが、それ以上に百もも花か姉ちゃんは、「自衛隊になんつって帰ってもらえばいいんだよ……」と白目を剝むいて絶望していた。

　さすがの美み羽うさんも、驚きの色を隠せない様子だ。

「神聖魔法……そんなものがこの特別保護区域に存在していたとは。なるほど、異世界ユングリングでは科学技術が未発達な分、魔法を駆使した治療手段が確立していたのですね」

　神聖とはほど遠い魔法だったがな。

「なあ、アクセリア、異世界ユングリングではいつもあんな恥ずかしい方法で怪け我がを治してるのか？」

「いえ、わたくしも実際に目にするのは初めてです。神聖魔法による治療を受けられるのは、教会に多額のお布ふ施せを納めている一部の富裕者だけでしたので」

　それを聞いた三み咲さきが、珍しく真ま面じ目めな表情を浮かべる。

「ねえ、由ゆう太た。あたし、今回のことで考えたんだけどさ、やっぱリリガルドにも診療所が必要なんじゃないかな」

「リリガルドに、診療所を……？」

「うん。だって、今回みたいに大怪け我がした時、青あお根ね島しま村の診療所まで運ぶのは大変っしょ？　それでなくてもいまは工事やってるんだし、もしものことがあったら大変じゃない」

「あの、ユウタ様。『しんりょうじょ』とは一体何でしょうか？」

「ああ、診療所ってのは、お医者さんがいるところのことだよ。えーと、医者って分かるか？」

「はい。悪い血を除いたり、水銀のお薬を処方してくださる方々のことですね」

「それはちょっと違うんだが……まあ要するに、診療所ってのは怪け我がや病気を治してくれる人がいるところのことさ」

「まあ、それは素晴らしいです！　ぜひリリガルドにも診療所が欲しいです！」

　美み羽うさんも、アクセリアの隣でうんうん頷うなずく。

「たしかに、医療へのアクセスは、当初から問題視されていた点です。プライマリー・ケアの担にない手てたる診療所は、早急に開設されて然しかるべきでしょう」

「たしかにそうかもしんないですけど、医者はどうするんすか？」

「何言ってんの、由ゆう太た？　いるじゃん、医者なら」

「え……？　ま、まさか……」

　みんなの視線が、リリージョンさんに集まった。




　　　　３




「どうぞ、お入りください」

「お邪魔しまーす」

　立ち話もなんだし……ということで、リリージョンさんは、村の外れにある自宅へと俺たちを招いてくれた。

「どうぞ、そちらの椅い子すにおかけください」

　肘ひじ掛かけ椅い子すに背をもたせかけると、部屋の隅から翡ひ翠すい色の体毛に覆われた猫のような生き物が駆け寄ってきて、リリージョンさんの膝ひざの上にぴょこんと飛び乗った。

　三み咲さきが興きよう味み津しん々しんの表情を浮かべる。

「ねえねえ、リリージョンさん！　その子はなんて生き物なの!?」

「カーバンクルです。数年前、我が家の軒先で雨に震えているのを拾いました。いまはこのとおり、わたしにすっかり懐なついております」

「うにゃ～～、かわいい～～!!」

　三み咲さきにあごを撫なでられ、気持ち良さそうに目を細めるカーバンクル。額に埋め込まれた赤い宝石が、きらりと光を放つ。

　あの美み羽うさんですら、「は、はうぅぅ……か、かわいい♥」と小声で肩を震わせている。

「ふふ。わたしも、この子に癒いやされる毎日です。もしかしたら、この子とは何か深い縁があるのかもしれません」

　言いながら、リリージョンさんはカーバンクルの前で、ねこじゃらしのようなものを振り始めた。小さなカーバンクルは、ひょいひょいと手を伸ばして、それをつかもうとする。

　うーむ、たしかにかわゆす。

「さて。早速ですが、ご用件を伺いましょうか」

　リリージョンさんに促されてまず口を開いたのは、美み羽うさんだった。

「実は、あなたにお願いしたいことがあるのです」

「お願い……とは？」


「そそそ、そのカーバンクルを、わたしにも触らせてくらひゃいっ！」



「え？」

「え？」

　あの、美み羽うさん？

「コ、コホン。なんでもありません（キリッ）」

　心の声、漏れちゃってますけど……。

「あの、失礼ですが、本題のほうを……」

「は、はい。実は……」

　美み羽うさんの説明をひととおり聞いたリリージョンさんは、瞑めい目もくしながら頷うなずいた。

「……それは、できません」

「え………!?」

「ちょっ、どうしてですか、リリージョンさん！　さっきは神聖魔法で俺を助けてくれたじゃないですか！」

「あの時は、姫様のご助力があったので、特別に儀式を行ったまでです」

　リリージョンさんの言葉に、三み咲さきがハッとした表情を浮かべた。

「もしかして、あの魔法を使うのは恥ずかしいから……」


「いえ、恥ずかしいのはご褒ほう美びです」



　だよね！　あんたホント幸せ者だよ！

　美み羽うさんも納得できるわけがなく、メガネを光らせながら懸命に説得を続ける。

「リリージョンさん、これはあなた方、特別保護区域の住民にとって大事なことなのです。現状、この地域は医療へのアクセスが皆無に近い状態です。何かあった時、いまのままでは迅じん速そくな対応ができません」

「いいえ、どんな理由があってもわたしには神聖魔法を使うことができません」

「そんな……せめて少しくらい力を貸してくれても──」

　思わず詰め寄る俺の袖そでを、アクセリアがクイッと引っ張った。

「ユウタ様、リリージョンさんにも何かご事情があるのでしょう。あまり無理に問い詰められては……」

「あ……す、すまん」

　そうだよな。誰だって人には言いたくないことの一つや二つくらい持ってるはずだ。

　ましてこのリリガルドは、いろいろと事情を抱えた人たちが集まってできた集落。その辺の心遣いなくして領地の経営は成り立たない。

「リリージョンさん、無理言っちゃいまして、すみませんでした」

「わたくしからも、お詫わび申し上げます」

「若君、それに姫様まで……こちらこそ、ご無礼申し訳ございません。ですがわたしには、どうしても……」

「お気になさらないでください、リリージョンさん。それよりも、何か困ったことがあれば遠慮なくわたくしたちにおっしゃってくださいね。あなたはこれまで多くの方々を救ってこられました。次はわたくしたちが、あなたの助けになる番です」

「姫様…………」

「それに、我が家には代々伝わる『万能薬』がございます。毎日ユウタ様のお食事にこっそり入れているのですが、おかげさまでユウタ様は毎日とってもお元気です♥」

「ちょっと待って!?　初耳なんだけど！」

　アクセリアの話を聞いたリリージョンさんが、ふと何かを思い出したような表情を浮かべた。

「薬……そうか、その手があったか」

「どうなさいました、リリージョンさん？」

「姫様、わたしでも少しはお役に立てるかもしれません」

「と、おっしゃいますと……？」

「教会秘伝のポーションのレシピを持っております。これを使ってポーションを作れば、ある程度の怪け我がは治療できるはずです」

「まあ、そのようなものを！　ですが……よろしいのですか、リリージョンさん？」

「本来は門外不出とされておりますが、ニホンへ転移したいま、咎とがめる者もいないでしょう」

「そうですか。ありがとうございます、リリージョンさん」

「良かったね、由ゆう太た！」

「ああ！」

　診療所は難しいけど、薬局くらいは作れそうだな。

「……しかし、これには一つ大きな問題があります」

「え……問題？」

「実は教会を破門された時に、素材をすべて没収されてしまいました。ポーションを作るには、一から素材を集め直さなければなりません」

「それくらいだったら、あたしたちがいくらでも頑張るよ！　ね、由ゆう太た！」

「おう。けど、それって俺たちでも手に入れられるようなものなのかな……」

「大抵の素材はリリガルドにあるもので何とかなります。ただ、この花だけは……」

　リリージョンさんは、傍かたわらの書棚から分厚い皮張りの本を取り出した。

　乾いたページをめくると、色あせた草花のイラストが目に飛び込んでくる。

「それは、図鑑ですか？」

「ええ。異世界ユングリングに生育する草花を書き記しるしたものです。こっそり隠していたので、教会に押おう収しゆうされずに済みました」

　さすが、ちゃっかりしてるな。

「で、問題の花ってのは？」

「これです」

　リリージョンさんが示したページには、黄色いタンポポのような花が描かれていた。

「菊の仲間で、ポーションの素材になることから、教会関係者の間ではポーション草と呼ばれております」

「ん？　この花、なんか、どっかで見たことがあるような……」

「ねえ由ゆう太た、もしかしてこれ……」

「ミナミツルワダン」

　美み羽うさんが、顎あごに手を当てながら呟つぶやいた。

「へ？　何でしたっけ、その花」

「北小お笠がさ原わら諸しよ島とうの見み波なみ島じまにのみ自生する固有種です。このロゼット状に輪生した葉、蔓つるのように伸びた特徴的な花か茎けい……間違いありません。しかし、どうして異世界ユングリングにこの北小お笠がさ原わら諸しよ島とうの固有種が？　やはり二つの地域には何か関係が（ブツブツ）」

「な、何だかよく分かりませんけど、この近くに生えてる花で良かったじゃないですか。これならすぐに素材も集まりそうですね」

「……ねえ由ゆう太た、見み波なみ島じまルールのこと忘れてない？」

「え……？」

　不意に深刻そうな表情を浮かべた三み咲さきの隣で、美み羽うさんがクイッとメガネを押し上げる。

「由ゆう太たさん。見み波なみ島じまは、島全体が国の天然記念物に指定されています。わたしがこのミナミツルワダンを知っていたのも、この花が非常に希少な植物だったからです」

「そ、そうか……しまった！」

「あの、ユウタ様？　『てんねんきねんぶつ』ですとか『みなみじまるーる』とおっしゃいますのは、一体何なのでしょうか？」

「アクセリア、日本では数が少ない生き物や植物が失われないよう、いろいろなルールが決められてるんだ」

「見み波なみ島じまルールもその一つで、見み波なみ島じまの貴重な自然を守るために都と北小お笠がさ原わら諸しよ島とうの村々の間では『適正な利用のルール等に関する協定書』が締結されています。この中で都と村は、見み波なみ島じまの『植物、動物、木片類、石など自然に存在するものはそのままの状態にする』と定めているのです」

「そのままの状態にする？　ということは、つまり……」

「見み波なみ島じまに生えている植物は、草一本抜き取ってはならない、ということです」

「そんな！」

「それだけではありません。同ルールには『定められた経路以外を利用しない』という規定もあります。ミナミツルワダンの生育地はルールに定められた利用経路から少し奥まったところにありますので、現状、わたしたちはミナミツルワダンに近付くことさえできません」

「そ、それでは、ポーション草を集めるのは……」

「事実上不可能……と言うほかないでしょう」

　俺たちは俯うつむいて、一斉に溜ため息いきを吐き出した。
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「ねえ百もも花か姉ちゃん、こんだけ頼んでもダメ？」

「だー!!　もう、いい加減にしろ!!　見み波なみ島じまルールに特例を作れだなんて、んなことできるわけねえだろ!!」

「けどさあ、うちの村だって、あの協定を結んでる村の一つなんだろ？　だったら何とかなるんじゃないかなあ」

「無茶言うな！　この協定を守るために、村は都からたくさん補助金もらってるんだぞ！　んな勝手なこと言ったら、都にぶっ飛ばされちまう！」

　ちっ、難しいとは思っていたが、やはりダメか。

　こうなれば奥の手だ。

「三み咲さき、やれ」


「ねえねえお姉ちゃん、一生のお願～い♥（すりすり）」



「それはこないだ聞いたっつーの」

　ビシッ！

「あだーっ！」

　三み咲さきのおねだりでもダメか。まあ……そりゃそうだよな。

　会議室を叩たたき出だされた俺たちは、しょぼんと肩を落としながら役場の玄関を出た。

「さすがに今度ばかりは無理か……」

「ねえ、みうみう。ミナミツルワダンが生えてる場所って、他にないの？」

「わたしの知る限り他には……あれは見み波なみ島じまの固有種ですので」

「そっか……」

　アクセリアが、肩を落としながら済まなそうに詫わびる。

「申し訳ございません、皆さん。わたくしがわがままを申し上げたばかりに……」

「アクセリアちゃんは悪くないよ！　リリガルドのみんなのために頑張ってるんだから！」

「ありがとうございます……ですが、これ以上は……」

　長い耳が、しゅんと下を向く。

「アクセリア、そんなに気を落とすなよ……」

　ちょうどその時、俺の腹が「ぐ～っ」と大きな音を立てた。

「あ～!!　ちょっと由ゆう太たぁ～、緊張感足りないんじゃない？」

「だはは。悪わりぃ、腹が減ってて……」

「三み咲さきさん、そうは言っても間もなくお昼の時間です。作戦を練るのは食事を摂とってからにいたしませんか？」

「まあ！　それでしたら、今日きようはわたくしがお弁当をご用意いたしましたので、ぜひ召し上がってください！」

「え!?　アクセリアがお弁当作ったの!?」

「はい！　ユウタ様と皆さまのために、わたくしがんばりました！」

　いや、ありがたいんだけど、これまでの経験から考えて、不安しか感じないんだよな……。
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「さあベルベリンデ！　お弁当のご用意を！」

「ハッ！」

　アクセリアが呼びかけると、突然どこからともなく女騎士の声が響き渡った。

「え？　一体どこに……って、あ！」

「ベルベリンデ、見参！」

　役場の屋上を見上げると、そこにはピクニックバスケットを抱えたメイド服姿の女騎士が！

「って、なぜメイド服!?」

「愚問を……ニホンでは、食事を供する際にこのような服装をするのが作法とミサキ殿から伺っております」

「似合ってるよ、ベルベリンデさん！」

「また貴様の仕業か！」

　毎度毎度、お前は天才か！

「さあ、これより姫様が手ずから作られた料理を貴殿らに──うむ？」

〝そこの君、危ないから降りなさい！　役場の屋上は立ち入り禁止です！〟

　ベルベリンデさんの口こう上じようを遮るように、総務課の佐さ藤とうさんがメガホンで怒鳴り付けた。

「無ぶ粋すいな真ま似ねを。姫様の御おん前まえと知っての狼ろう藉ぜきか！」

　お前もな！

〝早く降りなさーい！　そこは危険です！〟

「ふん。言われるまでもない。いますぐ降りてやるわ！　とうっ！」

　島有数の高層建築物である二階建ての役場の上から、ベルベリンデさんがバッと飛び降りた。

「あっ！」

　スカートがめくれる！

　と思ったのだが、三み咲さきに目隠しされてよく見えなかった。

　スタッ！

「見たか。これぞクロス流体操術奥おう義ぎ、後方伸身二回宙返り三回ひねり。名付けてベルベリンデ３！」

　ベルベリンデさんが着地したところで、メイド騎士の暴挙を目まの当たりにした佐さ藤とうさんが、血相を変えて駆け寄ってくる。

「ちょっと君ぃ！　危ないじゃないか！　子供が真ま似ねしたらどうするんだ！」

「ふん、上等だ。貴様のような三さん下した、この聖剣レーヴァテインの錆さびに……むっ!?　ない！」

　迎え討とうとしたベルベリンデさんだったが、メイド服姿で剣を下げていなかったことに気付き、一瞬動揺を見せる。

「チッ、今日きようのところは姫様に免じて許してやる。ユウタ殿、姫様のお弁当は貴殿に任せます！　いざ、さらば！」

　ベルベリンデさんはお弁当が入ったバスケットを俺に押し付けると、そのままいずこかへと走り去ってしまった。

　慌ただしいな……。

「やれやれ、弁当くらい普通に届けられねえのかよ……」

　何とかと煙は高いところが好きっていうけど、ホントだな。

「由ゆう太た、早くお弁当食べよ！」

「ああ、ちょっと待っ──ん？」

　待てよ。高いところ……か。

「どしたの、由ゆう太た？」

「いや、あの方法なら、見み波なみ島じまルールを破らずにミナミツルワダンの生育地に行くことができるんじゃないかと思って……」

「え？　どんな方法？」

「空だよ。空から飛んで行くんだ」

「空から!?　どうやって!?」

「アクセリアの風魔法を使うのさ。こないだやっただろ、アクセリアが」

　可搬式海水淡水化装置を借りるため、自衛隊の飛行艇に飛び乗った時のことだ。

「なるほど。考えましたね、由ゆう太たさん。たしかに『適正な利用のルール等に関する協定書』のどこにも見み波なみ島じま上空を飛行してはならないという規定はありません」

「さすがユウタ様です！」

　これでミナミツルワダンの生育地に行く手段は確保できた。

「ただ、行くことはできても花を摘むことができなけりゃしょうがないんだよな……」

　なにせ村と都のあいだで結ばれたルールでは、「植物、動物、木片類、石など自然に存在するものはそのままの状態にする」と決められているのだ。

「ユウタ様、もしポーション草の生育地に行くことができたら、わたくしに試させていただきたいことがあるのですが……」

「ん？　もしかして、ルールを破らずにミナミツルワダンの花を摘む方法があるのか？」

「いいえ、花を摘むつもりはありません。ただ、一つだけ確認しておきたいことがあるのです」

「確認しておきたいこと……？」

　訝いぶかる俺に、アクセリアは何やら思うところがある様子で頷うなずいた。
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　夕ゆう陽ひを浴びながら海面すれすれを飛行していると、彼方かなたに細長い島影が見えてきた。

「あれが見み波なみ島じまか」

「まあ、綺き麗れいな島ですね！」

　沈水カルストと呼ばれる珍しい地形で、島全体が天然記念物に指定されている最後の楽園だ。

　俺たちを追いかけるように、イルカたちが海面をジャンプする。

「ミナミツルワダンは、たしか崖がけ地ちに咲いてるって話だったな……」

　島に近付くにつれ、剝むき出だしになった石灰岩の姿がハッキリしてきた。

　アーチ状の岩をくぐると、小高い丘に囲まれた白い砂浜が目に飛び込んでくる。〝飛べない豚はただの豚〟で有名な、某アニメ映画のワンシーンを彷ほう彿ふつとさせる光景だ。

「なんて美しい景色でしょう……夕ゆう陽ひを眺めながらお空のデート、素敵です♪」

　言いながら、アクセリアが俺を抱える腕にギュッと力を込める。

「ええと、ミナミツルワダンは……あれか」

　岩場では、タンポポのような花がぽつぽつと慎つつましやかに咲いていた。

「ずいぶん数が少ないのですね」

「ああ。昔はたくさん咲いてたらしいけど、家畜として持ち込まれたヤギが食い荒らしちゃったんだってさ」

　夕ゆう涼すずの風が吹き寄せ、緑色に広がる葉をかすかに揺らす。

　人間の都合で持ち込まれたヤギたちは、結局、生態系を維持する目的で行政に駆除されてしまった。それでも島の植生が回復するには、まだまだ時間がかかるらしい。

「よし、俺の案内はここまでだ。で、アクセリアは何を確認したいんだ？」

「わたくしが確認したかったのは……この子たちの、意志です」

「え？　意志？」

　アクセリアが、静かに目を閉じた。

　すると、島のあちこちから黄色や緑の光が立ち昇り、アクセリアの身体からだを取り巻いていく。

「うわ!?　こ、これは……!?」

　光はそのまま渦と化し、島全体を包み込んでいった。

「……………」

　紺こん碧ぺきに染まりゆく空の下、アクセリアが何かを囁ささやくように唇を動かしている。俺にその声は聞こえないが、きっと精霊たちと言葉を交わしているのだろう。

「────ふう」

　やがてアクセリアは、目を開いてほっと息を吐き出した。

　直後、目もくらむような光の奔ほん流りゆうは、すーっと地面へ吸い込まれていった。

「お、終わったのか、アクセリア？」

「はい。これで終わりです」

　額にうっすら汗を浮かべながらほほ笑むアクセリア。

　すでに夕ゆう陽ひは水平線の彼方かなたへ没しようとしている。

「なにかしゃべってたみたいだけど、一体何を話してたんだ？」

「それは……こちらをご覧ください」

　アクセリアが言うと、崖がけの隙すき間まから緑色の光が溢あふれ出だし、ミナミツルワダンの花がみるみる白い綿毛に覆われていった。

「な、何だこれ……!!」

「この子たちに尋たずねてみたのです。わたくしたちに、力を貸してくださる気はありませんかと」

　不意に心地ここちよい風が吹き寄せ、綿毛たちが夕ゆう闇やみの空へふわりと浮き上がる。

「種が、風で運ばれていく……」

「はい。風の精霊さんたちが、リリガルドへと届けてくださるそうです」

「リリガルドへ？　そうか、そこで花をつけたミナミツルワダンなら、ポーションの素材にしても見み波なみ島じまルールには違反したことにならない……!!」

　綿毛を空に放ったミナミツルワダンたちは、気が付くと元の黄色い花に戻っていた。

「ユウタ様、これが彼らの答えです。わたくし、ニホンの難しいルールはよく分かりませんが、ニホンの方々がこの子たちを守ろうとしていることはよく分かりました。彼らには、そのことを伝えたかったのです」

「精霊たちは何て……？」

「人間とのあいだにはいろいろありましたが、ユウタ様のように精霊に好かれる人間がいるのであれば、もう少し信じてみようと思う、とのことでした」

「そっか……」

「うふふ。ユウタ様のお陰です」

　大した役には立ってないけど、一応俺がついてきた意味はあったのかな。

　風に乗った小さな綿毛たちは、沈みかけた夕ゆう陽ひの残照を浴びながら、深いインディゴブルーの空へと吸い込まれていった。
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　翌日、臨時の薬局となったリリージョンさんの家には、朝から大勢の客が詰めかけていた。

「旦だん那な様、これで夫の怪け我がを治してやることができます。ありがとうございました」

　ようやく最後の客を見送ったところで、アクセリアがホッと安あん堵どの表情を浮かべる。

「ポーションも、ちょうど在庫がなくなったようです。なんとか足りて良かったですね」

「ああ。診療所じゃなくて薬局になっちまったけど、充分役に立ってるみたいだな」

　一緒に手伝ってくれた三み咲さきや美み羽うさんも、嬉うれしそうだ。

「──うまくいったようですね、若君」

　振り返ると、ポーションの素材を両手に抱えるリリージョンさんの姿があった。

「あ、リリージョンさん。これもポーションレシピのおかげですよ」

「とんでもない。むしろ皆様には店番のほうをお願いしてしまって恐縮です」

　言いながら、リリージョンさんはポーションを宝物のように握り締めて帰る領民の後ろ姿に、優しい笑みを浮かべる。

「しかし若君、他のものはともかく、どうやってポーション草を、こんな短期間で……？」

「アクセリアが、土魔法を使って育ててくれたんです」

「土魔法で？」

　アクセリアの土魔法は、植物の生長を促進させることができる。こないだ教室に必要な机や椅い子すを作ってくれたのも、アクセリアの土魔法だ。

「ですが、ここまでの量を用意するには、相当な魔力を要したはず」

「たしかに、わたくし一人の魔力では足りませんでした。しかし、ユウタ様が魔力を分けてくださいましたので、ここまでのことができたのです」

　本当は立っているのもつらいはずだが、アクセリアはそんな気配を少しも見せず、気丈に背筋を伸ばしている。

「姫様、そんなご無理をなさってまで……」

「無理ではありません。わたくしには、領民たちを導く指導力も、難しい局面を乗り越える知恵もありません。ですからせめて、このくらいのことを皆のためにして差し上げたいのです」

「姫様………」

　心を打たれたように立ちすくむリリージョンさんを見て、俺は思わず尋ねた。

「リリージョンさん。やっぱり、診療所での治療には協力してもらえませんか？」

「それは……」

「たしかにポーションがあれば心強いですけど、リリージョンさんが神聖魔法を使ってくれたら、きっともっとたくさんの人が助かるんじゃないかと思うんです」

「若君……前にも申し上げましたが、わたしは神聖魔法を使えないのです」

　話を聞いていた三み咲さきが、ずいっとリリージョンさんの前に立つ。

「ねえ、リリージョンさん、さっき薬をもらって帰る人たちを見て、すっごくいい笑顔浮かべてたよね。ホントはリリージョンさんも、みんなの力になりたいんじゃない？」

「た、たしかにわたしにも、そういう気持ちはあります。ですが……何とかして何とかなるものではなく、本当に、わたしは神聖魔法を使うことができないのです」

　ん？　何か話が嚙かみあわねえな。

「あの……それは、戒律があるからとか、そういう理由なんですよね？」

「違います。いまのわたしには、神聖魔法を操る力がないのです」

「ふむ。なるほど、力がない……」

　って、ええ～～～!?

「神聖魔法は、人々に対する愛の心を捧ささげることで発動します。端的に申しますと、いまのわたしには、その大切な心が失われてしまっているのです」

「で、でも、リリージョンさんは、こないだ俺の怪け我がを治してくれたじゃないですか！」

「たしかにあの時は神聖魔法を使いました。が、あれはわたしだけの力ではありません」

「リリージョンさんだけの力じゃない？」

「はい。あの時は、姫様が儀式に加わってくださいました。わたしに欠けていた愛の心を、姫様が若君に対する深い愛情で補ってくださったのです」

「まあ！　二人の愛の力だなんて、恥ずかしいです！」

　アクセリアが、もじもじしながら赤い頰ほおを押さえる。

　いや、そこまでは言ってないでしょ……。

「けど、魔法が使えないって……どうしてそんなことに？」

「理由は……申し上げられません。わたしにも、いろいろあったのです」

　疲れた表情で、リリージョンさんは肘ひじ掛かけ椅い子すに腰を下ろした。

　額の宝石をきらめかせたカーバンクルが、ひょいと膝ひざの上に飛び乗る。

「さあ、わたしはこれからポーションを作らなければなりません。恐れ入りますが、今日きようはこの辺りでお引き取りいただけないでしょうか」

　俺は、アクセリアと顔を見合わせた。

「帰りましょう、ユウタ様。すでにリリージョンさんには、いくらお礼を申し上げても足りないくらいのご協力をいただいております」

「そうだな……リリージョンさん、無理言ってすみませんでした。ポーションのほう、よろしくお願いします」

「……かしこまりました」

　感謝の念を抱きながら、俺たちはどこかスッキリしない面持ちで玄関に向かった。

　と、その時。

「はにゃ？　何これ？」

　三み咲さきが机の上に置かれた陶製のブローチを見て、うっとりした様子で手に取った。

「すっごい綺き麗れい……」

「あ、それは！」

　やや大きめのブローチには、二人の男女の肖像画が描かれている。

「はぁ～、綺き麗れいな女の人。んでこっちの男の人は……あにゃ？」

　三み咲さきが言葉に詰まった。

　無理もない。女性の隣に描かれているのは、お世辞にもイケメンとは言い難にくい、太ったメガネの男性だったからだ。

　バンダナ巻かせてチェック柄のネルシャツをパンツインさせたら、どっかで見たような絵面が完成しそうな男だ。

「不思議な細密画ミニアチユールですね。女性のほうは、ベッドで眠っているのでしょうか？」

　脇わきから覗のぞき込こんだアクセリアが、ちょこんと首を傾かしげる。

　だが、俺にはもっと気になる部分があった。

「ちょっと見せてくれ、三み咲さき。このおっさん、どこかで見たような……」

「わあああああああああ！」

　突然リリージョンさんが、叫び声を上げながら俺の手からブローチを奪い取った。

　そして、皮肉にもその行動が決め手となり、俺はその事実に気付いてしまう。

「ま、まさかそれ……リリージョンさんの肖像画ですか？」

「うぐっ！」

　もはや疑いようのないリアクションだった。

　リリージョンさんが、再びどさりと椅い子すに腰を落とす。

「見られて……しまいましたか」

「見られてしまったって……どういうことですか、リリージョンさん？」

「お察しのとおり、そこに描かれたちょっぴりぽっちゃり気味の男性は、他でもない、このわたしです」

　あんたは前向きな乙女おとめか。

「じゃあ、こちらの女性は？」

「彼女の名はプレア。わたしが神聖魔法の力を失う元凶となった人です」

　リリージョンさんの胸に飛び付いたカーバンクルが、どこか哀かなしげに瘦やせた頰ほおを舐なめる。

「元凶、と言いますと？」

「それをご説明するには、まずわたしの身の上からお話ししなければならないでしょうね」

　リリージョンさんに促され、俺たちはテーブルを挟んだ長椅い子すに腰かけた。
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　カップに紅茶のような飲み物が注がれると、ふんわり白い湯気が立ち昇った。

「──わたしはかつて、将来を嘱しよく望ぼうされた若きエリートでした。大学を首席で卒業し、得意の神聖魔法で上流貴族のパトロンを得たわたしは、全裸の紳士と呼ばれ、未来の枢すう機き卿きよう候補ともてはやされていたのです」

　おい、勘違いじゃねえのか？　完全に変態紳士の上位互換だろ。

「その頃ころのわたしは、自分の力で治せないものなどないとうぬぼれ、潤じゆん沢たくな研究資金をつぎ込み、神聖魔法の研究に没頭しておりました。そして人間の治療だけでは飽き足らず、とうとう魔物の治療にも手を出すようになってしまったのです」

「なるほど。それがきっかけで迫害され、信仰心を失ってしまったと」

「いえ。迫害はされましたが、それはわたしにとってご褒美のようなものです」

　メンタルタフなエリートだな！

「じゃあ、きっかけは別に……？」

　頷うなずきながら、リリージョンさんは溜ため息いきを吐き出す。

「ある日、わたしがお預かりしていた教会に、一人の美しい女性が担かつぎ込こまれてきました。それが彼女、プレア・アルヒミアです」

「この、きれいな女の人ですか……」

　肖像画を見たアクセリアが、ハッとした表情を浮かべる。

「リリージョンさん、こちらの方、もしや魔術師では？」

「はい、そうですが……なぜそれを？」

「彼女の腕をご覧ください。これは魔術師の刻印です」

　言われてみると、プレアさんの腕には電子回路のような不思議な紋様が描かれていた。

「魔術師の刻印は、能力に応じて魂に刻まれるもの。人相や手相などと同じで、一人として同じものはありません。この複雑な象しよう形けいから察するに、彼女は相当高度な魔術を究きわめられた方とお見受けします」

「姫様のお見込みのとおりです。彼女は魔術の研究のため、馬車で長い旅をしておりました。しかしその途中、崖がけ崩くずれに巻き込まれてしまったらしく、教会へ運び込まれた時には、すでに虫の息でした。他にも同乗者がいたようですが、助かったのは彼女だけと聞いております」

「生存者一名か……大変な事故だったんですね」

「はい。わたしがこれまで治療に当たった怪け我がの中でも、特にひどいものでした。やがて彼女を必死に看護するうち、わたしは、その……彼女のことを好きになってしまったのです」

　三み咲さきがちょっぴり顔を赤らめながら、リリージョンさんの肩を叩たたく。

「まあ、きれいな女の人だもんね。気持ちは分かるよ～」

「わたしは、下心を隠しながら寝食を忘れて彼女の治療に当たりました。しかし、わたしの努力も空むなしく、彼女はどんどん衰弱していきました」

「なるほど……それで神への信仰心を失ってしまったと」

「いえ。わたしは己の信仰心が足りないのだと受け止め、一層激しく彼女に折檻を求めました」

「衰弱の原因はそこじゃねえの!?」

　神様そろそろ止めてあげてくださいよ！

「ついには夜中になると、一緒に馬車に乗っていた男性の名前をうわ言のように口にするようになり、起きている時は、早く楽になって彼の許もとに行きたいと言い出す始末」

「……もう、生きる気力も失っていたんですね」

「ですが、わたしはまだあきらめることができませんでした」

　黒い僧服に身を包んだ男は、女性の肖像画が描かれたブローチをギュッと握り締めた。

「あらゆる手段を尽くしたつもりのわたしでしたが、ある日、まだ一つだけ試していない手段があることに気が付きました。それは、自分の命と引き換えに他者の命を救う、究極の蘇そ生せい魔法です」

「自分の命と、引き換えに……!?」

「しかし、これは教会から禁きん呪じゆとされている秘術。使えば魂は千年の牢ろう獄ごくに囚とらわれ、教会からも破門されてしまうという、恐ろしい魔法なのです」

　たしかイグザリアさんが使った転移魔法も、命と引き換えに発動する禁きん呪じゆだったな。

　そんな恐ろしい魔法が他にもあったなんて……。

「まさかリリージョンさんも、その魔法を……？」

　こくり、と頷うなずく黒衣の男。

「でも、その女性は他に好きな男性がいたんですよね？」

　カーバンクルが「きゅ～～」と鳴いて、リリージョンさんの胸に額を擦なすり付つける。

「分かっています。しかし、禁きん呪じゆの成功には自信がありました。司祭の立場を利用して中央の図書館から秘密裡りに文献を持ち出したわたしは、着々と儀式の準備を進めていきました」

「そこまでの決意で……」

「準備は万全。あとは、儀式を始めるだけでした……が、そんなある日、わたしは聞いてしまったのです……彼女の本心を」

「本心……？」

「ええ。儀式を始めるべく、彼女の部屋のドアをノックしようとしたその時、中から、看護人に話しかける彼女の声が聞こえてきました」




〝ねえ、シスター。わたし、もうあの人の治療受けるのイヤなの。顔もしゃべり方も気持ち悪いし、目付きも何だかねっとりしてて……きっとあの人わたしのこと好きなんだわ。でも、わたしあの人のこと生理的に無理なんです。お願いですから、もうあの人に治療させるのをやめさせてください……〟




「あ～、それはまた……」

　たしかにひどい話だな。俺だったらショックで立ち直れなくなりそうだ。

「治療を拒んだ彼女は、そのまま数日と経たたずに帰らぬ人となりました。自分が神聖魔法を使えなくなっていることに気付いたのは、葬儀を終え、教会に戻ってきた後のことです」

「やっぱり、その時のことがショックで……」

「恐らく。神聖魔法に必要なのは、人を愛する心です。あの出来事がきっかけで、わたしは人を愛することができなくなってしまったのです」

「そうだったんですか……」

「おまけに禁きん呪じゆの本を借りたことが発覚し、わたしは教会を追われる身になってしまいました。結果、体重は激減し、いまの姿になったというわけです」

「それはもう……何というか……」

　唯一の救いですね。

「ちなみにその時出会ったのが、このカーバンクルのカーくんです。わたしが身を持ち崩しながらもなんとか生きてこられたのは、この子のおかげです。この子とは、何か深い縁で結ばれているような気さえします」

　カーバンクルのカーくんが、リリージョンさんの言葉を理解しているかのように頰ほおずりした。

　こうして見ていると、まるで本物の恋人同士みたいだ。

「……リリージョンさんも、いろいろ大変だったんですね」

「ええ。しかしいま振り返ってみると、これで良かったのではないかと思うのです」

「良かった、とは……？」

「わたしは肉体の治療にばかり目を奪われ、最も大切な魂の救済を忘れてしまっておりました。神はそのことを、わたしに思い出させてくださったのです」

　それを聞いた三み咲さきが、なにげなく呟つぶやく。

「そっかー。リリージョンさんは、美人さんからキモ男呼ばわりされたのがトラウマになって魔法が使えなくなっちゃったのかー」

「ひぎいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

「おい三み咲さきィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ！」

　傷口に塩すり込むようなこと言うんじゃねえええええええ！

「ふひ、ふひひひひ……。もうやだ。ぼくにはカーくんだけがいればいい……」

「ほら見ろ！　完全にキャラが崩壊しちまったじゃねえか！」

「にゃ、にゃはは……………ごめん」

「ユウタ様、このままではリリージョンさんに治療をお願いするどころか、リリージョンさん自身に治療が必要になってしまいます……」

　すでに手遅れっぽい気がしないでもないがな。

「おい三み咲さき、お前も少しは慰める方法考えろよ。お前にだって責任の一端はあるんだから」

「む～、分かった！　あたしがひと肌脱いでやろうじゃないの！」

「ひと肌脱ぐって、何するつもりだよ……」

「じゃじゃーん！　これを見て！」

　三み咲さきがポシェットから取り出したのは、

「ギャルゲーじゃねえか！」

　なんでそんなもん持ってきてんの!?

「ちっちっち、ただのギャルゲーじゃないんだな。なんと初回限定版の特典付きなんだよ！」

「どうでもいいわ！」

「あの、ミサキさん？　『ぎゃるげえ』とはなんでしょうか？」

「んー、一言で言うと、観測者の振る舞いによって並行世界がどのように分岐するかをシミュレートした、高度に形而上学的なゲームのことかな」

　お前、ホントに三み咲さきか……!?

「よ、よく分かりませんが、すごいゲームなのですね……」

「アクセリア、こいつに騙だまされるな……」

「いやいや、ギャルゲーを甘くみちゃいかんよ、チミィ。リリージョンさんも言ってたっしょ、『神聖魔法に必要なのは、人を愛する心』だって。これで可愛かわいい女の子たちと仲良くなれば、きっとリリージョンさんも愛の心を取り戻すって寸法さ！」

「ホントにそんなうまくいくかなあ……そもそもリリージョンさんは、アクセリアの念話能力がなけりゃ日本語が分からないんだぞ？」

　とその時、ガチャリ、とドアを開けて、隣の部屋から女騎士が現れた。

「お呼びですかな、ユウタ殿」

「いや、呼んでませんけど!?」

　あんた、人ん家ちで何してたの!?

「まあまあ由ゆう太た、ちょうど良かったじゃん。ベルベリンデさんは、アクセリアたんの念話能力がなくても日本語が分かっちゃうんだよ？」

「そんなの知って──って……おい、お前まさか……」

　三み咲さきがベルベリンデさんの顔を見ながら、「ぐふふふふ……」と昏くらい笑みをこぼした。
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　リリージョンさんの背中越しに、三み咲さきがグイッと腕を伸ばした。

「そうそう、そこでこのボタン押すの」

「こ、こうでしょうか？」

　美少女キャラの声に合わせ、ベルベリンデさんがセリフを読み上げる。


「べ、べつにっ、あんたのためにお弁当作ってきたわけじゃないんだからね///！」



　ズッキューン！

　な、なんだこれ……ものすごくドキドキしてきた。

「にゃはは！　ベルベリンデさん、うまいうまい！」

「この程度の声真ま似ね、我がクロス流潜入工作術にかかれば造ぞう作さもないこと」

　つか、ノリノリじゃねえか、この女……。

「お上手じようずですよ、ベルベリンデ。さすが毎晩わたくしの本を読んでくださっているだけのことはありますね」

「恐きよう悦えつ至し極ごく！」

「けど三み咲さき、声優さんの読み上げがない部分はどうすんだ？」

「そこはフィーリングで感じ取ってもらうってことでっ！」

　意味ね～～～!!

「さあリリージョン殿、早く次のシーンへ進むがいい！」

「は、はいっ！」

　ポチ。


「お兄ちゃん、わたしと一緒にお風ふ呂ろ入ろっ♥」



「はうっ！」

　セリフに合わせて抱き付いてきたベルベリンデさんに、思わずリリージョンさんが悲鳴を上げる。

「ん～。ベルベリンデさん、そこはもうちょっと甘える感じでいこうか！」

「委い細さい承知！」

　ホントに大丈夫かなあ……。
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　翌日。

「大変です、ユウタ様！」

「どうしたアクセリア！」

「リリージョンさんのことが心配になって様子を見に行ったのですが、いくら呼びかけてもお返事がないのです！」

「な、何だって──!?」

　というわけで、早速リリージョンさんの家に行ってみた。




　ドンドンドン！

「リリージョンさん！　俺です、由ゆう太たです！　いたら返事してください！」

　し──……ん

　返事がない。家の中にいないのか？

「窓は……閉め切ってあるな」

「どういたしましょう、ユウタ様。もしや、リリージョンさんの身に何かあったのでは？」

　うーん……いやしかし、万が一ということもある。

「そういえばベルベリンデさんは？　あの後あとずっとリリージョンさんと一緒にゲームやってたみたいだったけど……」

「そう言えば、昨日きのうからずっと姿を見かけません」

　まさか……。

「仕方がない、ちょっと乱暴だけど、強行突入するぞ！」

　俺は意を決し、ドアに体当たりをかました。

　ドン！　ドン！　バァン！

「開いた──うっ!?」

　な、何だ、このよどんだ空気は？

「ユウタ様、こちらにカーくんが！」

　ふと見ると、カーバンクルのカーくんが、隣の部屋のドアを爪つめでカリカリ搔かいていた。

「どうした、お前。この部屋に入りたいのか？」

　抱え上げようとすると、カーくんはするりと俺の手をすり抜け、アクセリアの胸に飛び込む。

「まあ。うふふ、可愛かわいいですね」

「こいつ……女が好きなんて、現金な野郎だな」

　それとも、俺が嫌われてるだけか？

「あら？　この子の腕……」

　ふと、カーくんを抱き上げたアクセリアが、ハッとした表情を浮かべた。

「ん？　どうした、アクセリア」

「あ……いえ、何でもありません。それよりユウタ様、リリージョンさんのことが心配です」

「そうだな。もしかして、この部屋にいるのか……？」

　木の扉にピタリと耳を付けると、かすかに人の声が聞こえてきた。


〝あぁん♥　はぁん♥〟




　げぇっ!!



「どうなさいました、ユウタ様？」

「い、いや、その……!!」

　まさか三み咲さきの奴やつ、十八禁なソフトまで貸し出したんじゃねえだろうな……。

「あ、そうだ！　何かあったら大変だから、アクセリアは外で待っててくれないかな」

「いけません！　何かあった時は妻であるわたくしも一心同体です！　どうかご一緒に！」

「いや、そうじゃなくてね……」

　一心同体っつーか、一身合体しちゃってる可能性もあるのだが……んなこと言えねぇ！

「さあユウタ様！　ドアを！」

「ぬ、ぐうう……ええい、ままよ！」

　ガチャッ！

　そして俺の目に飛び込んできたのは、





「どうだ、まだ踏まれ足りないか！」

「あぁん!!　シオリたんの声で踏まれるのサイコー!!」






　バタン！

「ユ、ユウタ様……？　いま何か……」

「何もなかった。あの部屋には、誰もいなかったんだ……」

　ガチャリ。

「おや、ユウタ殿。それに姫様まで」

「って、あんたは何やっとんじゃ、この変態女騎士ぃぃぃぃぃ」

「いや、クロス流調教術を試していたところです。ユウタ殿も踏まれていきますか？」

「踏まれねえよ」


「若君、ぜひわたしを踏んでください！」



「お前はすっこんでろオォラアァァァァ！」

　闇やみが深すぎだろ、この人！

　結局ギャルゲーは押おう収しゆうされ、リリージョンさんはますます心を病んでしまったのだった。




　三み咲さき……後でぶっ飛ばす！
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「ふひ、ふひひ……シオリたん……どこへ行っちゃったの………？」

　部屋の隅っこで、イケメンメガネがず～んとうずくまっている。

　カーバンクルのカーくんは、前脚でべしべしとリリージョンさんの背中を叩たたいていた。

「おい、どうしてくれるんだよ三み咲さき。ますますひどくなっちまったじゃねえか」

「んー。けど、だいぶ愛を取り戻せたんじゃない？」

　どこがだ！　あんな状態で神聖魔法使ったら、逆に呪のろわれるわ！

「ほら、リリージョンさん、しっかりしてくださいよ」

「若君……もうわたしのことは放っておいてください。わたしのような陰気な人間、このままここで朽ち果ててしまったほうが、きっと神も喜ばれるのです」

　あかん、こりゃマジで重症だ。

「ユウタ様、やはりお部屋に閉じこもっているから心を塞ふさいでしまうのではないでしょうか。ここは一つ、お外に出て身体からだを動かしてみては」

「そうだな。やっぱ不健康な生活してると、ますます心が暗くなっちゃうもんな。けど、この状態で外に出てくれるかな……」

「あ！　だったらさあ、由ゆう太た！　あたしにアイディアがあるんだけど！」

「え～～～!?」

　三み咲さきのアイディアとか、もはやマルチバッドエンディングしか見えてこないんだが。

「いいからいいから！　あのね──」




　ピッ、ピッ、ピッ！

　黄色い陽ひ射ざしの下、ホイッスルの音が小気味よく鳴り響いた。

「ほらほら！　リリージョンさん、がんばだよー!!」

　タンクトップシャツにホットパンツ姿の三み咲さきが、自転車で畑のあぜを軽やかに疾走していく。

　荷台には、同じような格好をしたアクセリアが、髪をポニーテールに結ってちょこんと横座りしていた。

　くっ！　可愛かわいすぎるぜ、こんちくしょう！

　さすがのリリージョンさんも、お姫様にこんな格好までされたら部屋を出ずにおれなかったようだ。

「ハァ……ハァ……ハァ……若君、少し休憩いたしませんか？」

「が、がんばってください、リリージョンさん。お、俺も、付き合ってるんすから……」

　つか、なぜ俺まで一緒に……。

「スピードが落ちてるよ、リリージョンさん！　愛の心を取り戻すには、まずリリージョンさん自身が女性から好かれるたくましい男にならなきゃ！」

「ユウタ様、リリージョンさん、ファイトです！」

　荷台でアクセリアが、ぎゅっとガッツポーズを作る。

　ちなみに二人乗りは完全に法令違反だろ、と思ったのだが、美み羽うさんに相談したところ、

「リリガルドにある道は、道路法第二条第一項に規定する道路並びに道路運送法第二条第八項に規定する自動車道及び一般交通の用に供するその他の場所には該当いたしませんので、道路交通法は適用されません」

　とのことだった。

　よく分からんが、タイーホされることはないらしい。

「ふふふ。懸命に走ってらっしゃるユウタ様、素敵です♥」

「は、はは……」

　足元ではカーバンクルのカーくんも、長い尾をなびかせながら跳ねるように駆けている。

「はい、集落の周りをあと十周！」

「はぁ～～～～～～!!」

　三み咲さきのかけ声に、リリージョンさんがぺたんと地面へ座り込んだ。

「どしたの、リリージョンさん！　ジョギングの後は腕立て伏せと腹筋背筋とスクワットと地獄ヘルクライ昇柱ム・ピラーが待ってるよ！」

「最後の死ぬだろ！」

　お前は俺たちに波紋能力でも身に付けさせようとしてるのか!?

「……も、もういいです、ミサキさん。わたしには、神聖魔法の力を取り戻すなんて、無理な話だったんです」

「あきらめちゃダメだよ、リリージョンさん！　あきらめたらそこで試合終了だよ！　バスケしたいでしょ!?」

　バスケは関係ねえだろ。

「わたくしからもお願いです、リリージョンさん。リリガルドには、あなたの力を待ってる人たちがたくさんいるのです」

「姫様………」

「そういうわけですから、今度はこの重りを両手両足に付けて──」

「ひぎぃぃぃぃぃ！」

　俺の嫁が、意外とスパルタだった！

「ううっ……もう、わたしはダメです。わたしは、他人の幸せをどうこうできるほど強い人間ではありません。いまのわたしには、このカーくんがいれば充分です」

「リリージョンさん……」

「さあ、カーくん、家に帰ろう……」

　リリージョンさんが腰を上げかけたその時、突然カーくんが、リリージョンさんの手を引ひっ搔かいた。

「痛っ！　ど、どうしたんだ、カーくん……」

　珍しいな。いつも懐なついてるカーくんがリリージョンさんに危害を加えるなんて。

「……もしかして、ふがいないわたしを怒っているのかい？」

　カーくんが、宝石のような瞳ひとみでじっとリリージョンさんの顔を見詰める。

「だが、許してくれ、カーくん。わたしには分かったんだ。神聖魔法の力では、人の魂まで救うことはできない。いまは君と一緒に、神へ贖しよく罪ざいの祈りをささげる日々こそが、何より大切な時間なんだよ」

　そう言ってリリージョンさんが手を差し出すと、突然カーくんは腕をすり抜け、道の向こうへ走り去ってしまった。

「あ！　カーくん！」

　そのままカーくんは、鬱うつ蒼そうと茂った森の中へ姿をくらましてしまう。

「いけません、ユウタ様！　あちらは魔物の森……いくらカーバンクルが不思議な力を持っていても、魔物に襲われたらひとたまりもありません！」

「た、大変だ！　追いかけなきゃ！」

　慌てて後を追おうとする俺の横を、さっと一つの影が走り抜けた。

「リリージョンさん!?」

　さっきまでへばっていた人とは思えないほどの勢いで、リリージョンさんが猛烈に道を駆けていく。

「あ、ねえ！　一人じゃ危ないよ、リリージョンさん！」

「そうです！　一度集落の皆さんに応援をお願いしてからのほうが──!!」

「そんなことしているヒマはありません！」

　三み咲さきやアクセリアが制止するのも聞かず、そのままリリージョンさんは森の中へ飛び込んでしまった。
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　薄暗い森の中、緑色の光が角灯ランタンのように辺りを照らす。

「……なるほど。ありがとうございます、精霊さん」

　アクセリアが樹きから手を離すと、緑色の光はすーっと幹の中に吸い込まれていった。

「アクセリア、精霊たちはなんだって？」

「つい先ほど、リリージョンさんとカーくんがあちらに向かって走って行ったそうです」

　リリージョンさん、どんだけ奥に入っていったんだよ……。

　俺たちは、へろへろになった脚を励まし、さらに森の深部へと向かう。

「っくしょん！」

「どうした三み咲さき？」

「なんかこの森、寒くない？」

「たしかに、全然日が差してないからな……」

　運動をした直後なので、汗が引いて思わずブルッと背筋が震える。

「あ、そうだ、ちょっと汗臭いけど……」

　俺は自分が穿はいていた学校指定のジャージパンツに手をかけた。

「ちょ、ちょっと！　何してんのさ、由ゆう太た!?」

「へ？　いや、俺は下に短パン穿はいてるからさ、三み咲さきに貸してやろうと思って」

「え？　あ、そうなんだ……」

「汚いとか文句言うなよ？」

「う、うん……」

　ダブダブのパンツを穿はいて、三み咲さきが照れ臭そうに頰ほおを搔かく。

「てへへ……」

　もじもじしてる三み咲さきを見ると、こっちも恥ずかしくなってくるんだが……。

「そ、それじゃ、行くぞ」

「うん……」

　しばらく歩いたところで、木々の合間に見慣れた人影が見えた。

「ユウタ様、あれはリリージョンさんではないでしょうか」

　カーバンクルを胸に抱えるスマートなイケメンメガネ。間違いない、リリージョンさんだ。

　俺たちは、慌ててリリージョンさんに駆け寄る。

「リリージョンさん、大丈──」

「いけません！　こちらは危険です、若君！」

「え!?」

《ぐるるるる……》

　直後、不気味な唸うなり声が木立の向こうから響いてきた。

　赤い皮膚に、ライオンのような体たい軀く、鋭いスパイクが付いたサソリの尾を持つ魔獣。

「ユウタ様……あれは、マンティコアです！」

「マンティコア!?　って……あの、尻尾しつぽに毒があるとかいうやつか!?」

　ゲームでは見たことあるけど、実物に遭うのはもちろん初めてだ。

「非常に危険な魔獣です。以前、木の実を採りに出かけた領民が襲われて、大怪け我がを負ったことがあります」

　お、おいおい、それってガチでヤバいんじゃねえか!?

「ゆ、由ゆう太た、どうしよう……」

「こういう時は、背中を向けないようにゆっくり下がるのが一番だ」

　小さい頃ころ、大おお島しまで野生のキョンに襲われた時は、この方法でうまく逃げることができた。

　ちなみにキョンっていうのは鹿の一種なんだが、動物園で飼っていたのが逃げて大繁殖し、いまや大おお島しまの人口よりも多くなってしまったという恐るべき魔獣である。

「リリージョンさん、相手から目を離さないように、ゆっくりこっちへ下がってください」

「は、はい……」

「刺激しちゃダメですよ」

「分かってます……」

　一歩、

　二歩、

　三歩……。


「へっくち！」



「って、三み咲さきィィィィィ！」

　お約束か、この野郎！

「ご、ごめん由ゆう太た！　鼻が……!!」

「言ってる場合か！」

　マンティコアは「ゴルゥ！」と一声咆ほえ、太い脚で地面を蹴けった。

「まずい！　リリージョンさん、逃げて！」

「うわわ！」

　カーバンクルを抱えたリリージョンさんが走る。

「ユウタ様、ここはわたくしが！　水の精霊さん、風の精霊さん、わたくしに力を……!!」

　ピキピキピキ……。

《グァウ！》

　アクセリアが祈りを捧ささげると、氷が地面を走り、マンティコアの四肢を捉とらえた。

「ナイス、アクセリア！」

「皆さん、いまのうちに！　早く！」

《ゴルゥアァァァ》

　怒りに顔を歪ゆがめたマンティコアは、雄叫おたけびを上げながら、スパイクの付いた長い尾を振り上げる。

　ピュン！

　直後、一本の毒針が矢のように放たれ、リリージョンさんの背後に迫った。

「危ないっ！」

　俺たちが叫ぶのとほぼ同時に、カーくんがリリージョンさんの腕をすり抜け、毒針の前に飛び出した。

「ピキュッ！」

「カ、カーくん！」

　悲鳴を上げて、カーくんがどさりと地面に落ちる。

　慌ててリリージョンさんが抱き上げると、小さな口から赤黒い血の塊が溢あふれ出でた。
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「水、汲くんできたよ」

　テーブルをベッド代わりに横たえられたカーくんは、小さな胸を苦しそうに上下させていた。

「ああ、何てことだ……」

　リリージョンさんが、頭を抱えて悲痛なうめき声を上げる。

「リリージョンさん、神聖魔法は……」

　黙って首を振るリリージョンさん。

「若君が水を汲くみに行かれている間、何度か試してみたのですが、やはりうまくいかず……」

「あれほど可愛かわいがってたのに、それでもダメなんて……」

　ふとリリージョンさんが、唇の端を上げて自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「……もしかしたらわたしは、この子の優しさに甘えていただけで、心から愛していなかったのかもしれません」

「そ、そんなこと──!!」

　けど、ポーションは毒には効果がないし、このままじゃ本当にカーくんが……。

「ごめんね、カーくん！　あたしのせいで！」

　机に覆おおい被かぶさるようにして謝る三み咲さきの背中を、アクセリアがそっと撫なでた。

「ミサキさんのせいではありません。どのみちあの魔獣は、わたくしたちを生かして逃がすつもりはなかったのですから」

　悲嘆に暮れるみんなの姿を見て、思わずリリージョンさんに尋ねる。

「リリージョンさん、もう一度神聖魔法を試してみませんか？」

「…………」

「自信がないとか、好きな女性にこっぴどく振られたとか、そんなことを気にしてる場合じゃないじゃないですか」

　リリージョンさんは、黙って俯うつむいたまま何も答えない。

「ユウタ様、それぐらいに……」

　アクセリアは止めようとしたが、俺には黙っていられない理由があった。

「いいですか。死んだ人は二度と生き返らないんです。殻に閉じこもるのも結構ですけど、そんなの結局自分が可愛かわいいだけだ。そんな理由で、あなたは二度も大切なものを手放してしまうんですか？」

　三み咲さきが、腫はれぼったい目で俺の顔を見上げた。

「由ゆう太た、もしかしてお父さんのこと……」

　そう、俺は父親を亡なくした。自分の、バカな行動のせいで。

　リリージョンさんには、絶対に俺と同じ思いをしてほしくない。

「さあリリージョンさん。もう一度、立ってください」

　でも、リリージョンさんは立ち上がらない。

　まるで、自分の弱さも、過あやまちも、すべて分かってると言ってるみたいに。

「ユウタ様、お待ちください」

　俺の肩に、アクセリアがそっと手を乗せた。

「ユウタ様、人はそれほど強い生き物ではありません。どうかリリージョンさんを、そしてユウタ様ご自身を、厳しく責めないでください」

「アクセリア……けど──」

「リリージョンさん、わたくしには、あなたの気持ちがよく分かります。本当に愛する相手からつらい言葉を投げかけられたら、どれほど苦しいことでしょう。もしもわたくしがユウタ様から同じ言葉を聞かされたら、きっと同じように立ち直れなくなってしまうと思います」

「……………」

　リリージョンさんは、黙って奥歯を嚙かみ締しめる。

「ユウタ様、実はわたくし、この場で一言申し上げたい相手がいらっしゃいます」

「え……？」

　机に向き直って、真剣な表情を浮かべるアクセリア。

「わたくしたちのお話は聞こえてましたね、プレアさん。あなたは、二度もこの男性の心を傷付けるつもりですか？」

　え、プレアさん？

「って、あの肖像画に描かれていた女性のこと？　ど、どこにあの人が……まさか、幽霊？」

「いいえ、幽霊ではありません。彼女でしたら、そこにいらっしゃいます」

　アクセリアが指差したのは、テーブルに横たわる、カーバンクルのカーくんだった。

「え!?　カーくんが……プレアさん!?」

「ひ、姫様、こんな時にお戯たわむれはよしてください。この子がプレアのはず……」

　動揺したリリージョンさんが、焦点の定まらない目でアクセリアに詰め寄る。

「疑われるのでしたら、その子の腕をよくご覧になってみてください」

「腕……？　それは、どういう……」

　緑色の体毛をかき分けたリリージョンさんが、「あっ！」と声を上げた。

「こ、これは……魔術師の刻印!?」

「そうです。以前肖像画で見せていただいたプレアさんの腕にあったものと、まったく同じものです」

「魔術師の刻印は、一人として同じ形のものはない……それでは姫様のおっしゃるように、カーくんは……」

「さあ、本当のことをおっしゃってください、プレアさん。いまでしたらわたくしの念話能力で、あの時彼に話せなかったことも伝えられるはずです」

　アクセリアが呼びかけると、カーバンクルは小さな目を開け、そっと口を開いた。

《姫様のおっしゃるとおり、わたしはかつてプレアという名の人間でした》

「プレア！　やはり君なのか!?」

《ごめんなさい、リリージョン。別に騙だますつもりはなかったのだけれど、わたしはこのとおり、人の言葉を喋しやべれない身だったから……》

「一体どうして君がこんなところに……？　君はわたしのことが嫌いだったはずじゃないか」

《そうね、大嫌いだったわ……自分のことを顧みない、優しすぎるあなたのことが》

「え？」

《たしかに最初会った時は、おかしな人だと思ったわ。けど、プライドが高いクセに自分のおかしなところもさらけ出す、そういう裏表のないあなたが、わたし嫌いじゃなかったの》

「でも、あの時君は……」

《そう。たしかにわたしはあなたを傷付けるようなことを言った。あそこであなたが聞いているのも、わたし分かってて言ってたの》

「やはり、そうだったのか……」

　うなだれるリリージョンさんの背に、アクセリアの手がそっと触れた。

「リリージョンさん、プレアさんがなぜそのようなことをされたか、分かりますか？」

「え……？」

「プレアさんが、こうしてあなたのそばにいて寄り添っていたことの意味を、もう一度よく考えてみてください」

「プレア……君は、どうして……」

《……わたしね、あなたに死んでほしくなかったの。あなたは多くの人に必要とされる人だわ。そんな大切な人を、わたしなんかのために失わせたくなかったのよ》

「プレアさん、それだけですか？」

　アクセリアの言葉に、カーバンクルが小さな顔を背けた。

《……それだけよ。他になにがあると言うの？》

「プレアさん。もう良いではありませんか。あなたはもう充分に贖しよく罪ざいを果たされました。あなたもそろそろ幸せになって良い頃ころです」

《………………………》

　長い沈黙の後、不意に宝石のような瞳ひとみから、ひとしずくの涙がこぼれ落ちた。

《リリージョン……わたし、あなたのことが好きだったの……だから、あなたには死んでほしくなかったの……》

「え!?　ま、まさか！　だって君には一緒に馬車に乗っていた恋人がいたはずじゃ……」

「恋人？　馬車に乗っていたのは私の父よ？」

「父親!?　それじゃあプレア……君は、本当にぼくなんかのことを」

《ええ……。でも……そのためにわたしは、かえってあなたの心を深く傷付けてしまったわ。わたし、一体どうしたら……》

　そういうことだったのか。

　まあ、途中からそうなんだろうなとは思ったけど。

《少しでもあなたの心の傷を癒いやそうと、わたし、これまで学んできた魔術のすべてを使って、あなたの許もとに帰ってきたわ。けど、わたしがいるせいで、あなたは逆にどんどん過去を乗り越える力を失ってしまった。わたしは、もうこれ以上あなたのそばにいられない……》

「プレア……」

　不意に立ち上がったリリージョンさんが、いきなり黒い僧服をガバッと脱ぎ捨てた。

「ひゃっ!?　ちょちょちょ！　ねえ由ゆう太た、何やってんの、この人!?」

　三み咲さきが両手で真まっ赤かな顔を覆う。

「若君、わたしを殴ってください」

「え、俺!?」

「わたしを本気で叱しかってくれたのは、あなただけでした。それとも、また姫様にお願いしたほうがよろしいですか？」

　おいおい、冗談はやめてくれよ。

「いいんすか？　俺、『は○めの一歩』全巻読んでますから、結構痛いっすよ？」

「よく分かりませんが、目が覚めるようなやつを一発お願いします。どうやら、腑ふ抜ぬけている場合ではないようですので」

「そっすか。それじゃあ、メガネ外して歯ぁ食い縛ってください」


「下着も脱ぎますか？」



「そこはそのままでいいですから！」

　んじゃ、いきますよ。

　せーの……。




　　　　＊




　すっかり元気になったカーバンクルの頭を撫なでながら、リリージョンさんは、俺たちにぺこりと頭を下げた。

「皆さん、ご心配おかけしてしまい、申し訳ございませんでした」

　そう言うリリージョンさんは、松まつ葉ば杖づえをついている。

「あの……俺も、なんかすみませんでした」

　あの後、俺のパンチを食らったリリージョンさんは、よろめいた拍子にテーブルの角に股こ間かんを打ち付け、のけぞったところで柱に頭を打ち、そのままふらふらとドアに足の爪つま先さきをぶつけ、小指の骨を折ってしまったのだった。

　まあ、おかげで発動した神聖魔法は予想外の治癒効果を見せてくれたわけなんだが。

「にゃ、にゃはは……リリージョンさん、自分の怪け我がは治せないんだね」

「お恥ずかしい限りです」

「プレアさん、リリージョンさんのこと、よろしくお願いしますね」

　アクセリアが言うと、カーバンクルはこくりと小さな頭で頷うなずいた。

「リリージョンさんには神聖魔法の力が戻ったし、これで診療所も開設できるね！」

　三み咲さきが嬉うれしそうに片目を閉じる。

「若君、その件ですが、早速ご用意いただきたいものがありまして……」

「何でも言ってください。俺たちがバッチリ用意します！」

「それでは、荒縄と蠟燭と鞭を少々。可能であれば、三角木馬などもあると良いのですが」

「念のため聞きますけど、それ趣味じゃないですよね!?」

　そんな団だん鬼おに六ろくみたいな診療所、絶対にいやだああああああ！
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　ブルルルルルル………。

　茜あかね色いろの空を切り裂くように、鋭いエンジン音がこだました。彼方かなたに映じた小さな点が、みるみる大きくなっていく。

「来たか……」

　ここは青あお根ね島しま村の北西、海を望む開けた平地。

　リリージョンさんとの一件が片付いたその日の夕方、俺たちは島に急な訪問客があると聞き、こうしてヘリポートに集まっていた。

「ユユユ、ユウタ様!?　あれは何でしょうか!?」

「あ、そっか。アクセリアは初めて見るんだったな。あれはヘリコプターって言う乗り物だよ」

「へ、へりこぷたあ？」

　アクセリアが、頭の上に疑問符を浮かべながら首を傾かしげる。

「まあ竹とんぼのでかいやつみたいなもんなんだけど……って言っても分かんねえか」

　異世界ユングリングで竹とんぼ作って遊んでる子なんて見たことないもんな。

　ぐんぐん近付いてくるヘリコプターを見て、アクセリアがごくりと唾つばを飲み込んだ。

「なんと面めん妖ような形……これまで見たどんなものとも似ておりません。翼もないのに空を飛ぶだなんて、いつもながらニホンの魔導技術には驚きです……!!」

　ちなみにあのヘリコプターは、海外の機種である。

　風下から進入してきたヘリコプターは、耳をつんざく爆音を立てながら、地面の感触をたしかめるように、ゆっくりと後輪から着陸した。

　サスペンションの利きいた前輪が沈み込むと同時に、係員の人がタラップを転がしてくる。

「けど由ゆう太た、こんなタイミングでうちの島にお客さんなんて、珍しいね」

「そうだな。もう夏休みもあと少ししかないのに。観光客じゃないのかな」

　普段はヘリが到着すると聞けば村のみんなが出迎えに来るのだが、今日きようは事前に情報が出回らなかったせいで、俺たちの他には巡回のお巡まわりさんくらいしか姿が見えない。

「ユウタ様、今日きようのお客様は何という方なのですか？」

「それが、俺たちにも情報が入ってきてないんだよ」

　操縦席から降りたパイロットが客席のドアを開き、中からスラリとした人影が姿を現す。

　カツーン。

　俺たちの見守る中、来訪者がタラップへと足を踏み出した。

　え？

「ゆ、由ゆう太た！　まさか、あの人……!!」

　風にはためく長い白衣。花魁おいらんのような、アンニュイな物腰。

「ミサキさん、ご存じなのですか？」

「し、知ってるよ。知ってるけど……」

　乱れた髪を押さえる、細く長い指。おかっぱボブの下に浮かべるけだるげな表情。

「ちょっと待て……何であの人が……」

　寝起きのような目をしたその女性は、後から出てきたスーツ姿の男たちに、何やら指示を下していた。

「先生、こちらの医療器具は……」

「ふ～～。診療所に運んでちょうだい。向こうには話を通してあるから」

「スーツケースはいかがいたしましょう」

「あ～～、それはいいわぁ。わたしが持つから」

「先生、診療所へのご挨あい拶さつはどうされますか？」

「そんなの後よ。こんな暑い中出歩いたら、ふ～～……あら？」

　不意に白衣の女性が、こちらへ濁った視線を向けた。

「うっ──」

　俺の姿を認めた女性は、カツカツとヒールの音を立てながら、一直線にこちらのほうへ向かってくる。

「ユウタ様……あの方、こちらへ来られるようですが……？」

　逆光を遮り、黒々とした影が俺の前に立った。

　女の双そう眸ぼうが氷のように冷たい光を宿し、薄い唇の端がかすかに持ち上がる。

「ゆ………」

　ゆ？


「ゆうちゃぁ～～ん！　ママ心配したのよ!?　怪け我がは痛くない!?」



　だああああああああ！

「は、放してくれよ、母さん！」

「え!?　お、お母様!?　もしかしてこの方は……ユウタ様の、お母様なのですか!?」

　隣で三み咲さきが苦笑交じりに肩をすくめた。

「あっちゃー。やっぱり始まっちゃったかー」

「ユウタ様、わたくしてっきりユウタ様のお母様はお亡なくなりになっているものとばかり……」

　残念だったな。このとおり、殺しても死なないくらい元気だよ。


「ゆうちゃんったらぁ、こんなに大きくなっちゃってぇ！　ママ感激！（むぎゅううううう）」



「ちょっと！　いい加減離れてくれよ！」

「あん！　もう……ゆうちゃんったらぁ、小さい頃ころはママがいないとすぐに泣いてたクセにぃ」

「それはガキの頃ころの話だろ！　それに……そんな昔のことは、もうすっかり忘れたよ」

「……あらぁ、ついこのあいだのことじゃない」

「違うよ。あんたは仕事のことばっかで気にも留とめてなかったかもしんねえけど、俺はもう、高校生なんだから……」

　一瞬、母の瞳ひとみに哀かなしげな色が差したような気がした。

「ゆうちゃん。あのね──」

　母さんが何かを言いかけた瞬間、背後で所在なさげにしていたスーツ姿の男性たちが、困惑した面持ちで話しかけてきた。

「あ、あの……先生……」

「ふ～～。なぁに？」

　すかさず、氷の彫像のような表情を取り戻す母さん。

「ええと……そちらはご子息様でいらっしゃいますか？」

「そうよぉ。あなたたちはもういいわ。先に荷物を運んでおいてちょうだい」

「は、はい……」

「それでは……」

　スーツの男たちは、荷物をまとめてそそくさと退散してしまった。

　彼らの背中を見送ったところで、三み咲さきがひょいと母さんの前に立つ。

「えへ。佐さ和わ子こおばさん、お帰りなさい！」

「あらぁ、三み咲さきちゃん。元気そうね」

　嬉うれしそうに目を細めながら、母さんが三み咲さきの頭をなでる。

「随分急だったね、佐さ和わ子こおばさん。病院のほうは休みでも取れたの？」

「何言ってるの、三み咲さきちゃん？　あなたから電話で『ゆうちゃんが大怪け我がした』って聞いたから、急いで飛んできたんじゃない」

「ふぇ？」

「あら、そう言えばゆうちゃんは、どこを怪け我がしたのかしら？　電話では、たしか足にひどい開放骨折をしたって聞いたけど……」

「い、いや、俺の怪け我がなら、もうとっくに治ってるよ……？」

「ふ～～。ママを心配させたくないからって、ウソはダメよ、ゆうちゃん。開放骨折は、数日で治るようなものじゃないんだから」

　隣で三み咲さきが、吹けもしない口笛をひゅーひゅー吹き始めた。

「おい、三み咲さき。お前まさか……」

「にゃ、にゃははは。由ゆう太たが怪け我がをした時に慌てておばさんに電話したんだけど、怪け我がが治ったってことを伝えるの忘れちゃってた」

「おいこらああああああ！」

　お前、マジでぶっとばすよ!?

「ちょっと待って、二人とも。まさか本当に開放骨折が治っちゃったって言うの？」

「うん。ほら、このとおり」

　俺は膝ひざをまくって母さんに見せる。

　ついでに屈伸からのうさぎ跳びも見せてやった。

「……本当に開放骨折だったらあり得ないことだわ。ああ、分かった。あなたたち、ただの捻ねん挫ざと間違えちゃったのね。たしかに怪け我がをするとパニックになって、小さな怪け我がが大怪け我がに見えてしまうことも──」

「いや、あれを捻ねん挫ざと間違えたりはしねえだろ……」

　なんせ骨が脚から……って、ああ、思い出しただけでゾッとしてくる！

「じゃ、じゃあ、どうやって……？　診療所で治してもらったの……？」

　珍しいな。あの母さんが、少し動揺気味だ。

「いや、そうじゃなくてさ。実は、魔法で治してもらったんだよ」

「ま、魔法!?」

「話せば長くなるけど、神聖魔法ってのを使える人がいて、その人に治療してもらったんだ」

「ふ、ふ～～……。悪い冗談ね。ママ、そろそろ怒っちゃうわよ？」

　あかん、声が震えとる。

　一体どう説明したものかと言いよどんだところで、アクセリアがちょこんと俺の脇わきに立った。

「お義か母あ様さま、お初にお目にかかります。わたくしはユウタ様の妻、アクセリア・ウル・リリガルドと申します」

「え!?　お、おい！　アクセリア！」

　何さらりと「妻」なんて自己紹介してんだよ！　それに「お義か母あ様さま」て、順応早はええな！

「あら……まあ！　あなたがアクセリアちゃん!?」

「へ？　知ってるの、母さん？」

「もちろんよ。三み咲さきちゃんから電話で聞いていたもの。みんなでお芝居の練習をしているんでしょ？　すごいわねぇ、この耳。まるで本物みたい」

「いや、お芝居じゃないんだけど……」

　隣から三み咲さきがひそひそと耳打ちしてきた。

「──ごめんね、由ゆう太た。佐さ和わ子こおばさんにはこれまでも何度か電話で説明したんだけど、なかなか分かってもらえなくて……」

　まあ、そりゃそうだろう。俺だって最初は信じられなかったし。

「ふふ。初めまして、アクセリアちゃん。わたしは由ゆう太たの母、漆うるし原ばら佐さ和わ子こよ。内地で医者をやってるの」

「まあ、お医者様！　さすがユウタ様のお母様です！」

「すごいでしょー、アクセリアちゃん。佐さ和わ子こおばさんはね、内地のおっきな病院で働いてる、偉いお医者さんなんだよ！」

「ふ～～。大げさねぇ、三み咲さきちゃん。でも、医者をやってたおかげであの人に会えたようなものだから、悪い仕事じゃないかもしれないわね」

「お義か母あ様さま、あの人とは？」

「ゆうちゃんのパパのことよ。この島の救急患者さんが搬送されてきた時に、あの人が付き添って来たの。本当に、あの頃ころから面倒見のいい人だったわ……」

「そうでしたか。そのようなことが……」

「……それにしてもあなた、本当に綺き麗れいねぇ～。ゆうちゃんのお嫁さんにするにはもったいないくらいだわぁ～」

「ちょっと、母さん！」

「まあ♥　うふふ！　もったいないのはわたくしのほうです。ユウタ様のような素敵な旦だん那な様にお会いできて、わたくしは本当に幸せ者です♥（ぴとっ）」

　お、おいこら！　母さんの前でくっつくなって！

「ふ～～……」

　急に母さんが、三み咲さきの肩へ手を回し、ひそひそ話を始めた。

（ちょっとぉ三み咲さきちゃん、これは強敵よ？　のんびりしてる場合じゃないんじゃなぁい？）

（あ、あはははは……）

「何の話してるんだ？」

「別に何でもないわよ～？　それよりアクセリアちゃん、ゆうちゃんと仲良くしてあげてね。お芝居も楽しいかもしれないけど、あの子、お父さんに似てすぐのめり込んじゃうから」

「いや、だからお芝居じゃないんだって……」

　どうすりゃ分かってもらえるかな……。

　途と方ほうに暮れる俺の隣で、三み咲さきがポンと手を叩たたいた。

「あ、そうだ！　アクセリアちゃん。佐さ和わ子こおばさんに精霊魔法を見せてあげたらどう？」

「精霊魔法を、ですか？」

「そうそう。アクセリアちゃんが魔法を使えるって分かったら、きっとますますアクセリアちゃんのこと気に入ってくれると思うよ！」

　ふむ。いいアイディアだな。百ひやく聞ぶんは一いつ見けんに如しかずって言うし。

「なるほど！　そういうことでしたら、ぜひ！　それではお義か母あ様さま、こちらをご覧ください」

「あら、何かしら～？」

「水の精霊さん、風の精霊さん……」

　アクセリアが囁ささやくと、小さな手のひらの上に突然氷の塊が生じた。

「ひぃっ！　な、何それ!?　いまどうやったの!?」

「これは精霊魔法というものです。ユウタ様も使えます」

「う、うそよね？　どうせ手品か何かなんでしょ？」

「手品じゃねえって。俺もやるから、よく見とけよ？」

「あ、ユウタ様！　それは！」

　俺が大地に手を突くと、身体からだから緑色の光が迸ほとばしり、地面がボコッと音を立てて窪くぼんだ。

　ズモモモモ……。

「よし、成功！」

「いや─────!!」

　出来上がった裸のアクセリア像を見て、本人が悲鳴を上げる。

「ほら、見てくれよ母さん。これが魔法だよ」

「ししし、信じられないわ……」

「驚くのも無理はないと思うけど──」

「う、うちのゆうちゃんが、こんなエッチなものを作るなんて！」

　って、そこかよ！

「とにかく、これで分かったろ。魔法ってのはホントに存在するし、実際その魔法の力で、俺は怪け我がを治してもらったんだ」

「な、なんてことなの……それじゃあ、あの話はホントに……」

「え？　あの話って？」




〝それはぼくの口から説明しましょう、佐さ和わ子こ先生〟




　停止したヘリの中から聞こえた声に、俺たちはハッと振り返った。

　狭いドアをくぐり、小さな影が姿を現す。

「ここが青あお根ね島しまか。……なんだ、何もないところだな」

　島の大地に降り立ったのは、色白でほっそりとした、中学生くらいの美少年だった。
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　ベコベコに凹へこんだおんぼろ車が、ガクガクン！　と揺れながら、ヘリポートの端に停とまった。

「よう、お前めえら！　集まってるか！」

　歪ゆがんだドアをこじ開け、百もも花か姉ちゃんが姿を現す。

「あ、お姉ちゃん！」

　毎度思うんだけど、なぜ警察は、百もも花か姉ちゃんに自動車運転免許殺しのライセンスを与えてしまったのだろう。

「おっと。どうやら少し遅れちまったみてーだな」

「百もも花か姉ちゃん、どうしてここに……？」

「村長に頼まれてな、あそこの坊やのお迎えに上がったのさ」

「村長に？　もしかして、あいつ偉いやつなの？」

「おうよ。あの坊やは四しノの宮みや一いち郎ろう。都議会議員、四しノの宮みや太た郎ろう大先生のお孫さんだ」

「四しノの宮みや太た郎ろう？」

　って、誰？

「まあ、お前は知らなくても無理ねえわな。四しノの宮みや太た郎ろうってのは、都議会与党、自じ由ゆう公こう正せい党とうの大親分様だ。この先生に逆らうと、村に落ちる補助金が減らされちまうっていう、バリバリこえーお方さ」

　そりゃおっかねーな。

「けど、どうしてそんな偉い政治家の孫が、この島へ？」

「それは──」

　言いかけた百もも花か姉ちゃんを制するように、美少年──四しノの宮みやが俺の前に立った。

「調査のためさ」

「調査？」

「そう。ぼくは北小お笠がさ原わら特別保護区域……君たちがリリガルドと呼んでいる土地の、調査に来たんだ」

「こ、こんな中学生くらいのガキが!?」

「ガキとはなんだ！　君だってガキだろう！　それにぼくは、高校生だ！」

　こんなちっちゃくて童顔なやつが、高校生ぇ……？

「百もも花か姉ちゃん、こんなやつに調査やらせて大丈夫なの？」

「文句言うな、上の連中が決めたことだ」

「偉い人が決めたからって、んなことホントにあるのかよ……」

「でもさ、由ゆう太ただって高校生だけど領主やってるっしょ？」

「まあそうだが、俺の場合は成り行きってもんがあるだろ？」

　よく分からんが、やはり何か裏があるような気がする。

「さて、さきほどから気になっていたのだが、君が漆うるし原ばら由ゆう太たか？」

「おい、いきなり呼び捨てかよ」

「フン。佐さ和わ子こ先生の一人息子むすこというから、どんな切れ者かと思ったが、案外間の抜けた顔をしているな」

「百もも花か姉ちゃん、こいつ殴っていい？」

「港の補修ができなくなってもいいんならな」

　そりゃあかんわ。

「ふ～。あんまり怒らないで、ゆうちゃん。四しノの宮みやさんは、とってもいい子なのよ？」

「これのどこがだよ……」

「ねえねえ一いち郎ろうくん、一いち郎ろうくんは佐さ和わ子こおばさんのこと知ってるの？」

　って、三み咲さき。お前はもう一いち郎ろうくん呼ばわりか。

「はい、もちろんです。佐さ和わ子こ先生には、これまで何度もお世話になりました」

「おい。お前、俺に接する時と三み咲さきに接する時で態度が違くねーか？」

「当然だ。男のお前に優しくしてやる義理などない」

　港の補修、できなくなってもいいかな。

「まあまあユウタ様、落ち着いてください。誰が何をおっしゃろうと、ユウタ様の素晴らしさは、わたくしがよーく存じ上げておりますから」

「アクセリア……」

　お前、天使だな。

　俺を慰めるアクセリアの姿を見て、不意に四しノの宮みやが「あっ！」と声を上げた。

「あなたがアクセリアさんですか！」

「ええ、そうですが……」

　そのままダダダっと駆け寄り、アクセリアの手を握る。

「お、おい！　お前、アクセリアに触るんじゃ──」

「アクセリアさん！」

「はい？」

　押しとどめる間もなく、美少年野郎は興奮した面持ちで叫ぶ。
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「ぼくと……結婚してください[image: かんたんふ]」

「お断りします☆」




　って、早っ！

「お、おい。なんだ、いまのやり取り……？」

　二人の様子を見ていた百もも花か姉ちゃんが、納得顔で腕を組んだ。

「なるほど、そういうことか……」

「何がだよ、百もも花か姉ちゃん？」

「なぁに、連中の裏が見えたって話さ」

「どういうこと？」

「つまり……ユウは、アクセリアに惚ほれられてるおかげでリリガルドの頭アタマとして認められているわけだろ？　だがもし、アクセリアの興味が他の男に移ったら……」

「あっ！」

「あそこの坊やは、まだガキだが見た目だけは抜群だ。おまけに祖じ父いさんが都議会の大将とくりゃ、誰の仕込みかは容易に察しが付く」

「まさか百もも花か姉ちゃん、あのいけ好かねえイケメン野郎は、祖じ父いさんの命令で、アクセリアをたらし込んで、リリガルドを思いどおりにするためにやって来たってことか？」

「ウチの予想に間違いがなけりゃ、な」

「ぐぬぬぬぬ……」

　決定。

　あいつ、死刑☆
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　家に着く頃ころには、すっかり辺りが暗くなっていた。

「じゃあね、由ゆう太た！　また明日あした、朝ご飯作りに行くから！」

「おう、さんきゅー」

　ぶんぶんと元気よく腕を振って、三み咲さきが垣根の向こうに姿を消す。

「ユウタ様、わたくしたちも家に入りましょう」

「そうだな。ただいまー」

　ガラガラガラ。

「ふん。ここが納なん戸どか。で、母おも屋やはどこだ？」

　唐突に背後から聞こえる四しノの宮みやの声。

「って、何でお前がいるの!?」

　あと、ここ母おも屋やだから！

「ゆうちゃん、お母さんも一緒よ？」

「宿はどうしたあああああ！」

「何言ってるの。お母さんはお母さんなんだから、家に泊まるのが当たり前じゃない」

「まあ、それはそうかもしれないけど……こいつまで泊める義理はないだろ！」

「おい、人を指で差すな」

　ボキ。

　ぎにゃあああああ！　俺の指があああああ！

「ごめんね～、ゆうちゃん。でも、四しノの宮みやさんとも仲良くしてあげて？」

「ぐぬぬぬぬ……俺は嫌だね、こんな奴やつ」

　こんないけ好かない野郎と同じ屋根の下で過ごすなんて最悪だし、それにあいつをアクセリアに近づけたくないんだもん！

「佐さ和わ子こ先生、構わないでください。ぼくは宿に泊まりますから」

「そんなこと言うもんじゃないわ。ほら、ゆうちゃんもお家うちに入れてあげて」

「ふん！　俺はやなこった！　それに……俺は母さんが家にくるのだって反対なんだ。親父おやじが死んだ時でさえ帰ってこなかったくせに、いまさらどのツラ下げてここへきたんだよ」

「ゆ、ゆうちゃん……」

「あの……ユウタ様。そうおっしゃらず、お二人を泊めて差し上げてはいかがでしょうか」

「おい、アクセリア……」

「わたくし、一度お義か母あ様さまとゆっくりお話がしたいと思っていたのです。それに、シノミヤさんも決して悪い方ではありません」

「ありがとうございます、アクセリアさん！」

　調子に乗って、アクセリアの手を取る四しノの宮みや。

「おいてめえ！　アクセリアから離れろ！」

「ほらほらゆうちゃん、アクセリアちゃんもこう言ってることだし、いいじゃないの！　それにね、素敵な女の子はアクセリアちゃんだけじゃないのよ？」

「ん？　何か言った、母さん？」

「ふ～～、何も？」

「それでは、早速だがクロークに案内してもらおうか」

「んなもんねえから！」

　結局みんなの意見に押し切られ、俺はこの厄介者たちを家に泊めることになったのだった。
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「ん………」

　ソファで寝返りを打つと、強こわ張ばった背中がみしりと悲鳴を上げた。

「いつつつつ……なんだ、まだ夜中か」

　俺の部屋は、客である四しノの宮みやが使っている。今日きようはリビングのソファがベッド代わりだ。

「あ～～あ。慣れないとこで寝ると、どうしても眠りが浅くなっちまうな」

　不意に尿意を催し、俺は便所へと向かった。

「ったく、ホント今日きようはろくでもねえ一日だ……」

　好きで泊めてやったわけでもねえのに、寝床まで取られちまうとか、どういうことだよ。

　寝ぼけ眼まなこで用を済ませ、ふらふらした足取りでトイレを後にする。

　その時、俺はいつもの習性で、ついうっかり自分の部屋へと戻ってしまった。

「ふわ～～～あ」

　大あくびをしながら、ドアをガチャリと開く。

「ん？　何だ、この匂におい……？」

　一瞬、ふわりと不思議な香りが鼻の辺りをくすぐったような気がした。

　気のせい……か？

　薄いまどろみの中にあった俺は、深く考えることもなく、そのままベッドへ直行する。

「はぁ～～。やっぱり自分のベッドが一番だな」

　乱暴にタオルケットを引っ張り上げ、ボスンとマットレスに身体からだを預けたその時、

〝きゃっ!?〟

　どこからともなく、女の子の悲鳴のようなものが聞こえてきた。

「あん？」

　うっすら目を開くと、すぐそばで何かがごそごそ動いている。

　何だ、これ……？

　伸ばした手が、ふにょん、と柔らかい何かを握り締める。


「やんっ！」



　いまのは気のせいじゃない。たしかに聞こえたぞ？

　一体何が……？

　俺はなだらかな曲線に沿って、ゆっくり手を滑らせた。


「ひややややや!?」



　なんだこれ、すごく柔らかい……。

　それに、ぽかぽかして温かい……。

　不意に目が覚め、俺は自分の手がまさぐっている、それの正体を見た。

　暗くら闇やみの中に浮かぶ、絹のようになめらかな髪と長いまつ毛。そして、美少女という言葉がピッタリくる、つぶらな瞳ひとみの女の子。

「お、お前……誰だ？」

　アクセリアじゃない。

　声が違うし、背格好も違う。

　じゃあ、一体……？

「ぼくに触れるな……この、変態色情魔!!」

　バキッ！

　まぶたの裏で星が砕け、俺は今度こそ、深い眠りの底へと落ちていった。




　　　　４




「ほい、由ゆう太た。ごはん大盛り一丁」

「サンキュー、三み咲さき」

　どんぶりを受け取りながら、俺は「あいたたたた……」と頰ほおを押さえた。

「どうなさいました、ユウタ様？」

「いや、昨日きのう寝ぼけてどっかにぶつけたみたいでさ……」

「まあ大変！　アザになってしまってます！」

　ぐいっと顔を寄せてくるアクセリア。

　慎つつましやかな胸が腕に当たって、思わず硬直してしまう。

「そういえば由ゆう太た、今け朝さは廊下で寝てたよね？　なんかあったの？」

「いや、それがよく覚えてねえんだよ。俺、こんなに寝ね相ぞう悪かったかなぁ……」

「ふんっ！」

　あん？　なんで四しノの宮みやの野郎は機嫌が悪そうなんだ？

「ところで、母さんは？」

「まだ、わたくしの部屋でお休みになっておられます」

「佐さ和わ子こおばさんは、偉いお医者さんでいつも忙しいからね。たまには休ませてあげようよ」

「偉いお医者さん、か……」

　まあ、そうなんだろうな。毎日朝から晩まで働いて、大勢の患者さんの命を救う。たしかに立派な仕事だ。文句のつけようがねえよ。

　けど………。

「──おはようございます」

　などと話しているところへ、美み羽うさんが姿を現した。

「みうみう、おはよう！」

「おはようございます……。？　そちらの方は？」

「おはようございます、烏う森もり美み羽うさん。ぼくは昨日きのうからこちらの島でお世話になっている、四しノの宮みや一いち郎ろうと言います」

　色素の薄い髪を爽さわやかになびかせ、美少年が優雅に会え釈しやくする。

「あなたが四しノの宮みやさん……。そうですか、お話は伺っております。たしか四しノの宮みや先生のお孫さんでいらっしゃると」

「知ってるんですか、美み羽うさん？」

「もちろんです。四しノの宮みや先生と言えば、都議会自じ公こう党とう影のフィクサーと呼ばれる方。国の閣僚ですら敬意を払う、大物中の大物議員です」

「と、とんでもねえ人だな……」

「その四しノの宮みや先生直じき々じきに、官邸のほうへ依頼があったのです。北小お笠がさ原わら特別保護区域に、お孫さんを調査員として派遣したいと」

「で、了承したんすか？」

「まあ、他ならぬ都議会自じ公こう党とうからの要請ですので、官邸も断り切れなかったのでしょう。今度の衆院選は、都議会自じ公こう党とうの協力が必須です。官邸のほうからは、くれぐれもよろしく頼むと言われました」

「けど、いいの、みうみう？　異世界ユングリングに入れるのはあたしたちだけって話じゃ……」

「そちらについてはご心配なく。先日の一件以来、政府は立ち入り制限措置を大幅に緩和する方向で動いております」

「そっか！　やっと国の偉い人たちもリリガルドのみんなを助けてあげようって気になったんだね！　よかったね、アクセリアちゃん！」

「はい！　本当に、ありがとうございます！　これもユウタ様や、皆さんのおかげです！」

　ぎゅうううっと腕にしがみ付いてくるアクセリア。

　嬉うれしいんだが、ちょっと美み羽うさんの視線が痛い。

「ふふ。うらやましいな……」

　ふと、四しノの宮みやが目を細めながら何かをポツリと呟つぶやいた。

「ん？　なんか言ったか？」

「いや、何も」

　ふむ、妙にしおらしい雰囲気だな。

　しかし油断はできん。なにせこいつは、自分の祖じ父いさんの野心のためにアクセリアを手て籠ごめにしてやろうっていう奴やつなのだ。

　調査にかこつけてアクセリアに近付くつもりだろうが、そうはいかんぞ。

　アクセリアは、俺が守る！
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　広間の天井を見上げながら、四しノの宮みやが感嘆の声を上げた。

「うわあ、本物のお城だ！　まるで、ゲームの世界に入ったみたいだ！」

「なんだ、お前みたいなセレブでもゲームとかやるのか？」

「べ、別に！　お前には関係ないだろ！」

　ツン、と横を向く四しノの宮みや。

「由ゆう太た、一いち郎ろうくんとケンカでもしたの？」

「いや、よく分からん……」

　まあ元から仲が良かったわけでもないがな。

　とは言え、こいつがアクセリアを狙ねらってると分かった以上、うかつに目を離すわけにはいかない。今日きようはとことんあの野郎をマークしてやるぜ！

「ところでアクセリアさん、向こうでは何をやっているんですか？」

　ふと、広間に集まっている子供たちの様子を見て、四しノの宮みやが不思議そうに首を傾かしげた。

「あれは授業です。二週間ほど前にユウタ様が学校を開いてくださいまして。ユウタ様がお忙しい時は、ああして美み羽うさんが代わりに教師として立ってくださっているのです」

「へえ、学校を……」

「ただ、お城の倉庫には子供たちが触れると危険なものもございますので、いまは別の場所に校舎を建設中です」

「触れると危険なもの？」

「はい。剣や槍やりなどの武器です」

「武器！」

　途端に四しノの宮みやの目が輝いた。

「アクセリアさん、ぜひその武器とやらをぼくにも見せていただけないでしょうか！」

「は、はい。それは構いませんが……」

「一いち郎ろうくん、武器が好きなんだー。やっぱり一いち郎ろうくんも男の子だねー」

「ええ。本物の武器が見られるなんて感激です。ふふふ、楽しみだなぁ。思わずワクテカ──」

「んにゃ？　いまなんか言った？」

「ゴ、ゴホン！　いえ、窓の枠がテカっているのが気になるなぁ～と」

「そう？」

　何言ってんだ、あいつ。

「さあ、それよりアクセリアさん、早く倉庫へ行きましょう。これも調査の一環です」

「分かりました。それではわたくしが城内をご案内しながらシノミヤさんを倉庫へお連れしますので、ユウタ様はお母様から倉庫の鍵かぎを借りてきていただけないでしょうか」

「む……分かった」

　オシュラの一件があって以来、倉庫の鍵かぎはイグザリアさんが管理している。

　しかし、四しノの宮みやの野郎から目を離すのはちょっと気がかりだな……。

（……三み咲さき、ちょっといいか？）

（はにゃ？）

（あの野郎がアクセリアに余計なちょっかい出さないよう、ちゃんと見張っておいてくれよ）

（任せてちょんまげ！　あたしのアクセリアたんに手は出させないよ！）

　うむ、こういう時は頼もしいな。

「んじゃ、行ってくる」

「よろしくお願いします、ユウタ様」

　笑顔で見送るアクセリアたちを後に残し、俺はイグザリアさんの寝室へと向かった。
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　コン、コン、コン。

「イグザリアさん、入っていいですかー？」

　……………。

　あれ？　おかしいな、返事がない。もしかして寝てるのかな？

　待っていても埒らちが明かないので、俺は思い切って寝室のドアを開けた。

　ガチャリ。

「イグザリアさ～ん、いますか～？」

　奥にあるベッドを覗のぞき込こむが、イグザリアさんの姿は見当たらない。

「変だな、ベッドにもいないなんて……」

　さらに部屋の奥へ踏み込んでみると、

「ん？」

「あら？」

　下着姿のイグザリアさんが、ちょうど薄いドレスを羽織ろうとしているところだった。

「どわあああああああ！」

「いやーん、ユウタさんのえっち～♥」

　申し訳程度に前を隠すイグザリアさんだが、艶なまめかしい腰や白いふとももが思いっきりはみ出している。

　俺は慌ててイグザリアさんに背を向けた。

「イ、イグザリアさん、ベッドから起き上がれなかったはずじゃ!?」

「うふふ。見付かってしまいましたね。わたくし、ユウタさんのおかげですっかり体調が良くなりまして、いまではこうして歩き回ることもできますの」

「そ、そうだったんですか……って、それじゃあ、こないだイグザリアさんをおんぶしたのは」

「本当は歩くこともできたのですけれども、若い男の子がわたくしのためにがんばってくださるのが嬉うれしくて、つい……」

「ホント恐ろしいお方ですね」

　背後から、しゅるしゅると衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

[image: ]

　すぐそばでイグザリアさんが着替えているのかと思うと、なんかすっげえドキドキする。

「もういいですわよ、ユウタさん」

「はあ、それじゃあ……って、あれ!?　いつの間にかお茶の用意が!?」

「ユウタさん、せっかくですからごゆっくりなさっていってくださいまし」

「あ、いえ。俺、倉庫の鍵かぎを借りにきただけなんで……」

「まあまあ、そうおっしゃらずに。ユウタ様のご邸宅で娘がどのように暮らしているか、ぜひお伺いしたいと思っておりましたの」

　いつの間にかそばに寄ってきたイグザリアさんが、さりげなく腕をからませてきた。

「お、おう……!?」

「うふふ。こうしていると、あの人が若かったころを思い出しますわ」

「ず、ずいぶんラブラブだったんですね」

「ええ。それはもう、毎晩激しく求め合いましたのよ」

「ブ─────[image: かんたんふ]」

　大丈夫かなあ、この人！

　そろそろ出禁になりかねない勢いなんだけど！

「ユウタさんは、あの人の若いころにとてもよく似てらっしゃいますわ。娘がユウタさんに惹ひかれるのも、なんだかよく分かる気がいたします」

　イグザリアさんが、熱っぽい眼まな差ざしで俺を見上げてくる。

　いかん、これ以上はいろいろまずい気がする。

「イ、イグザリアさん。そろそろアクセリアたちも待ってますんで、俺行かなきゃ……」

「あら。娘のことを持ち出されたら、わたくしもわがまま申し上げるわけにはいきませんね」

　絡からめていた腕を離すと、イグザリアさんは近くの棚から真しん鍮ちゆう製の鍵かぎを取り出した。

「どうぞ、こちらが倉庫の鍵かぎですわ。けど、あのようなところに一体何のご用かしら？」

「ちょっと武器を見学させてもらいたいなと思いまして……」

「まあ。さすが殿との方がたですのね。それでは、立派な武具を身に着けて、娘を守ってやってくださいましね」

「え、ええ。ありがとうございます」

　ひらひらと手を振るイグザリアさんに会え釈しやくを返しながら、俺はほうほうのていで寝室を後にした。

「あら？　倉庫と言えば、わたくし何かを忘れていたような……」

　背中でイグザリアさんが何か呟つぶやいていたが、いまの俺には立ち止まって確認するだけの余裕はなかった。
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「お待たせ」

「まあ、ユウタ様。お疲れさまです。お時間かかったようですが、道にでも迷われましたか？」

「え？　いや、まあね。そんなとこ」

　人生という道にガッツリ迷いかけましたわ。

「それじゃ、開けるぞ」

　カチャリ、ギィィィィ。

　分厚い木の扉を開けると、中を覗のぞき込こんだアクセリアが「あ！」と叫び声を上げた。

「ど、どうした、アクセリア!?　って、ああっ!?」

　倉庫の中には、

「べ、ベルベリンデさん!?」

　瀕ひん死しの女騎士が倒れていた。

　そういや、最近見かけなかったな！

「ああ……ひ、久しゅうございます、姫様……」

「どうしたのです、ベルベリンデ!?」

「武器の手入れをしておりましたら、うっかり奥方様に鍵かぎを閉められてしまいまして……」

　イグザリアさああああん！

「喉のどが渇いたでしょう！　いま飲み物を用意いたします！」

「できれば、姫様から口移しで頂戴できると……」

　思ったより余裕あるな、こいつ。

「あの、アクセリアさん？　こちらの方は？」

　謎なぞの人物の登場に、四しノの宮みやがいささか面食らい気味の様子で尋ねた。

「あら、ご紹介が遅れまして申し訳ございません。こちらは我が家に仕える女騎士、ベルベリンデです」

「ベルベリンデ・エル・クロスと申します。趣味は……姫様です」

　人の嫁を勝手に趣味にするんじゃねえ！

　変態キャラにドン引きかと思いきや、意外にも四しノの宮みやは感動しているようだった。

「ぼくは四しノの宮みや一いち郎ろうです。す、すごい……女騎士なんて職業、本当にあるんだ！」

　前向きな奴やつだな。

「でしょでしょ、一いち郎ろうくん！　生なま女騎士とか、テンション上がるよね！」

「いや、女騎士に生なまも保存用もねえだろ……」

　つーかさっきから気になってるんだが、四しノの宮みやのやつ、三み咲さきとリアクションが似てねえか？「あのね、ベルベリンデさんはね、お願いすると『くっ、殺せ！』って言ってくれるんだよ！　さあ、どうぞベルベリンデさん！」

「いいから……早く、水……」

「おい、その辺にしといてやれ……」

「ベルベリンデ、少し待っていてくださいね、いま水を用意いたしますから。水の精霊さん、わたくしに力を……」

　アクセリアが目を閉じると、身体からだから青い光が溢あふれ出だし、手のひらの上を透きとおった水が満たした。

「さあ、これを……」

「んぐ、んぐ、んぐ……ぷはぁ！」

「いかがですか、ベルベリンデ」

「大変おいしい手のひらでございました」

　そういうこと聞いてるんじゃねえから！

「ところでベルベリンデさん、俺たち倉庫の武器を見せてもらいにきたんですけど。俺たちが触っても大丈夫なものってありますか？」

「ほう、武器を」

　水を飲んで元気を取り戻したベルベリンデさんは、すくっと立ち上がって俺たちを倉庫の奥へと招いた。

「こちらなどいかがでしょうか」

「こ、これは……!?」

　白い翼に彩いろどられた漆しつ黒こくの──

「って、メイド服じゃないっすか！」

「ただのメイド服ではありません……高級なメイド服です」

「どうでもいいわ！」

　俺は武器を見せてって言ったの！

「これがお気に召さないとは……仕方ありませんな。武器でしたら、こちらにもございます」

　さらに奥へ行くと、そこには様々な種類の剣や槍やりが、ずらりと並べられていた。

「うわあ！　すごい！」

　四しノの宮みやが、興奮した面持ちで駆け寄る。

「これらすべて、我がクロス家が納めた由ゆい緒しよ正しき武具です」

「ほ、本物だ！　剣も槍やりも、みんな本物の武器だ！」

「お前、調査にきたんじゃねえのか？」

「う、うるさい！　これも調査の一環だ！」

　まあ、男だったら武器を見て興奮する気持ちも分かるが、それにしてもこいつの喜びようはちょっと大げさっつーか……。

「シノミヤ殿と申されたか。よければ手に取ってご覧になっても構いませんぞ」

「ホ、ホントですか!?」

　感激した様子の四しノの宮みやは、さっそく手近にあった巨大な大剣を手に取った。

「お、おい、四しノの宮みや。お前そんな重そうな武器、持てるのか？」

「だ、大丈……くっ、うぅ」

　張り切ってみた四しノの宮みやだったが、やはりあの細腕では持ち上げることもできず、悔しそうに剣を離す。

「お前、ホント力ねえな……」

　へっ。アクセリアの前でいいかっこしようと思ったんだろうが、残念だったな。

「はぁ、はぁ、はぁ……」

「ん……？」

　ふと、首筋に汗を垂らして喘あえぐこいつの姿を見てたら、なんか変な気分になってきた……。

　なんだろう。こいつ、妙に色っぽくねえか？

　って、いかんいかん！　いくら美少年とは言え、相手は男なんだぞ！

「どしたの由ゆう太た？」

「い、いや。何でもない……それよりベルベリンデさん、もうちょっとこいつ向きの軽い武器はないんですか？」

「ふむ、そうですな。では、こちらなどいかがでしょう」

　次にベルベリンデさんが差し出したのは、細身の片手剣だった。

「たしかにこれなら大丈夫そうだな。ほら、四しノの宮みや。持ってみろよ」

「あ、ありがとう。それじゃ……」

　差し出された剣を受け取った四しノの宮みやが、柄つかに手をかける。

「ん？　抜けない……？」

「お待ちください、シノミヤ殿。その剣は、鞘さやの部分が鎧よろいに変化する、世にも希少な魔法剣なのです。剣を抜くには『鎧化アムド！』と叫ばねばなりません」

　なんかどっかで聞いたことのある設定だな。

「そ、それじゃあ……鎧化アムド！」

　四しノの宮みやが剣を掲げながら叫ぶと、突然鞘さやがガバァッと開いた。

　シュルルルルル！

「ん？」

　鞘さやは、そのまま無数の触手と化し、四しノの宮みやの身体からだに絡からみ付ついていく。

「あ……ひゃんっ!?」

「ちょ、ベルベリンデさん！　何すかこれ!?」

　触手はシャツの袖そでや襟えりから、服の中へ次々と這は入いり込んでいく。

「ひややっ!?　ちょ、ちょっと!?」

「これぞ我がクロス家に伝わる生体兵器リビング・ウエポン『触手剣』。この触手が使用者の動作をアシストすることで、非力な者でも驚異的な身体能力を発揮することができるのです」

「クロス流、頭おかしいだろ！」

　服の下をもぞもぞ這はい回まわる触手に、四しノの宮みやがたまらず「ああっ……」と熱い息を漏らした。

　な、なんだろう。ものすごく落ち着かないんだが……。

「あの、ベルベリンデさん。これ、もうちょっと何とかならないんすか？」

「剣自らの意志で動いておりますので、わたしには何とも……」

　細い胴に絡からみ付ついた触手は、さらにズボンへと侵入していく。

「あっ！　うっ……ん！（びくびくぅ！）」

　落ち着け、奴やつは男だ。

　何も感じない。俺は何も感じない。

「ふぅ～、ふぅ～、ふぅ～っ」

　触手に全身をまさぐられた四しノの宮みやは、荒い息をつきながら、震える膝ひざを励ますように立っていた。

　口くちの端はからひと雫しずくの涎よだれを垂たらし、上気した頰ほおをかすかに震わせるその姿は、まさに事後！

　いかん、これ以上見ていたら正しい道を踏み外してしまう。

「えっと……な、なんか一いち郎ろうくんって、すごく色っぽいよね」

　三み咲さきの呟つぶやきに、四しノの宮みやがビクッと肩を震わせた。

　分かるぞ。男なのにそんなこと言われたら、そりゃショックだよな。

「おい四しノの宮みや、なんというか……だ、大丈夫か？」

「はぁ、はぁ……だ、大丈夫」

　あんまり大丈夫そうじゃねえな。

「お前、それ脱いだほうがいいんじゃねえの？」

「ど、どうやって脱げばいいんだ？」

　え？

「自分で脱げないのか？」

「た、試してみる」

　四しノの宮みやが腕に絡からみ付ついた触手へ手をかけようとすると、服の下で一斉に触手たちがもぞもぞと蠢うごめき始めた。

「あ…ん……む、無理ぃ」

　とりあえず、この剣を作った奴やつが変態だということしか分からなかった。

「無駄です、ユウタ殿。その鎧よろいは、敵を倒すまで解除することができません」

「て、敵を倒すまで!?」

「左様。どのような相手でも構わないのですが、とにかく使用者に敵意を持ったものを排除するまで、その鎧よろいは離れることがないのです」

　それってほぼ呪のろいのアイテムじゃないっすか。

「でも、ここには敵なんていませんよ？」

「魔物の森へ行きましょう。あそこでしたら、いくらでも敵がおります」

「ベルベリンデ、それではシノミヤさんの身に危険が及んでしまうのではありませんか？」

「ご心配なく、姫様。その鎧よろいをまとっている限り、有う象ぞう無む象ぞうの敵に後れを取ることはありません。とは言え、万一のことも考えて、安全な敵を選ぶようにいたしましょう」

　うーん、ホントに大丈夫かなあ。

　こうして俺たちは、触手まみれになった四しノの宮みやを連れて、魔物の森へと向かった。
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「あ、由ゆう太た！　泉があったよ！」

　大きなリュックを背負った三み咲さきが、岸辺に駆け寄って透きとおった水をすくい上げた。

「ぷはーっ。生き返る！」

「お前、そんなにでかい荷物背負って、何持ってきたんだよ……」

「いざという時のために、いろいろとねっ！」

　一体どんな状況を想定しているんだ、こいつは……？

「ユウタ様、こちらの泉も一時期干上がりかけていたのですが、以前よりだいぶ回復したようですね」

「地下の水位が戻ってきてるってことか？」

　まだ時間はかかるかもしれないが、異世界ユングリングも少しずつ日本になじんできてるのかもしれない。

「ところでアクセリアさん、ここが魔物の森なのですか？」

「ええ。ここはまだ森のほとりですが、小さな魔物たちが徘はい徊かいしておりますので、油断なさらないでください」

「は、はい……」

〝ピキーッ〟

　と言ってる間に、早速魔物が姿を現した。

　人間の頭ほどの大きさをした、半透明のモンスター。いわゆるスライムってやつだ。

　くりんとした目と歯のない口が、どことなく愛あい嬌きようを感じさせる。

「ピキュキュ！」

　スライムは、鳥のような鳴き声を上げながら俺に飛びかかってきた。

「うわっ！」

　反射的に伸ばした腕へ、半透明の塊がカプリと食い付く。

「ユウタ様！」

「だ、大丈夫。ぜんぜん痛くないから」

　スライムは俺の腕をカプカプ嚙かみ続けていたが、歯がないのでまったく痛くもかゆくもない。むしろ、ちょっとひんやりして気持ちいいくらいだ。

「ご安心ください、ユウタ殿。スライムは、せいぜい農のう作さく物ぶつを食い荒らす程度の存在ですので、単体であれば怪け我がをする心配もありません」

「そうですか。よし、四しノの宮みや！　チャンスだぞ！　早くその剣でやっつけてくれ！」

「いや、それが、全然触手が反応しなくて……」

「な、なんで!?」

　ベルベリンデさんが、「ふむ」とあごに手を当てた。

「おそらく、そのスライムがユウタ殿にしか敵意を見せていないからでしょう。触手剣は、まだあれを自分の敵と認識していないようです」

「な、なんじゃそりゃ!?」

　俺、やられ損かよ！

「ユウタ様、わたくしが精霊魔法で追い払います！　火の精霊さん、わたくしに力を……」

　アクセリアが手をかざすと、二本の火柱が空を横に切り裂いた。

「どわっちゃちゃちゃ！」

　やめて！　スライムよりそっちのほうが危ないから！

　腕に嚙かみ付ついたスライムが、「きゅいい～」と涙目で鳴き声を上げる。

「ねえねえ。なんかこの子、ちょっと可愛かわいいね」

　三み咲さきがスライムを見て、うっとりと目を細めた。

「ぼ、ぼくも触らせてもらっていいですか？」

　つられて四しノの宮みやが、わくわく感を抑え切れない様子でこちらへ寄ってくる。

「ピキューッ！」

　しかし、武器を持った四しノの宮みやの姿が怖かったのか、スライムは俺の腕に嚙かみ付ついたまま、威い嚇かくするような声を上げた。

「あう………」

　ちょっと残念そうに手を引っ込める四しノの宮みや。

　と、その時だった。

「ん？　ああっ！」

　突然触手が服の下で蠢うごめき始め、四しノの宮みやが「はうっ」と甘い声を漏らした。

「お、おい！　どうした四しノの宮みや！」

「む。ユウタ殿、どうやら触手剣が戦闘モードに入ったようです」

「ってことは、これでスライムを倒せば、触手が離れるってことですね」

「左様……ですが」

「四しノの宮みや、それじゃいっちょ、お前の剣でこのスライムをやっつけちまってくれよ」

　ちょっぴりかわいそうだけど、畑を荒らす害獣みたいだからな。ほっとくわけにもいかねえだろ。

「う、うう……」

　ヒュン！　ズカッ！

「へ？」

　刹せつ那な、白はく刃じんが閃ひらめき、固い大地に深々と突き刺さった。

　俺の前髪が、はらはらと地面へ舞い落ちる。

「お、おい。ちょっと待て。お前、俺ごと切ろうとしてないか……？」

「くっ、身体からだの自由が……」

「ユウタ様、早くスライムを引きはがしてください！」

「い、いや、そう言われても……」

　怯おびえたスライムはますます懸命に食い付いてきて、叩たたいても引っ張っても絶対に離れようとしない。

「ユウタ殿、ここはわたしが時間を稼ぎましょう。貴殿は、一旦離れてください」

「う……た、頼みます！」

　俺はベルベリンデさんのお言葉に甘えて、くるりと背を向け走り出した。

「フッ。いくら強力な魔導具で武装しようと、相手は所しよ詮せん素人しろうと。剣でこのベルベリンデに及ぶ者など……なっ!?　しょ、触手が襲って……ひ、卑ひ怯きようだぞ！　剣で戦……ひぃぃぃぃぃぃ！」

　ベルベリンデさああああん！

　背後でにゅるにゅるずちゅずちゅ妙な音が響いている。

　振り返ってじっくり見たいけど、いまはマジでそれどころじゃない。

「ユウタ様、次はわたくしが！　土の精霊さん、わたくしに力を貸してください……」

　今度はアクセリアが精霊に囁ささやくと、辺りの木々が素早くツルを伸ばし、四しノの宮みやの手足を捕らえようとした。

　しかし、

　ズバズバズバ！

　触手に操られた剣は目にも留まらぬ速度でツルを切り落とし、ほんのわずかな足止めすら許さない。

「ユ、ユウタ様！　早くお逃げください！」

「あわわわわ！」

　必死で逃げる俺を、四しノの宮みや（触手まみれ）が猛スピードで追いかけてくる。

「おい四しノの宮みや！　お前、ずいぶん走るの速いじゃねえか！」

「ぼ、ぼくじゃない！　触手が勝手に身体からだを動かしているんだ！」

　森の中を蛇行してなんとか引き離そうとするが、向こうはしつこく食い下がってくる。

「はぁ！　ひぃ！」

　こちらは走れば走るほど体力を消耗するのに、四しノの宮みやのほうはまるで息を切らしていない。

　このままでは追い付かれるのも時間の問題だ。

「くそ、一体どうすれば……ん？」

　ふと視界の隅で、何かがきらりと光った。

「あれは……さっき立ち寄った泉？」

　水面が陽光を照り返し、鏡のようにきらめいている。

「泉……待てよ？　あの方法なら──」

　俺はサッと向きを変え、水辺に向かって一直線に駆け出した。

「漆うるし原ばら由ゆう太た！　どこへ行くつもりだ!?」

「お前に切られないで済む場所だよ！」

　言いながら、俺は泉の岸を勢いよく蹴ける。

　ザッブーン！

　水柱が立ち昇り、飛沫しぶきがビーズのようにきらきらと舞い散った。

「ぷはっ！」

「漆うるし原ばら由ゆう太た、何を……!?　はっ、そうか！　剣は金属だから錆さびに弱い。水の中に逃げれば、この剣では追いかけることができないということか！」

　感心したように叫ぶ四しノの宮みや。

　だが四しノの宮みやの予想とは裏腹に、触手は泉に近付いてもまるでスピードを落とす気配がない。

「う、うわっ！　どうして……と、止まらない!?」

　剣を高々と掲げた四しノの宮みやは、そのまま勢いよく泉に飛び込んだ。

　ザブン！

「くはっ！」

「大丈夫か、四しノの宮みや！」

「ぼくのことはいい！　早く逃げろ、漆うるし原ばら由ゆう太た！」

　抗あらがいがたい力に操られた四しノの宮みやが、悲痛な叫びを上げる。

　しかし──。

「いや、逃げるのは終わりだ」

「え？」

　呆ほうけた表情を浮かべる四しノの宮みやの前で、俺は自分の腕をザブンと水に浸つけた。

「お、おい！　君は、何を……!?」

「まあ見てろって！」

　ブクブクブクブク……。

「ピギュッ！」

　窒息したスライムが、水を吐き出しながら勢いよく飛び出す。

「あっ！　そ、そういうことか！　水に飛び込んだのは、剣から逃げるためではなく、スライムを引き離すためだったんだな！」

「いまだ！　やれ、四しノの宮みや！」

　瞬間、触手に巻かれた腕が鞭むちのようにしなり、スライムの丸い身体からだを真っ二つに切り裂いた。

　ズバ！　ブシュゥゥゥ──……!!
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「お～い。アクセリア～、三み咲さき～」

「あ！　ミサキさん、ユウタ様とシノミヤさんです！」

　こちらに気付いた二人が、慌てて駆け寄ってきた。

「だ、大丈夫、由ゆう太た……って、うわっ！　臭くさっ!?」

　ぷ～～～～ん。

「お二人とも、そのご様子は、どうなさったのですか……!?」

「いや、四しノの宮みやがスライムぶった切った時に、体液浴びちゃってさ……」

　これが臭いのなんのって……。

　伊い豆ず名物のくさやがフローラルなアロマに感じるくらいの臭さなんだな、これが。

「う、うう……どうしてぼくまで……」

　ようやく触手から解放された四しノの宮みやが、自分の臭さに鼻をつまみながら目に涙を浮かべる。

「しょうがないだろ。お前が武器を見たいなんて言い出さなきゃ、こんなことにはならなかったんだから」

「ぐすっ……」

　まあ、一番の元凶はベルベリンデさんのような気もするが。

「あれ？　そういやベルベリンデさんは？」

「向こうで気絶してるよ」

　三み咲さきに言われて見ると、ベルベリンデさんが、謎なぞの液体にまみれてぐったり倒れていた。

　まさか失禁とかしてねえだろうな……。

「それよりお二人とも、早く泉で身体からだを洗われたほうがよろしいのではないでしょうか。スライムの体液は、時間が経たつと臭においが沁しみ付いてしまいますので……」

「げっ、マジで!?　けど、着替え持ってきてねえし……」

「着替えならあたしが持ってきたよ！」

　三み咲さきが大きなリュックを叩たたきながら、親指をグッと立てた。

「おお、サンキュー!!」

　何を入れてるのかと思ったら、そんなものまで用意してくれてたんだな。

「じゃあ、はい、これ！」

「……って、これコスプレ衣い裳しようじゃねえか！」

「こっちの勇者コスが由ゆう太たの分で、そっちの魔法使いコスが一いち郎ろうくんの分ね」

　こういう時だけは手て際ぎわがいいな。

　だが、

「わ、和わ栗ぐりさん、これは……」

「はにゃ？　どしたん、一いち郎ろうくん」

「どうしたも何も……この服、女物じゃないですか！」

「あー、ごめんね。男物だとちょうどいいサイズのがなかったからさ。あたしのお古持ってきちったー」

「け、けど、これは……」

「おい、文句言うなよ四しノの宮みや。臭い服着続けるよかマシだろ？　それとも、お前だけ素すっ裸ぱだかで歩くか？」

「う、ぐ……!!」

　観念した四しノの宮みやは、奥歯を嚙かんでガックリとうなだれた。

「それではユウタ様、わたくしたちは向こうでお待ちしております。水浴びが終わられたらお声がけください」

「おう。ちゃっちゃと済ませて戻るわ」

　というわけで、俺は四しノの宮みやと一緒に再び泉へと向かった。
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　ザブン！

「おお、冷てっ！　……って、何でお前入らないの？」

「ぼくは……後で入るからいい」

「なんだよ、あんまりのんびりしてると、さっきみたいに魔物が襲ってくるかもしれないぞ？」

「えっ!?」

「いや、だって、ここも一応魔物の森のそばだろ？　触手剣はアクセリアたちに預けちまったし、ヤバくなったら俺はお前を置いて一人で逃げるからな」

「うぅ……!!」

　顔を青あお褪ざめさせた四しノの宮みやは、くるりと背中を向け、慌てて服を脱ぎ始めた。

「おい、置いてくなんてのは冗談だから、そんなに慌てなくても──」

「こっちを見るな！」

　う……な、なんだよ。そんなに怒鳴ることないじゃんか。

「ったく、お育ちがいいやつの感覚は、よく分からんな……」

　ピチョン。

　背後で、水に足を浸つける音が聞こえた。

「ひゃっ！　冷たっ！」

「おい、女みたいな声上げ──」

「こっちを見るなと言ったろッ！」

　慌ててタオルで胸から下を隠す四しノの宮みや。

　一瞬チラリと白い肩が見えたが、あいつ、ホントに女みたいな身体からだしてるな……。

「お前、もしかして、自分が女っぽい体形なのを気にしてんのか？」

「はぁ!?　バババ、バカを言え！　ぼくは正しよう真しん正しよう銘めいの男だ！」

「いや、そんなにムキになること──」

「だからこっちを向くなと言っただろうが！」

　バシャ！

「うわっぷ！」

　くそ、水をかけられちまった。

「お前、そんなんじゃ友だちなくすぞ？」

「……余計なお世話だ」

　お互い背を向けた状態で、チャプチャプと身体からだを洗う音だけが辺りに響き渡る。

　なんか、すっげぇ気まずいな……。

「俺、そろそろ出るわ」

　ザバァ！

「え？　もう出るのか？」

「ああ。臭においは大体取れたし、あんまりアクセリアたちを待たせるのも悪いからさ」

　絞ったタオルで身体からだを拭ふき、三み咲さきプレゼンツのコスプレ服へ袖そでを通す。

　よくある「旅人の服」みたいなデザインで、マントがセットになっている。剣と盾は俺が作ったやつだな……って、こんなもん明らかに要らねえだろ……。

「ん？」

　泉のほうを見ると、四しノの宮みやが背中を向けたまま、じっと肩まで水に浸つかっていた。

「おい、そろそろ出たほうがいいんじゃねえか？　さっきも言ったけど、この辺はモンスターが出る危険があるんだぞ？」

「う……わ、分かってる！　けど、お前がそこにいたら出られないじゃないか……」

「ん？　なんか言ったか？」

「な、何も！」

「あ。もしかして、この服着るのが恥ずかしいのか？」

　俺は、三み咲さきが四しノの宮みやに渡した魔法使いコスを手に取って広げた。

　セクシーなベアトップで、スカートはかなり短くなっている。魔法使いっつーか、女賢者風のデザインだな。俺が着たら、即社会的に抹まつ殺さつされるわ。

「そ、それもあるが……」

　四しノの宮みやは、背中を向けたままずっともじもじしている。

「どうしたんだよ？」

「……おい、ぼくはもう少し時間がかかるから、君は先にアクセリアさんたちのところへ戻っていてくれないか？」

「別にいいけど、あんまり遅くなるなよ。一人でいると危険だから」

「う、うん……」

　俺が背を向けて歩き出すと、すぐに背後で水から上がる音が聞こえた。

「あん？　なんだよ、時間かかるって言ってたクセに……」

　俺は釈然としない思いを抱えながら、アクセリアたちの許もとへと戻った。
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「わー、一いち郎ろうくん、すっごくきゃわいいよ！　アクセリアたんも、そう思うよね!?」

「はい。シノミヤさん、とっても素敵です」

「うう………」

　真まっ赤かな顔で俯うつむく四しノの宮みや。

　たしかに。こいつ女賢者コス、めちゃくちゃ似合ってるな……。

　柔らかそうな二の腕に、剝むき出だしになった白い太もも。腰は触れれば折れてしまいそうなほど細く、薄い生地のまとわり付いた曲線が妙に艶なまめかしい。

　あのさ、ホントにこいつ、男……なんだよね？

「お、おい。どこを見ている……」

　四しノの宮みやが、短いスカートの裾すそを握ってギュッと脚を閉じた。

　そんな仕草も、なぜだかやけに色っぽく見えてしまう。

　ようやく目を覚ましたベルベリンデさんが、ポンと四しノの宮みやの肩を叩たたいた。

「シノミヤ殿、こういう時は『くっ、殺せ！』と言うのです」

　はいはい、ベルベリンデさんは下がっててください。

「ん～、それにしてもこの可愛かわいさ。やっぱりあたしが見込んだとおりだったね！」

　女賢者の衣い裳しように身を包んだ四しノの宮みやを見て、恍こう惚こつとした表情を浮かべる三み咲さき。

　お前、まさか確信犯じゃねえだろうな。

「おい、それより早く調査を再開しようぜ。あんまりのんびりしてると日が暮れちまう。次はどこ行く？」

「あたし、珍しい場所見に行きたい！」

　三み咲さきが完全にピクニック気分でぴょこんと手を挙げた。

「それでは、森のはずれにある遺跡などいかがでしょう。ここからさほど遠くありませんし」

「遺跡！　いいね、すっごく面白そう！　リリガルドにそんなところがあるなんて、あたし知らなかったよ！」

「魔物の森のそばで、普段はあまり近付きませんからね。それより、シノミヤさんは一度戻らなくて大丈夫ですか？　その、お着替えのほうが……」

「お心遣いありがとうございます、アクセリアさん。けど、ぼくは大丈夫です。時間が……ありませんので」

　一瞬、四しノの宮みやの瞳ひとみに、サッと翳かげが差したような気がした。

　たしかに夏休みはあと二日しか残ってないから、時間がないのは分かるが、そこまで急がなければならないものなのだろうか。

「ほらほら由ゆう太た、一いち郎ろうくんもこう言ってるんだし、早く行こ？」

「お、おう……」

　三み咲さきに背を押され、俺たちは遺跡へと向かった。
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「ここか……」

　魔物の森から少し歩いたところに、その遺跡はあった。

「なんか、ラピュタみたいなところだね」

　木々に侵食され、崩壊しかけた石造りの建物。

　太い根が朽ちた構造物に絡からみ付つくさまは、神秘的ですらある。

「わあ、すごい………」

　四しノの宮みやも元気を取り戻し、遺跡の中をあちこち歩き回っている。

「すっかり観光気分じゃねえか……」

　アクセリアを籠ろう絡らくしようとする様子もないし、何かを調査しているようにも見えない。こいつ、一体どういうつもりでここに来たんだ？

「……よいしょ」

　積み上がった石の上に登ったところで、四しノの宮みやのスカートがふわりとめくれ上がった。

　目に入った下着は、完全に女物だ。

「お、おい。パンツ見えてるぞ」

　四しノの宮みやは、真まっ赤かな顔でスカートを押さえ付ける。

「バ、バカ！　この変態！」

「う………」

　た、たしかに変態かも。

　いくら美少年とは言え、男のパンツなんかまじまじと見ちまったんだから……。

　けど、それを言うならコスプレで下着まで女物に穿はき替かえる四しノの宮みやも、充分変態だと思うのだが……。

「シノミヤ殿、あまり歩き回ると危険ですぞ。この遺跡は盗賊の侵入を防ぐため、いろいろと罠わなが仕掛けられております。下へ手たに触ると何が起こるか分かりません」

「あ……すみません、ベルベリンデさん」

　注意を受けた四しノの宮みやは、素直に石積みから下りてきた。

「四しノの宮みや、遺跡の調査は満足したか？」

「う、うん……」

「ではユウタ様、そろそろ城へ戻るといたしましょう。この辺りは魔物の森に近いので、あまり長居するとモンスターに遭わないとも限りません」

「そうだな。じゃあ四しノの宮みや、そろそろ帰るけど、いいか？」

「あ……え、っと……」

　俺が声をかけると、なぜかもじもじしながら俺の顔を見上げる四しノの宮みや。

「どうかしたか？」

「あ、あの……この辺りにご不浄はないのか？」

「ご不浄？」

　なにそれ。宗教施設の一種？

「（ひそひそ）由ゆう太た、トイレのことだよ」

　困惑する俺を見て、三み咲さきがこっそり耳打ちしてくれた。

「ああ。なんだ、トイレのことか。小便でもしたくなったのか？」

「う……っ。お、お前にはデリカシーというものがないのか!?」

　い、いや、そんなにまずいこと言ったか、俺？

「けど、この辺にそんな気の利きいた設備なんてねえぞ？　したきゃその辺の茂みですりゃいいじゃねえか」

「バ、バカを言え！　そんなみっともないことができるか！」

　つってもなあ……なんせリリガルドには、まだ水洗トイレだって普及してないし。

「じゃあ、青あお根ね島しま村に戻るまで我慢するか？」

「うぅ………」

　四しノの宮みやが、涙目で視線を落とす。

「ほら、意地張ってないでさっさと行けよ。早くしないと漏れちまうぞ？」

「よ、余計なお世話だ！　く……このぼくが、屋外でお花摘みだなんて……」

　ぶつくさ言いながら、四しノの宮みやは木の生い茂ったほうへと歩き出した。

「おい、あんまり遠くへ行くなよ。モンスターがいるかもしれねえからな」

　背中に向かって呼びかけたが、あいつは振り返りもせず物陰へと消えてしまった。

「……由ゆう太た、さすがにあの言い方はなかったんじゃない？」

「そうです、ユウタ様。シノミヤさんが可哀かわい想そうです」

　なぜか途端に責められ始める俺。

「いや、他にどう言えってんだよ……」

「一いち郎ろうくんはセレブなんだからさ。もっとこう、オブラートに包んで」

「そうです。わたくしも、あのように言われたらとても恥ずかしいと思います。ユウタ様は、シノミヤさんに謝られたほうがいいと思います」

「な、なんだよアクセリアまで……分かったよ、謝りゃいいんだろ」

　石を蹴けりながら歩き出した俺に、三み咲さきが尋ねる。

「どこ行くの、由ゆう太た？」

「俺も用を足してくる。ついでに四しノの宮みやに謝ってくるわ」

　歩き出した俺の背をアクセリアたちが不安げに見詰めていることに、俺はまるで気付いていなかった。




　割れた石畳に難儀しながら、俺はうんざりした心地ここちで辺りを見回した。

「あいつ、どこ行きやがったんだ？　あんまり遠くへ行くなって言ったのに……」

　ガサガサ！

　不意に向こうの陰から物音が聞こえ、俺は慌てて振り返った。

「────[image: かんたんふぎもんふ]」

　揺れる枝から、ひらひらと葉が舞い落ちる。

　猿、か……？

　それよりも、あのバカだ。

　傾いた建物の角を回ると、背の低い茂みの向こうに、ようやく四しノの宮みやの小さな頭が見えた。

「あそこにいたのか。ったく、手間かけさせやがって」

　手を振りながら、俺は四しノの宮みやに駆け寄る。

「おーい、四しノの宮みや。俺もツレションにきたぞー」

「ん？　きゃあああああああああああああああ！」

「バ、バカ！　大声出すな！」

「むぐっ!?」

　慌てて手を伸ばし、茂みの向こうにいる四しノの宮みやの口をふさいだ。

「お前、アクセリアの話聞いてなかったのかよ！　そんな大声出したら、モンスターを呼び寄せちまうじゃねえか！」

　しかも女みてぇな悲鳴上げやがって！

「うぅ……ひっく。もうやだ……死にたい」

　手を離すと、四しノの宮みやが、ぐすぐす鼻をすすり始めた。

「え？　お、おい、いくらなんでも泣くこたないだろ……。あ、そっか。すまん、大のほうだったんだな」


「ち、ちがう！　お前はケンカを売っているのか!?」



　い、いや、すみません……。

「あ、紙ならあるけど？」

「もういいから！　お前はどこかへ行ってろ！」

　仲直りしようとするこちらの思いもむなしく、四しノの宮みやは俺を追い返そうとした。

　とその時、

〝グルルルルル……〟

「ん？」

　一瞬、視界の隅を何か黒い大きなものがかすめた。

　いまのは、まさか……。

「ど、どうした、漆うるし原ばら由ゆう太た……？」

「おい……ヤバいぞ、四しノの宮みや……モンスターだ」

「え!?」

　四しノの宮みやは慌てて用を済ませ、青い顔で茂みから飛び出してくる。

「急に逃げ出すと追いかけられる恐れがある。落ち着いて、ゆっくりとアクセリアたちの許もとへ戻ろう」

「う、うん……」

　歩き出したところで、何を思ったか、四しノの宮みやが俺の腕をキュッとつかんできた。

「お、おい……」

　振りほどきかけて、やめた。握った手が、かすかに震えていたからだ。

「……しっかりつかまってろよ」

　四しノの宮みやは小さく頷うなずいて、俺の背中にピッタリくっ付いてくる。

（何だこいつ、意外と可愛かわいいな……）

　って、あかーん！　こいつは男だぞ！　俺はまだそっち方面には目覚めていない──じゃなくて、これからも目覚める予定はない！

「うぅ……」

　しばらく歩くと、四しノの宮みやがますます強く俺の腕を握り締めてきた。

　心なしか顔色も悪いし、どうしたんだ、こいつ？

「し、四しノの宮みや……さすがに少し歩きづらいんだが……」

「え……？　あ、いや！　これは──」

　カサッ！

「しっ！」

　不意に物音が耳をかすめ、俺は慌てて四しノの宮みやの口をふさいだ。

「むぐっ……!?」

「静かにしろ。モンスターが近くにいる」

「────[image: かんたんふぎもんふ]」

「ここじゃ相手から丸見えだ。向こうの物陰へ移動しよう」

「（こくこく！）」

　俺たちは、崩れかけた建物のほうへとゆっくり歩を進める。

「はぁっ、はぁっ……」

　ん？　さっきからこいつ、息が妙に荒いな。それに足元がふらふらしてるし、大丈夫か？

「四しノの宮みや、うっかりその辺の壁に触れるなよ。この遺跡には罠わなが仕掛けられてるって、ベルベリンデさんが言ってたからな」

　俺が振り返ってそう告げるのと、四しノの宮みやの触れた壁石が「ゴトン」と音を立てて凹へこむのは、ほぼ同時のことだった。

「あ………」

「お、おい。お前、いま……」

　四しノの宮みやが涙目で俺の顔を見上げる。

　直後、

　ボコッ！

「どわっ!?」

「ひゃう!?」

　足元の石畳が崩れ、俺たちは深い穴へと吸い込まれていった。
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「ん……ここは？」

　目を開けると、そこは薄暗い洞どう窟くつの中だった。

　頭上には、俺たちが落ちてきた穴がぽっかり天井を穿うがっている。おかげで、何も見えないというほどの暗さではない。

「ずいぶん深いところに落ちちまったな……」

　まさかコスプレグッズを着てダンジョン探索する羽目になるとは……。

　一応、剣と盾は無事なようだが、もし本物のモンスターに襲われたりしたら、こんなおもちゃじゃひとたまりもない。

「さっさと出たほうが良さそうだな……って、うん？」

　起き上がろうとしたところで、何かが上に乗っかっていることに気が付いた。

「ん……うぅ」

「なんだ、四しノの宮みやか」

　女賢者のコスプレをした四しノの宮みやが、ぺたりと俺の上で寝そべっている。

　普通だったら「男同士で気持ち悪わりぃな！」とはねのけるところだが、不覚にも、なんかドキドキしてしまう。

「お、おい。怪け我がはないか？」

　肩を揺すると、辺りにふわりといい香りが漂った。

　長いまつ毛、ふっくらした唇、柔らかな曲線を描く頰ほお。近くで見ると、改めて、こいつ美形だなぁと思う。

「ほら、起きろ四しノの宮みや……って、ん？」

　ふと頰ほおが妙に赤くなっていることに気付いた俺は、四しノの宮みやの前髪を払い、おそるおそる汗のにじむ額へ手を伸ばした。

「熱い……こいつ、熱があるのか？」

　そういや、さっきからすごく息苦しそうにしてたな。

「ハァ……ハァ……う、漆うるし原ばら由ゆう太た？　ここは、一体……って、ひゃっ!?」

　俺の上に乗っていることに気付いた四しノの宮みやが、慌ててその場から飛とび退のいた。

　いや、そんなに嫌がることねえじゃんか……。

「ここは洞どう窟くつの中だよ。俺たち、あそこから落ちてきたんだ。それよりすごい汗だぞ？　一旦シャツを脱いで汗を拭ふいたほうが──」

「さ、触るな！」

　伸ばした手を払いのけ、四しノの宮みやが自分の襟えり元もとを押さえる。

　だがその直後、ふらりとバランスを崩し、俺のほうへ倒れかかってしまう。

「おっと」

　咄とつ嗟さに肩をつかんで支えてやると、今度は払いのけられることもなく、ぐったりと身体からだを預けてきた。

「どうやら、のんびりしている余裕はなさそうだな……」

　見回すと、もろそうな土壁が、ところどころ木き枠わくや石積みで補強されている。たぶん、ここも遺跡の一部なんだろう。

「けど、出口はどこだ……ん？」

　ふと、かすかな風が頰ほおを撫なでたような気がして、俺は反射的に振り返った。

　薄暗がりの向こう、一ひと際きわ濃い闇やみが見える。

「あそこから風が流れてきてるのか……ってことは、あっちに出口があるのかも知れない！　おい、四しノの──」

　力なくもたれかかってくる四しノの宮みやの姿を見て、起こすのをやめた。

　そして、

「目ぇ覚ました時、怒るんじゃねえぞ？」

　細い身体からだを抱き上げ「よっこらしょ」と背中に乗せる。

　瞬間、かすかな汗の匂においに混じって甘いミルクのような香りが鼻をついた。

　肩ごしに見える艶つややかな唇と、手のひらで包んだ柔らかな太ももの感触に、思わず知らず心臓が高鳴る。

「こ、こいつ……ホントに女みてえだな」

　おかしな気を起こす前にと、慌てて風が吹いてくるほうへ足を踏み出した、その時。

〝グルルルルル……〟

「え？」

　ジャリ、ジャリ、ジャリ……。

　墨を塗ったような暗くら闇やみの深しん奥おうから、不吉な足音が響いてきた。

　同時に耳を撫なでる、「ハッ、ハッ、ハッ」という獣の息遣い。

　ま、まさか……。

　こんなところで、モンスター!?

「どこか別の出口は……!?」

　慌てて見回すと、ちょうど反対側に、細長く穿うがたれた横穴があることに気付いた。

「あそこだ！」

　急いで駆け寄り、穴の中を覗のぞき込こむ。

「四しノの宮みやを背負ったままじゃ、狭くて入れねえな……」

　まずは様子を確かめるため、一旦四しノの宮みやを下ろし、カニ歩きで穴の中に踏み込んでみる。

「ダメだ、すぐ行き止まりになってやがる！」

　しかし、ここなら一人くらい隠れることも可能だ。

　俺は四しノの宮みやを穴の中へ押し込み、モンスターに見付からないよう、わずかに窪くぼんだところへ膝ひざを抱えるように座らせてやった。

「さて、問題はここからだ……」

　背後に迫る足音。モンスターは、すぐそばまで来ている。

　振り向いた先に見えたのは、

「マ、マンティコア……!?」

　先日俺たちを襲い、カーバンクルとなったプレアさんに大怪け我がを負わせた、あの毒獣だった。

「は、はは……これってもしかして、マジでやべえんじゃねえの……？」

《ゴァウウゥゥゥル！》

　咆ほう哮こうが洞どう窟くつ内を駆け巡り、俺は思わず耳を塞ふさいだ。

　恐怖と緊張が首筋を焦がし、膝ひざが冗談のようにガクガク震え始める。

　武器は何も持っていない。せいぜい腰に下げているコスプレ剣くらいだ。

「こんなもんじゃ、あんな化け物は……」

　ん？

　待てよ。俺だって一応魔法は使えるんだ。

　しかも得意なのは土魔法。

　師匠であるアクセリアからは、「モノを形作る魔法の才能がある」と太たい鼓こ判ばんを押してもらっている。

　なら、試してみる価値はあるか……。

《グルル……》

　魔獣の視線を浴びながら、俺は地面に手をつき、精霊に祈りを捧ささげた。

「土の精霊よ……俺に力を貸してくれ」

　同時に身体からだから緑色の光が生じ、暗い洞どう窟くつの中を照らす。

（よし、魔力はちゃんと使えてる。あとはイメージさえうまくいけば……）

　イメージ、イメージ。

　あのモンスターの周りを、高い壁で囲うイメージ。

「～～～～～～～っ、ぷはぁ！」

　息を継いだ瞬間、緑色の光はパッと消えてしまった。

「だ、だめか！」

　以前も同じようなことをやろうとして失敗したが、やはり今回も無理だったようだ。

　マンティコアが、こちらを見て不思議そうに首をひねっている。

「こんな時、アクセリアがいてくれれば……」

　アクセリアだったら、こんなコスプレ剣でも魔法で強化して、本物の武器にしてくれるのに。

「いや、待てよ？」

　むしろ、そっちの魔法こそ試してみるべきじゃないか？

　日常生活で、壁を作るイメージなんてのはまず出番がない。しかし、コスプレグッズ制作が趣味の俺は、いつも鋭い剣や硬い盾をイメージしながら作業している。

「ええい、迷ってるヒマはない……!!」

　土の精霊よ──。

　コスプレグッズの剣と盾を構え、俺は静かに目を閉じた。

　思い浮かべるのは、最強の武器。

　岩をも豆腐のように切り裂く聖剣と、どんなに鋭い牙きばや爪つめも決して通さない伝説の盾。

　コスプレグッズを作りながら夢見たアイテムを、いま、この場に現出させる。

（たのむ、うまくいってくれ……!!）

　魔力が手から武器へすーっと沁しみ込んでいく感覚に、俺はふと目を開いた。

「武器が、緑色に光ってる……？」

　試しに剣を地面に突き立ててみた。

　ストン。

　手にした剣は、ゼリーにスプーンを入れるような容易たやすさで固い地面を貫く。

「マ、マジか……じゃあ、盾は？」

　軽く叩たたいてみる──ビクともしない。

　強く叩たたいてみる──これでもビクともしない。

　いよいよテンションが上がって、地面に打ち付け、力いっぱい踏んづけてみた。

　ぜんぜんビクともしない！

「い、いける……いけるぞ！」

　魔獣へ向き直り、俺は叫んだ。

「かかってきやがれ、この魔獣野郎！　四しノの宮みやには、指一本触れさせねえからな！」
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　咆ほう哮こうを上げたマンティコアが、ダッと地を蹴けり襲いかかってきた。

　巨大な体たい軀くが疾風はやてのように迫り、牙きばの並んだ口が大きく開かれる。

「ひ、ひえぇぇぇぇ！　や、やっぱり怖い！」

　俺は恥も外聞もなく、手にした剣を目め茶ちや苦く茶ちやに振り回した。

　ヒュッ！

《キャイン！》

　哀れっぽい悲鳴が響き渡り、マンティコアがタッと距離をあけた。

「ん？」

　見ると、剣には毒々しい赤色の血が付いている。

　向こうでは、片足を不自由そうに引きずったマンティコアが、こちらを警戒するように唸うなり声を上げていた。

「き、切れた……」

　俺の剣が、切ったんだ。

　勝てる……俺でも勝てるぞ！

「よっしゃあああああああああああ！」

　勢いづいた俺は、剣を振りかぶってマンティコアに突進した。

《グル……》

　だがその直後、マンティコアが不敵な笑みを浮かべ、太い尾を振り上げる。

「え？」

　バシュッ！

　刹せつ那な、太い毒針が矢のように空を切り裂いた。

「うわっ！」

　咄とつ嗟さに盾を構えると、鈍い金属音が響き、バットで殴られたような衝撃が腕に伝わってくる。

「くっ！」

　そうか、あいつは尻尾しつぽから毒針を発射することができるんだった……。

　こちらは近接武器しか持っていない。距離を取られたらおしまいだ。

「ちっくしょおおおおおおお！」

　俺は盾を正面に構え、再びマンティコアに猛突進を仕掛けた。

《ガオオルルゥ！》

　だがその思おも惑わくを見透かしたかのように、マンティコアは毒針を連射して、決して間合いの中に近付けようとしない。

「くそ！　こいつ、モンスターのくせして知恵が回りやがる！」

　けどこのくらい！　ドッジボールで鍛えられた、俺の神回避を見せてやる！

「フンフンフンフン！」

　降り注ぐ毒針の雨の中を、神速ステップで駆け抜けていく。

「どうだ、見たかこの野郎！」

　このまま毒針が尽きるのを待ってやる、と思ったのだが、

《ゴル……》

　不意に巨大な人面が、ニヤリと口くちの端はを歪ゆがめた。

「え？」

　カキィィィン！

　直後、すぐそばで鋭い音が鳴り響く。

「な、何!?」

　それは、毒針が石積みに弾はじかれた音だった。

　軌道を変えた毒針は、真まっ直すぐ俺に向かって飛んでくる。

「しまった！」

　咄とつ嗟さに身体からだをひねって難を避けることはできたものの、

　ガキン！

　その拍子に毒針が剣の柄つかを打ち、俺は唯一の武器を取り落としてしまった。

「あわわ……や、やばい！」

　剣を拾おうとしたところで、今度はスパイクの付いた長い尾が、弧を描きながら襲いかかってくる。

「ひぇ！」

　慌てて構えた盾は、重い一撃に弾はじかれ、暗い洞どう窟くつの宙を舞った。

「くっ、ああ！」

　唯一の武器は手元を離れ、盾も失われてしまった。

　まさに絶体絶命！

《グルル……》

「ひっ、た、助けて……」

　マンティコアが歪いびつな笑みを浮かべ、大きな口を開けて飛びかかってきた。

「うわああああぁぁぁ…………なーんちゃって」

《ガゥ？》

「この瞬間を待ってたぜ！」

　俺は、腰の辺りで緑色の光を放つ、必殺のアイテムに手を触れた。

「もう武器はないと思ったか？　残念、鞘ちゃんが残ってました！」

　魔法で鉄てつ棍こんのように硬くなったそれを、俺は思いっ切り振りかぶる。

　土の精霊よ、いまこそ俺に──首位打者の力を！

「小お笠がさ原わら流、北の侍斬ぎりぁぁぁぁぁ！」

　カッキィィィィン！

　振り抜かれた鞘さやは、マンティコアの顔面に深々とめり込んだ。

《ギャイン！》

　マンティコアが、もんどり打ってひっくり返る。

「サンキューガッツ！」

　思い出したか、この野郎！

「さあて、これでとどめだ……」

　苦痛に悶もだえる哀れな毒獣に、俺はゆっくりと歩み寄る。

「貴様の敗因は一つ。勝利を目の前にして油断をしたことと……この俺に出会ってしまったことだ！」

　あれ、二つになっちゃった？　まあいいや。

「俺を強いと感じてしまってるやつは、本能的に長寿タイプなのだが……どうやらお前は違ったようだな。分かったら死ねこの野郎ォォォォォ！」

　構えた鞘さやが空を切り、マンティコアの脳天を打ち砕く！

　かに見えたのだが、

　ガツッ！　ポキン！

「へ？」

　真ん中からへし折れた鞘さやが、くるくると回転しながら宙を舞った。

「あ、あれ？　これは……？」

　見ると、半分だけ手元に残った鞘さやは、すっかり緑色の輝きを失っている。

　ま、まさか……。

「魔法の効力時間切れぇぇぇえぇぇぇぇ!?」

　こんな時に!?　こんなタイミングで!?

《グォアアァァァ！》

　雄叫おたけびを上げたマンティコアが、怒りに満ちた顔で立ち上がった。

「やべっ！」

　俺は鞘さやを投げ捨て、慌てて逃げ出す。

「ひぇええぇぇぇぇ！」

　やばいやばい！　マジで殺される！

　マンティコアは、すかさず俺を追いかけてくる……かと思ったのだが、

《グァウ！》

　なぜかマンティコアは、くるりと振り返って俺が逃げるのと反対方向に走り出した。

　その先にいるのは……。

「四しノの宮みや！」

　土壁の隙すき間まに押し込めたはずの四しノの宮みやが、意識を失い、上半身を外に出して倒れている。

　ま、まずい！

「隠れろ、四しノの宮みや！」

　必死の思いで呼びかけるが、四しノの宮みやは目を覚まさない。

　マンティコアが、ドドドッと足音を立てながら、ぐんぐん四しノの宮みやへ迫っていく。

　相手が意識を失っているからだろう。毒針を使わず、そのまま新鮮な獲物にかぶり付こうという魂こん胆たんだ。

「アクセリア────────!!」

　走りながら、思わず叫んだ。

　あいつが助けに来てくれたら。

　そう願いを込めて、声を限りに叫んだ。

　こんな時、都合よく助けが来るなんてこと、あるはずがないのに……。

「いや、待てよ？」

　一つだけ、アクセリアをこの場に一瞬で呼び寄せる方法があるんじゃないか？

　それは……。

《グアアアアアアォォ！》

　マンティコアが地を蹴けり、四しノの宮みや目がけて飛びかかる。

　と同時に、

「土の精霊よ！」

　大地に手を突き、俺は叫んだ。

「力を貸してくれ！」

　刹せつ那な、四しノの宮みやの背後で緑色の光が生じ、土の塊が勢いよくせり出す。

《──グァ？》

　それは、土でできたアクセリア像だった。

　しかもただの土ではない。俺の強化魔法で鋼はがねのように硬くなったアクセリア像が、マンティコアの顔面目がけて強烈な頭突きをお見舞いする。

　バキィ！

《ゴブッ！》

　マンティコアはくぐもった悲鳴を上げ、そのまま洞どう窟くつの壁にぶち当たった。

「やった！」

《ゴ、ウ………》

　断末魔の苦く悶もんに全身を震わせたマンティコアは、やがてガクリと事切れた。
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「う………ん」

「あ！　ユウタ様、シノミヤさんが目を覚まされました！」

　アクセリアに呼ばれ、俺はベッドに横たわる四しノの宮みやの許もとへ駆け寄った。

「おい！　大丈夫か、四しノの宮みや！」

「あ……れ？　ぼ、ぼくは……」

「熱で気を失ってたんだ。ここは俺の家だよ」

　あの後、俺の魔力を感じ取ったアクセリアが助けにきてくれて、俺たちは無事に洞どう窟くつを出ることができた。

　薬のおかげで熱も下がったみたいだし、とりあえず大事にならず済んだみたいだ。

「あら、目を覚ましたみたいね」

　氷まくらを持ってきた母さんが、四しノの宮みやの様子を見てホッとした表情を浮かべた。

「佐さ和わ子こ先生……」

「ふ～～。心配したのよ、四しノの宮みやさん。熱は出てるし、不思議な服を着てるし。たしか『こすぷれ』って言うんだったかしら？」

「い、いえ、これはその……!!」

「いいのよ、楽しめたのなら。けど……大事な身体なんだから、無理はしないようにね」

「はい。申し訳……ありませんでした」

　それだけ言うと、母さんは氷まくらを置いて部屋を出て行った。

　……大事な身体からだ、か。

　さすがお偉いさんの息子むすこだけあって、ずいぶん大切に扱われてんだな。

「それにしても、シノミヤさんもユウタ様もご無事で何よりでした。あのマンティコアが倒れているのを見た時は、本当に心臓が止まるかと思いました」

「え？　アクセリアさん、マンティコアとは……？」

「洞どう窟くつでシノミヤさんたちを襲ったモンスターです。覚えてらっしゃいませんか？」

「あ…………」

　四しノの宮みやが、ハッとした表情を浮かべる。

「あの、ライオンのような化け物か……」

「お前、気を失ってたんじゃねえの？」

「ずっと気を失っていたわけじゃない。断片的にだが、記憶が残っている。そうか、お前が、ぼくを……」

　そっと目を伏せ、シーツを握る四しノの宮みや。

　頰ほおがかすかに赤くなっているように見えるのは、俺の気のせいだろうか。

「ところでシノミヤさん、ずいぶん汗もかかれたようですし、よろしければお風ふ呂ろに入られてはいかがですか？」

「あ、ありがとうございます。けど……」

「遠慮するなよ。ちゃんと汗流さないと、また熱がぶり返しちまうぞ？」

「う、うん……それじゃあ」

　きっとスライムの件もあったし、よっぽど気持ち悪かったのだろう。

　珍しく素直に頷うなずいた四しノの宮みやは、旅行用のキャリーバッグを抱えて、風ふ呂ろ場へと向かった。
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「ふう、長い一日だったなあ……」

　ようやく空いたベッドに寝転んだ俺は、溜ため息いきをつきながら天井を見上げた。

「四しノの宮みやに斬きり殺されそうになるわ、モンスターに襲われるわ、ホント散々な一日だったよ」

　ぼやきながら寝返りを打つと、視界の隅に、村唯一のスーパー「一いち文もん字じ商しよう店てん」のレジ袋がチラリと見えた。

「そういや、シャンプーが切れてたから買い足したんだっけ……」

　四しノの宮みやのやつ、綺き麗れい好きそうだから、シャンプーなかったら怒るだろうな。

「しゃーない」

　俺はベッドのスプリングを利きかせて、「よっ」と立ち上がった。




「うおーい、四しノの宮みやー。シャンプー持ってきたぞー」

　脱衣所の前で、俺は詰め替え用シャンプーの袋をぷらぷらと振った。

「返事がねえな。聞こえてねえのか……」

　やむなくドアに手をかける。

「おーい四しノの宮みや、開けるぞー」

　ガラガラガラ。

　ん？

　ドアを開けたところで、妙なものが目に映った。

「あれは……？」

　開けっ放しになった四しノの宮みやのキャリーバッグの中に、レースの付いた女物の下着が何枚も詰め込まれている。

「母さんのバッグと間違えたのか？」

　けど、それだったら風ふ呂ろに入る前に取り替えに行くよな……。

　洗濯籠かごの中を覗のぞき込こむと、女賢者コスに混じって、四しノの宮みやが着ていたシャツと、やはり女物の下着が放り込まれてある。

「あの時穿はいてたやつか……」

　思わず手に取って、まじまじと見てしまう。

　こんな小さい布、穿はいたらいろいろはみ出しちまうだろ……。

　四しノの宮みやのやつ、よくこんなので我慢してたな。

「ん？」

　洗濯籠かごの中にもう一つ妙なものを見付け、俺は再度首を傾かしげた。

「水泳帽……？　何に使ったんだ、こんなもん？」

　泉で水浴びした時か？　けど、こんなもん被かぶってる様子はなかったけどな……。

　不思議に思いながら、水泳帽と下着を洗濯籠かごの中へ戻そうとしたその時──。

　ガラガラガラ。

「え？」

　曇りガラスのドアが開き、中から全裸の美少女が姿を現した。


「───え!?　え!?　え!?」



　長い髪に、ほっそりとした手足。小ぶりな胸は、未成熟な果実のように小さな突起を実らせている。

　この子、どこかで見覚えがあるような……。

「ええと……ど、どちら様で──？」


「い、いやあああああっ!!」



　女の子は、俺が手に持っているものを見ると、真まっ赤かな顔で奪い取ろうとした。

「え、おい！　ちょ、抱き付くなって！　うわっ!?」

[image: ]

　揉もみ合あいになった俺たちは、そのままバランスを崩してひっくり返ってしまう。

「痛ててて……ん？」

　俺の上に乗っかる美少女の姿に妙な既視感を覚え、俺はハッと息を吞み込んだ。

「まさかお前……」

　たしかめる間もなく、鋭いビンタが頰ほおを叩たたいた。
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「痛たたたた……」

　ベッドで頰ほおを押さえていると、俺の隣にパジャマ姿の四しノの宮みやがボスンと腰を下ろした。

「う………」

　やっぱり、まだ怒ってる……よね。

　四しノの宮みやは無言で自分の髪をつかみ、バサッとそれを取り払う。

「お、おい……」

　ウィッグの下から現れたのは、亜あ麻ま色いろの、長い髪の毛だった。

「こうやってね、スイムキャップと組み合わせると、長い髪の上からもウィッグを被かぶれるんだ」

　改めて見ると、なるほどこいつを見て変な気分になったのも当然だと思う。

　風ふ呂ろ上あがりなので、白い肌に毛細血管が薄く透きとおり、なんとも言えない艶なまめかしい熱気を帯びている。

「お前、どうしてそんなことを……」

「君にはもう隠す意味がないから、全部話すよ」

　四しノの宮みやは、静かな口調で語り出した。

「ぼくの名前は『四しノの宮みや櫻さくら子こ』。一いち郎ろうっていうのは、父の名前さ」

　ええと、ちょっと待って。

「お前、男装してない時もその喋しやべり方なのか？」

　美少女でボクっ子とか、スペック高すぎだろ。

「まあね。いつもネトゲで男キャラを使っているから、こっちのほうが自然にしゃべれるんだ」

　おい待て。いまネトゲ言ったか、このセレブ。

「まあでも、なるほどな。それでリリガルドを見て、やたらテンション上がってたわけか……」

「あそこはゲームの世界そのものだからね。今日きようは本当にいい思い出になったよ」

「しかし偉い議員の孫がネトゲなんて……いまいちイメージが結び付かないな」

「仕方ないだろう？　病院の中ではほかにすることがないんだから」

「病院？」

　さらりと口から出た言葉に、思わず驚いて尋ね返す。

「そう。ぼくは小さい頃ころから『慢性骨こつ髄ずい性白血病』で、病院暮らしが長かったんだ」

「は、白血病!?　まさかそれって……有名人が若くして亡なくなったりとかする、あの大変な病気のことか!?」

「そうだよ。まあ、慢性骨こつ髄ずい性白血病の場合、それほど激しい症状が出ない時期のほうが長いんだけどね」

　簡単に言ってるけど、それってめちゃくちゃ大変なことだろ……!!

「一体、いつ頃ごろからそんな病気に……？」

「それが、よく覚えていないんだ。物心付いた時には、もう病院生活さ。小さい頃ころのイヤな記憶というものは、脳が自然と封印してしまうのかもしれないな……」

「そ、そういうもんか……？」

　まあ、かく言う俺も小さい頃ころのことはぜんぜん覚えてないから、似たようなもんなのかもしれないが……。

「けど、ハッキリ覚えていることもあるんだよ。たとえば……いまから五年前、病状が急性期に転化して、骨こつ髄ずい移植手術を受けた時のこととかね」

「五年前……？」

　ん？　待てよ。五年前って言ったら……。

「その時ぼくの治療に当たってくれたのが、佐さ和わ子こ先生さ。あの人は、ぼくの命の恩人とも言える方だ。医者としても人としても、心から尊敬している」

「その手術ってもしかして、十月の半ばころにやったんじゃねえか？」

「？　よく分かったな。佐さ和わ子こ先生から聞いていたのか？」

「いや、別に……」

　けど、まあ事情は分かった。

　あの時、あの人がここに来られなかった事情が……。

「それで、しばらくは症状も寛かん解かいして、ふつうの人と同じような生活ができるようになったんだけど、先日の検査で再発が判明して……」

「再発……ってことは、手術をしたのに治らなかったのか？」

「そうなんだ。だからぼくは、この夏休みが終わったら、もう一度入院しなければならない」

　言葉を区切り、そっと目を伏せる四しノの宮みや。

「入院……か。やっぱ大変なんだよな」

「大変なんてもんじゃないさ。抗がん剤治療が始まると、だるいし気持ち悪いし、口の中全体が口こう内ない炎えんになって、唾つばも飲み込めなくなるんだ。食事のカートの音が聞こえただけで戻してしまうほどの吐き気なんて、君に想像できるかい？」

「そ、そんなに、なのか……」

「ああ。きっと君だったら泣いてしまうと思うよ、あまりにつらくて」

「……だろうな。きっと、泣くと思う……」

　こいつは、そんな苦しい思いをしてきたのか……。

「けど……一番つらいのは、この髪の毛が抜けてしまうことかな。櫛くしをとおした時にバサッと抜け落ちるあの感触は、結構ショックなものだよ」

「ああ…………」

　もう、俺には何も答えることができなかった。

　どんなことを言ったって、実際に同じことを体験していない俺の言葉なんか、薄っぺらい慰めにもならない。

「……勘違いしないでくれ。ぼくは別に、可哀かわい想そうな自分をアピールして悲劇のヒロインぶりたいわけじゃない。むしろ同情なんて、もういい加減うんざりだ」

「ど、同情なんて、そんな……」

　言いい淀よどむ俺の前で、四しノの宮みやがふっと息を吐き出す。

「意地悪な言い方をしてごめん。ただ、病院に行けば、ぼくよりもっとつらい思いをしている人なんていくらでもいる。だからさ、『どうして自分がこんな目に』って思うことはあるけど、『どうして自分だけがこんな目に』って思うことは、あまりないんだよ」

　そう語る四しノの宮みやの目には、何とも形容しがたい複雑な光が宿っていた。

　きっとこの心境に達するまで、俺には想像もつかないほど苦しい葛かつ藤とうがあったのだろう。

「それで、お前はどうしてこの島へ来ようと思ったんだ？」

　ふつうだったら、入院直前は安静にしていたほうがいいはずだ。

「お見舞いにきた祖父から聞いたのさ、この島のことを。最初は半信半疑だったけど、佐さ和わ子こ先生が病院のテラスで三み咲さきさんと電話しているのを聞いて、本当だと確信したよ。そうしたら、居ても立っても居られなくなったんだ」

「お前……よっぽどゲームが好きだったんだな」

「当たり前さ。院内ゲーマーを舐なめないでほしいな。仮に一日のプレイ時間が三時間程度だったとしても、ぼくはいま十六歳だから、人生の二年間はゲームをしてる計算になるんだぞ」

　たしかにそう考えると、筋金入りのゲーマーって感じがするな。

「まあ、それは分かった。けど、アクセリアにプロポーズするのは、いくらなんでもやり過ぎだったんじゃねえか？」

「うん。彼女には失礼なことをしたと思っている。けど、ぼくにはもう一つ、どうしてもやりたいことがあったんだ」

「やりたいこと？　何だそりゃ。結婚か？」

「そうじゃない。魔法だよ」

「魔法？」

「君は魔法が使えるんだよね。そしてそれは、君がアクセリアさんと結婚しているからだと」

「まさか……それも三み咲さきと母さんの電話から？」

「そうだよ。だからぼくは思ったんだ。アクセリアさんと結婚すれば、ぼくも魔法が使えるんじゃないかって」

「お、お前なあ……」

　だからあんな無茶なプロポーズをしたのか。

「結婚すれば男装はすぐに気付かれてしまうだろうけど、どのみち数日も経たてば、この島を離れて二度と会うことはできなくなる。だから、それでも別に構わないと思ったんだ」

「二度と会えないって……そんな、寂しいこと言うなよ」

「事実を述べたまでさ。まあ、アクセリアさんにはとても失礼な話だけどね」

　そう言って、自じ嘲ちようするような笑みを浮かべる四しノの宮みや。

「お前、そこまでして魔法を使ってみたかったのか？」

　実際使えるようになってみると、別にそれほど大したものじゃないぞ？

「実は、ぼくにもよく分からないんだ」

「分からないって、お前……」

「けど、この異世界ユングリングで魔法が使えるって聞いた時、なんだか希望を見み出いだせたような気がした。魔法があるなら、もしかしたら奇跡もあるかもしれないって」

「奇跡、か……」

　とその時、突然パジャマ姿の四しノの宮みやが、ガバッと俺の腕に抱き付いてきた。

「え!?　お、おい……!?」

　肩にぎゅっと額を押し付け、震える声で言う。

「本当はね……すごく怖いんだ。ぼく、もうダメなんじゃないかって。もう助からないんじゃないかって」

「四しノの宮みや……」

　シャツにじわりと冷たいものがにじむ。きっと、泣いてるんだろう。

「ぼく、まだ死にたくない……絶対に死にたくないよ。それって、わがままなのかな……」

　俺は、五年前に別れた親父おやじの姿を思い出していた。

　最後まで俺のことを心配してくれた親父おやじ。けど、親父おやじだってきっと四しノの宮みやと同じように、最後まで死にたくないと念じていたはずだ。

　それなのに、俺は……。

「……あのさ、こんな時に言うのもなんだけど、実は俺、親父おやじを亡なくしてるんだ」

「え？」

「五年前の十月、俺がバカなことをしたせいで、土ど砂しや崩れに巻き込まれて死んじまったんだよ」

「五年前の十月っていうと、ぼくが移植手術を受けた時？」

　俺は黙って頷うなずいた。

　あの日、母さんは仕事で葬儀に姿を現さなかった。

　大事な手術があるって言ってたけど、あれはおそらく四しノの宮みやのことだったんだ。

「俺の親父おやじは助からなかった。けど、お前は助かった。それにはきっと、何か意味があると思うんだ。だから……お前には絶対生きてほしい」

「漆うるし原ばら……」

　ふと目を上げた四しノの宮みやの顔は、いつもの勝気な表情ではなく、年相応の、可愛かわいらしい女の子の表情だった。

「お前、そうしてると結構可愛かわいいな」

「は!?」

　って、やべ！　男としゃべってるような気分で言っちまった！

「い、いや、そうじゃなくて……あ、あのさ。手術が終わったら、お前、またこの島に来いよ」

「え……？　どうして？」

「だって、リリガルドのほうは見たけど、まだ青あお根ね島しまを見てないだろ？　今度は俺が、そっちを案内してやるから」

「……それって……期待しちゃっていいのかな」

「もちろんさ。言っとくけど俺、この島じゃちょっとしたヒーローなんだからな。お前、俺がモンスターやっつけたところ、見てなかっただろ」

　半ば照れ隠しで言う俺の肩に、四しノの宮みやがコツンと、額を乗せる。

「……見てたよ」

「え？」

「君がぼくを助けてくれたところ、ホントは見てたよ」

「そ、そうなの？」

　なんだよ。だったらそう言ってくれりゃいいのに……。

「……今日きようはごめん。君に少し、甘えちゃった。あの時助けてくれたから、またいいかなって思って……」

「別に、それは構わないけど……」

　しおらしい四しノの宮みやを見てると、何とか励ましてやれないかな、という気になってくる。

「あ、そうだ！　あのさ、まだ夏休みはあと一日あるんだから、神聖魔法の治療を受けてみたらどうだ？」

「神聖魔法？　何それ……」

「要するに回復魔法のことだよ。俺の怪け我がも、その神聖魔法で治してもらったんだ。一度試してみる価値はあるんじゃないか？」

「へぇ……そんなものがあるなら……ぜひ！」

「よし。そうと決まりゃ、早速明日あしたリリージョンさんに相談してみよう」

　張り切る俺の様子を見て、四しノの宮みやがくすりと微笑ほほえんだ。

「ところで、君に今度島を案内してもらう時のことなんだけど……」

「ん？　ああ」

「その時は……ぼく、女の子の格好で来るね」

「へ？　あ、うん。いいんじゃねえの？」

　なぜか上目遣いで俺を見上げてくる四しノの宮みや。

　気のせいか、瞳ひとみが熱っぽく潤うるんでいる。

「だからさ……その時はわたしのこと、ちゃんとエスコートしてよね」

「お、おう……」

　とりあえず頷うなずいておいたが、その日の晩は、心臓がドキドキしてなかなか寝付くことができなかった。
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　翌朝、アクセリアと三み咲さき、それから美み羽うさんにも事情を話した俺は、玄関の前で四しノの宮みやが出てくるのを待っていた。

「一いち郎ろうくん、遅いね。準備に手間取ってるのかな」

「あ、ああ……」

　ホントは一いち郎ろうじゃなくて櫻さくら子こなのだが、さすがにそこまで俺の口から説明することはできなかった。

「由ゆう太たさん、昨日きのうは四しノの宮みや氏とずいぶん長い時間お部屋で話をしていたようですが、何かあったのですか？」

「え？　ああ。まあ、神聖魔法のことを教えてたんですよ」

　ウソではない。ウソではないぞ。

「あ、一いち郎ろうくん、来たみたいだよ」

　そうこうしているうちに、ようやく四しノの宮みやが玄関に姿を現した。

「よう、四しノの宮みや。遅かったじゃ──[image: かんたんふぎもんふ]」

　言いかけたところで、俺は絶句する。

　俺だけじゃない、みんなが言葉を失っていた。

　それもそのはず、

「一いち郎ろうくん……どうして女の子の格好してるの[image: かんたんふぎもんふ]」

　リボンの付いた幅広の麦わら帽に、白いワンピース。亜あ麻ま色いろの髪が風に揺れ、スカートに透けた細い脚は小鹿のようにすらりと伸びている。

「お、おい、四しノの宮みや。その格好は……」

「君が言ったんだろう？　女の格好でこいと」

「由ゆう太た！　まさか完全にそっち方向に覚かく醒せいして……!!」

「由ゆう太たさんの節操のなさには、いつも心から驚かされます」

　ちがうっつーの！

「俺が言ったのは、病気が治ってからのことであって……ああ、もう！　四しノの宮みや、ちゃんとみんなに説明してくれよ！」

「仕方がないな。実は──」

　というわけで、四しノの宮みやは昨日きのう俺に語ってくれたことを、アクセリアたちにも説明してくれた。

「シノミヤさん……そのようなご病気を抱えてらしたとは」

「ぐすっ。あたしも全然知らなかったよ。それに、可愛かわいい顔してるな～とは思ってたけど、ホントは女の子だったなんて……」

「あら？　皆さんは、シノミヤさんが男性だと思ってらしたんですか？」

「ふぇ!?　アクセリアちゃんは気付いてたの!?」

「はい。気の流れと申しますか……そういうものが明らかに女性のものでしたので」

　なるほど、それでいろいろと四しノの宮みやの肩を持つ発言が多かったわけか。

　道理でプロポーズも断るわけだよ。

「ところで、ぼくのほうから、もう一つ皆さんに話しておきたいことがあります」

「なに、櫻さくら子こちゃん？」

「まず、アクセリアさんにはいろいろと失礼なことを申し上げてしまいまして、大変申し訳ございませんでした」

「いいえ、お気になさらないでください。別に失礼だなどと思っておりませんので」

「そう言っていただけると幸いです。代わりと言ってはなんですが、ぼくは……漆原くんと結婚することに決めました」


「「「「えええええええええええええええ[image: かんたんふぎもんふ]」」」」



「どどど、どういうこと、櫻さくら子こちゃん!?」

「簡単な理屈です。漆うるし原ばらくんは、アクセリアさんと結婚したおかげで精霊魔法を使えるようになりました。であれば、ぼくが漆うるし原ばらくんと結婚すれば、きっと同じように魔法が使えるようになるはずです」

　うおおおい！　そんな「Ａ＝Ｂ、Ｂ＝ＣならばＡ＝Ｃ」的論理で俺にプロポーズするんじゃねえよ！

「ユウタ様……」

「ひっ!?」

「これは一体、どういうことでしょうか……」

「いや、だから俺は何も悪くないわけでね？」

「昨日きのう、お二人で寝ね屋やを共にしていたと思ったら、そのようなみだりがわしい行為を……」

「違う！　断じて違うから！」

「分かりました。ユウタ様に……お仕置きが必要ということが！　天翔ける精霊たちよ！　銀河の星々を地に墜とし、仮借なき裁きの鉄槌を──」

「ちょぉっと待ったああああああああああ！」

　世界がお仕置きされちゃうううううう！

　なんとかアクセリアの暴走を押しとどめた俺たちだったが、これから向かう診療所でもっと大変な事態が待ち受けていようとは、この時はまだ知る由よしもなかった。







[image: 第十号議案　人体の臀部における門の開閉に関する取扱いについて（依命通達）]







　　　　１




「結論から申し上げますと、わたくしの力では治療は困難です」

　肘ひじ掛かけ椅い子すから立ち上がったリリージョンさんが、無念そうに答えた。

「そう、ですか……」

「櫻さくら子こちゃん、気を落とさないで」

　肩を落とす四しノの宮みやを、三み咲さきが慰める。

「あの、リリージョンさん。先日のように、わたくしが一生懸命踏み付けて差し上げても、治療は難しいのでしょうか」

「効果は期待できませんが、プライベートであればお受けします」

　誰か、先にこの人の病気を治してくれねえかな。

「……汚けがらわしい」

　美み羽うさんが、汚物を見るような目でリリージョンさんを一いち瞥べつする。

「うっ！」

「どうしました、リリージョンさん！」

「いまのセリフを、こちらの黒革のドレスを着た状態でもう一度お願いします」

　そういうサービス提供してねえから！

「やはり踏み付ける程度では難しいですか……あ！　それではベルベリンデにお願いして、モーニングスターで殴ってもらうというのはいかがでしょう☆」

「さすがにそれ死んじゃうって！」

　俺の嫁が予想以上に鬼嫁だった！

「わたしもモーニングスターはさすがに……打撃系よりも緊きん縛ばく系のほうが好みですので」

「そういう問題なの!?」

　この人、マジで底知れねえわ！

「まあ、完治は難しいですが、対症療法的に治療を施すことは可能です。もしもの時は、ご遠慮なさらずわたしを頼ってください」

「は、はい。ありがとうございます」

　おお。なんだかんだ言って、さすがは聖職者だ。

　困っている患者を見捨てないっていう姿勢には、素直に脱帽する。

「ちなみにその際は、ヒールの高い靴を持参されることをおすすめします」

「真ま面じ目めな顔して何言っちゃってんの、あんた!?」

　ほんとタチ悪わりいな、この変態メガネ！

「そんじゃ由ゆう太た、この後あたしはみうみうと学校のお手伝いに行くけど、由ゆう太たはどうする？」

「ああ、すまん。俺は四しノの宮みやを家に送り届けたらそっちに行くよ」

　四しノの宮みやの調査（という名の観光）に付き合ってるあいだ、学校のほうはすっかり美み羽うさんに任せきりになっていた。

　子守り部屋もベルベリンデさんに一人で見てもらっているから、そろそろ戻らないとちょっぴり心配だ。

「これで俺も、ようやく教師業に復帰か」

　そう呟つぶやきながら、診療所を出ようとした、まさにその時のこと。

「大変です、ユウタ殿！」

　ドアをバンと開けて、ベルベリンデさんが診療所に駆け込んできた。

「あ、あれ!?　ベルベリンデさん!?　学校は!?」

「今日きようは休校です！　それどころではなくなってしまいました！」

「え……？　一体何が起こったんですか!?」




「………疫病です」
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　城内に増設された臨時の診療所は、たちまち患者さんでいっぱいになった。

　ベッドが全然足りないので、ほとんどの患者さんは、廊下に布しかれたシーツの上で休んでもらっている。

「はぁ、はぁ……申し訳ございません。これ以上は魔力が……」

　三角木馬にまたがったリリージョンさんが、悲痛な声を上げた。

「もう充分です、リリージョンさん。そこから下りてください」

「いえ、もうしばらくこのままで」

　緊迫感ブチ壊すのやめていただけますかねえ！

　美み羽うさんが、相変わらずゴミを見るような視線をリリージョンさんに向けている。

「最低ですね……」

「あ、少し魔力が回復しました」

　俺もこのぐらいタフだったらなあ。

「ユウタ様、とりあえず皆さんには、手持ちの布きれで口を覆っていただきました」

　美み羽うさんの指示でマスクの代用品を配っていたアクセリアが、ひと仕事終えて戻ってきた。

「サンキュー、アクセリア」

　患者さんたち全員に共通しているのが、咳せきと熱だ。なかには腹痛を訴えたり、ひどい場合は意識が混濁している人や、手足が震えている人もいる。

「ユウタ様、シノミヤさんには青あお根ね島しま村に戻っていただいて正解でしたね」

「ああ。それでなくても病気を抱えてる身だからな」

　廊下に横たわった患者さんたちを一望すると、見知った顔をちらほら見かける。

「あ！　フィレレちゃん！　それに、ルアールさんも！」

　駆け寄ると、フィレレちゃんがうっすら目を開いた。

「コホッ、コホッ！　先生……きてくれたんですね……」

「うん。大丈夫？」

　なわけないか……。

　くっ、こんな時に何もしてやれないなんて……!!

「ふふ。先生……最近、学校へきてくれないので……寂しかった」

「ごめんね。いろいろやることがあったんだよ」

「また……お家うちに、遊びにきて……くれますか？」

「ああ、ぜひ行かせてもらうよ。だから今日きようはゆっくり休んで、早くよくなるんだよ」

「………はい」

　目を閉じたフィレレちゃんは、そのまますうっと眠りに就いた。

「ユウタ殿、このリリガルドで何が起こっているのでしょう」

「すみません、ベルベリンデさん。俺にも、分からないんです……」

　一見インフルエンザなんかと大差ないように見えるが、もしも俺が知らない危険な感染症だったら大変だ。

　リリガルドのみんなはもちろん、俺たち自身も……。

　とそこへ、三み咲さきがバタバタ足音を立てながら駆け込んできた。

「由ゆう太た！　みうみうの許可もらって、佐さ和わ子こおばさん連れてきたよ！」

「ハァハァ……ゆうちゃん、これは一体どういうことなの!?」

「母さん！　俺もよく分からないんだ。急にみんな咳せきで苦しみ始めて……」

　母さんは、患者さんたちをざっと見回してから、アクセリアに尋ねる。

「アクセリアちゃん、これまでにこの地域でこういう病気が発生したことは？」

「いえ、わたくしの知る限り初めてのことです……」

　その返答を聞いて、母さんが呟つぶやいた。

「アウトブレイク……」

「アウト……何？」

　ラノベのタイトル？

「ある期間、ある場所で、通常想定されるよりも多くの患者が発生している状態のことよ。これまで発生したことのない疾患だったら、一件だけでもアウトブレイクと判断することがあるけど、これは……」

　そういや、昔そんなタイトルの映画があったな。

「……とりあえず、ここから先はわたしがなんとかするわ。ゆうちゃんたちは危険だから、お家うちに帰っていなさい」

「は？　そんなこと、できるわけねえだろ！」

「いいから言うことを聞いて！　おそらくこれは感染性の肺炎よ。感染が広がると危険だわ。お願いだから、早く」

「だったらなおさら帰れねえよ。俺も患者さんたちと接触してるんだから」

「う……そ、それは……」

　母さんを困らせていることは、俺にもよく分かっていた。

　けど、親父おやじが死んだ時にも帰ってこなかった母さんが、こんな時だけ母親面づらするのが、俺にはどうしても我慢ならなかった。

「いいから、母さんは早く指示を出してくれよ。手伝いは多いほうがいいだろ？」

「ゆうちゃん……うう……なんて健気な子なの！　ママ感激！（ぎゅううううう♥）」

　いや、そういうのいいから！

「お義か母あ様さま、わたくしも手伝わせてください！　わたくしたちはリリガルドの領主。こんな時こそ、先頭に立って皆のために働かねばなりません！」

「佐さ和わ子こおばさん、あたしもがんばるよ！」

「わたしも、微力ながらお手伝いします」

「ありがとう、みんな……それじゃあ、検査用の尿を採取するから、このカップをみんなに配ってもらえるかしら」

「分かった！」

　受け取ったカップをみんなに回そうとしたところで、アクセリアが頰ほおを引ひき攣つらせた。

「え？　あの……にょ、尿とおっしゃいますと……お小しよう水すいのこと、ですか？」

　ああ、そっか。異世界ユングリングでは尿検査なんてもん、行われてないんだな。

「アクセリア、尿にはいろんな病気の情報が含まれてるんだ。カップの回収は俺がやるから、アクセリアは配るほうを頼む」

「い、いえ！　わたくしも回収のお手伝いをします！」

　胸の前で、グッと握りこぶしを作るアクセリア。

「それではユウタ殿、姫様の聖水はわたしが採取します」

「お前はすっこんでろ、この変態女騎士ィィィ！」

　こうして俺たちは、夏休み最後の、長い長い一日を迎えることになったのだった。
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「ふ～～。喀かく痰たんのグラム染色は陰性……肺炎球菌じゃないみたいね。けど、マイコプラズマやクラミジアにしては症状が重いし、ウイルス性にしても、患者が妙にばらついてる……」

　村の診療所で顕微鏡を覗のぞいていた母さんが、溜ため息いきをつきながら目頭を押さえた。

「ユウタ様、お義か母あ様さまは何をおっしゃっているのでしょう？」

「病気の原因を探ってるんだよ。前に話したろ？　病気ってのは、目に見えない小さな物が身体からだの中で悪さすることによって発生するんだ」

　リリガルドで手洗いを普及させようとした時、チラッと説明したよな。

「ねえ、佐さ和わ子こおばさん、患者がばらついてるってどういうこと？」

「発症者がいる家庭が集落の中に点在していて、地域的な偏かたよりが見られないのよ。単に潜伏期間の問題なのかもしれないけど、空気感染するインフルエンザなんかにしては妙なのよね」

　ふつうの病気じゃないってことか？

「母さん、他に特徴は？」

「しいて挙げるなら、中年の男性患者が比較的多いことくらいかしら」

「中年の、男性……？」

「そうよ。何か心当たりない？」

「う～ん、さっぱりだな……」

　隣で話を聞いていた三み咲さきが、ポンと手を叩たたいた。

「あ！　もしかして、異世界ユングリングには中年のおじさんだけがかかる病気があるとか！」

「あの、ミサキさん。さすがにそのような話、わたくしも聞いたことが……」

　だよな。

「三み咲さきちゃん、別に中年男性だけがかかりやすい病気とも限らないのよ？　もしかしたら、中年男性だけが病気の原因と接触する機会が多かっただけなのかもしれないし」

「なるほど！　ってことは、ここ数日のあいだに中年のおじさんたちが共通でやってることが分かれば、病気の原因もつかめるかもしれないね！」

「あ、もしかして……」

　三み咲さきの言葉を聞いて、アクセリアがハッとした表情を浮かべた。

「ここ数日、男性の皆さん方には学校を建てるお手伝いをしていただいておりましたので、それが関係しているのではないでしょうか……」

　今度は母さんが、腕を組んで「うーん」と唸うなる。

「ねえアクセリアちゃん、その作業に参加した男性の人数って、どのくらいだったか分かる？」

「成人している男性は、ほとんど皆参加していたと思います」

「そっか……いい線いってそうな気がするけど、全然発症の兆きざしがない中年男性も多いのよね。みんな参加しているのであれば、もっと発症者が多くても不思議はないと思うのだけど」

「そう、ですか……」

　一体どういうことなんだ？

　病気の種類が分からないと適切な治療もできないし。このままじゃ、みんなが……。

「──お困りのようじゃの」

「ん？」

　年季の入った声に振り向くと、そこには青あお根ね島しま村の診療所長（と言っても医師は所長さん一人しかいないのだが……）を務めている、王おう城じよう先生が立っていた。

　若い時分は内地で「おうじょうクリニック」という診療所を経営していたそうだが、名前が悪かったのか、患者が寄り付かなかったため、思い切って離島医療の世界に踏み込んだらしい。

「あら、王おう城じよう先生。お久しぶりです」

「やあやあ佐さ和わ子こくん、元気そうじゃの」

「母さん、王おう城じよう先生のこと知ってるの？」

「もちろんよ、先生には大変お世話になったもの」

「由ゆう太たくん、佐さ和わ子こくんはね、君が小さい頃ころここで働いていたことがあったんじゃよ」

「え？　そうだったんですか……」

　子供の頃ころの写真はほとんど残ってないし、親父おやじに聞いてもハッキリ答えてくれないことが多かったから、昔のことはほとんど覚えてないんだよなぁ。

「ふひひっ、その頃ころから佐さ和わ子こくんは美人でなぁ。ナース服を着せようとして、うちの婆ばあさんに二回ほど殺されかけたもんじゃよ」

　しみじみ語ってるけど、ぜんぜん美談じゃねえからな。

「ふ～～。ところで王おう城じよう先生、先生は、今回の件をどうお考えになりますか？」

「ふーむ、そうじゃのう……」

　検査結果をぱらぱらめくりながら、王おう城じよう先生がさらりと答える。

「レジオネラ肺炎……かの」

「レ、レジオネラ肺炎!?」

「母さん、レジオネラ肺炎って何？」

「簡単に言うと、レジオネラ属菌を吸引することで感染する劇症型の肺炎よ。たしかにグラム陰性で、重じゆう篤とくな症状を考えれば積極的に疑う必要がありそうだけど……」

「劇症型っていうことは……やっぱり重い病気なの？」

「ええ。急激に進行する上、有効な抗菌剤も限られているから、適切な治療がなされなければ致死率が五割近くに達すると言われているわ。これは日本脳炎と同じくらいの死亡率よ……」

「そ、そんな危険な病気がリリガルドに!?」

「待って、まだレジオネラ肺炎と決まったわけじゃないわ。たしかにいくつかの証拠はその可能性を示し唆さしてるけど、確定診断できるだけの材料が揃そろってないの。それに、レジオネラ症は感染経路が少し特殊なのよね……」

「感染経路が、特殊？」

「そう。レジオネラ属菌は土壌とか水の中とか、いろんなところに棲せい息そくしてるけれど、人から人へは感染しないと考えられているの」

「人同士では感染しない？　じゃあ、どうやって……」

「彼らは特に温水の中でよく繁殖すると言われているわ。そうして菌が繁殖した水を肺に吸い込むことで、レジオネラ肺炎を発症するの」

　ピンとこない表情を浮かべる俺たちに、王おう城じよう先生が、例を挙げて説明してくれた。

「たとえばじゃな、一九七六年にアメリカで起こった集団感染では、在ざい郷ごう軍ぐん人じん集会が行われたホテルとその周辺で二百人以上の感染者が出ておる。この時は、空調の冷却水の中で繁殖したレジオネラ菌が、目に見えない小さな水滴に乗って飛散したのが原因と推測されておるんじゃ」

　空調か……リリガルドにはねえな。

「ちなみに、この時名付けられた在郷軍人病Legionnaires'diseaseという病名が、レジオネラ菌の名前の由来になっておる。この集団感染が発生した当時は、原因不明の呼吸器感染症とされておったのじゃよ」

「へえ、割と最近見付かった病気なんすね」

　母さんが、深刻そうな表情で頷うなずく。

「逆に言えば、それだけ見付けにくい病気ということよ。臨床症状では、他の肺炎と区別することが困難と言われているから」

「佐さ和わ子こくんの言うとおりじゃ。ただし、レジオネラ菌が繁殖したエアロゾルが発生する場所は、ある程度限られておってのう」

「限られている？　たとえば？」

「よくあるのが、温泉や噴水の近くじゃ」

「温泉に噴水……？　リリガルドにそんなものあったかなあ」

　思わず首をかしげたその時、

「あります、ユウタ様」

「え？」

「数日前、パン屋さんの浴場が営業再開したことを、ユウタ様はお忘れですか？」

「あ……!!」

　そうだ。みんなで行った、あのサウナ……。

「ゆうちゃん、何か心当たりがあるの？」

「パン焼き竈かまどの熱を利用したサウナがあるんだよ。もしかしたら、そこが感染源なのかも……」

「そんなものが、この島に……」

「ぬっふっふ。どうじゃい、佐さ和わ子こくん。わしの見立てどおり、これはもうレジオネラで確定じゃないかの？」

「ふ～～。お言葉ですが王おう城じよう先生、菌が検出されるまでは、確診には早いかと。ただ、レジオネラ菌は培養に時間がかかりますので、このままでは確診を下す前に患者が……」

「待ちなさい。こんなこともあろうかと、ほれ。ここにＥＩＡ検査キットがある」

「え？　こ、これは……レジオネラ菌だけを短時間かつ高感度で検出できる尿中抗原検査キット。なぜこんなものが島の診療所に？」

「なに、うちの村にもサウナがあるじゃろ。いざという時のために用意してあったんじゃよ」

「ありがとうございます。これがあれば、すぐに検査できます」

「由ゆう太たくん、君らはそのパン屋さんに行って、サウナの使用を一時ストップするよう話してきなさい。レジオネラは、発生源を抑えない限り被害がどんどん拡大していく。まだ確定したわけではないが、こういうことは先に手を打っておいたほうがいい」

「あなたたちも、感染しないようくれぐれも注意するのよ」

「うん、分かった！」

　こうして俺たちは、リリガルドのパン屋さんへと走った。
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　話を聞いた親方が、生地を練る手を止め、ぎょっとした表情を浮かべた。

「えっ!?　うちが病気の原因かもしれないですって!?」

　奥さんと娘さんも、不安そうにこちらを見ている。

「いや、まだ可能性の話なんです。ただ、安全が確保されるまで、サウナの営業を一時休んでもらえないかと」

「それは構いませんが……」

「わたくしからもお願いです。仮に病気の原因がここにあったとしても、ニホンの技術できちんと消毒すれば、また使えるようになるそうです。どうか一時のご辛抱を……」

「は、はい。姫様の仰おおせのままに……」

　肩を落とす親方をひとしきり慰め、俺たちはパン屋を後にした。




「ふう。これでひとまず感染が拡大するのは防げそうだな」

　お城へ戻る道中、俺は額ににじんだ汗をぬぐいながら、ホッと溜ため息いきをついた。

　王おう城じよう先生の話を聞く限り、レジオネラ症っていうのは、ほぼ間違いなさそうだ。その感染源を断ったんだから、少なくともこれ以上被害が拡大することはないはず。

「でも不思議だね、アクセリアちゃん。異世界ユングリングではみんな普通にサウナ使ってたはずなのに、こんな病気にかかった人はいなかったんでしょ？」

「え？　はい、そうですね」

「だったらさ、どうして急にこんなことが起こっちゃったのかな」

「うーん。きっと、誰かが菌を持ち込んだんだろ」

「誰が？」

「そ、そんなこと、俺に分かるわけねえだろ……」

「それにさ、もう一つ不思議なことがあるんだ。あたしたちもサウナ使ったのに、病気になってないよね？」

「う……そこはまあ、若さ的なアレで？」

「そっかー。やっぱ若さかー」

　納得したのかしないのか、三み咲さきは腕を組んで「うーん」と唸うなっている。

「ユウタ様、わたくしからも一つお伺いしてよろしいでしょうか？」

「なに？」

「たしか、フィレレさんは熱いのが苦手ですので、浴場を使っていなかったと思うのですが、そのような場合でも、この『れじおねら』という病気にかかるものなのでしょうか？」

「あ…………」

　ちょっと待て、たしかにおかしいぞ。

　レジオネラ症は人から人へ感染しない。であれば、感染源に近付かない限り、うつることはないはずだ。

　それなら、フィレレちゃんはどうしてレジオネラ症にかかった？

「ねえ由ゆう太た、風に乗って菌が広がったってことはない？」

「あ、そっか。たしかに──」

「ユウタ様、フィレレさんのお家うちは漁師ですので、パン屋さんよりも海の近くに住んでおります。日中は海から風が吹いてくるので、その可能性は少ないのではないかと……」

「う………」

　まずいな、もしかしたら病気の原因は、レジオネラじゃないのかもしれないぞ。

「由ゆう太た、佐さ和わ子こおばさんに報告したほうがいいんじゃない？」

「そうだな、一旦診療所へ戻ろう」

　慌てて踵きびすを返しかけたところで、お城のほうから走ってくる人影が見えた。

「由ゆう太たさーん！」

「あれは……美み羽うさん!?」

「どうしたの、みうみう！」

「皆さん、検査の結果が出ました。やはり当初の予想どおり、レジオネラ肺炎で間違いないとのことです！」

「え!?」

　驚く俺たちを見て、美み羽うさんがきょとんとした表情を浮かべる。

「どうしました？」

「いや、いま病気の原因はレジオネラじゃないかもしれないって話をしてたんです……」

　俺は美み羽うさんに、先ほどの議論の経けい緯いをかいつまんで説明した。

「なるほど。たしかにこれまでの情報を総合すると、サウナがレジオネラの発生源とは考えにくいですね」

「由ゆう太た、早く佐さ和わ子こおばさんと王おう城じよう先生に相談しようよ……」

「いえ、お二人はいま、治療が忙しくて対応は困難です」

「じゃあ、俺たちだけで考えるしかないってことか……」

　黙っていれば被害はどんどん広がってしまう。けど、病気の原因はさっぱり分からない。

　くそ。こんな時、どうすりゃいいんだよ……。

「由ゆう太たさん、疫学の基本は地道なデータ収集です。まずは患者の家を訪ねて、ここ数日の状況を調査しましょう」

「美み羽うさん……」

「そうです、ユウタ様。病気にかかった者の家はわたくしが把握しております。ご案内は任せてください！」

「よし……やろう、アクセリア！」

「はい！　わたくしも、妻としてがんばります！」

　こうして俺たちは、元来た道を引き返し、レジオネラ肺炎を発症した患者のいる家を回ることにした。
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「この家も、サウナの利用歴はないようですね」

　メモをめくりながら、美み羽うさんがペンの頭をちょんと唇に当てた。

「もうほとんどの家を回り尽くしたってのに、全然規則性が見えてこねえな……」

　年齢、性別、家の位置、ここ数日の体調、入浴の頻度、水を汲くむ場所、果ては食事のメニューや、最近出かけたところまで事細かに聞いて回っているが、さっぱりヒントとなるものが浮かんでこない。

「たしかに、ここまで規則性が見み出いだせないのも妙です。まるで、ランダムに発症しているかのような……」

「もしかしたら、先日ユウタ様が教えてくださった『ジャンケン』を見た悪魔が、病気にかかる家をグー・チョキ・パーで決めているのかもしれませんね」

　アクセリアが、半ば冗談めいた口調で呟つぶやく。

　異世界で生きてきたアクセリアらしい、おとぎ話のような感想だ。

「はは。悪魔が病気の感染先を決めるなんて、そんなファンタジー世界でもあるまいし……」

　まあファンタジー世界なんだけどね。

「って、ん？」

「どうなさいました、ユウタ様？」

「いや、もしかしたらアクセリアの言うとおりかもしれないと思って」

「まさか由ゆう太た、アクセリアちゃんが言う悪魔を見たとか……」

「……ああ、見たかもしれん」

「え!?　どこどこ!?」

　驚いた三み咲さきが辺りを見回す。

「そんなところにはいねえよ」

「じゃ、じゃあどこにいるの!?」

「たしかめる必要がある。もう一度、患者が出た家を回ってみよう」
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　城内の臨時診療所へ戻ってくると、患者はますます数を増やしているようだった。

　魔力を使い果たしたリリージョンさんが、ベルベリンデさんの通訳で母さんの手伝いをしている。

「ふ～～。こちらの患者さんは症状が重いから、わたしが村の診療所から借りた点滴を打つわ。あなたは、この経口補水液を他の患者さんたちに」

「はい、分かりました」

　とそこへ、俺たちが慌ただしく駆け込んできた。

「佐さ和わ子こおばさーん、感染源が分かったよ！」

　三み咲さきの声を聞いて、母さんがハッと振り返る。

「心配したわよ、三み咲さきちゃん！　やっぱり、感染源はサウナだったの？」

「違うんだ、母さん。サウナじゃなかったんだよ」

「え？　それじゃあ、何が……」

「これさ」

　ポケットから取り出したのは、破れたビニル袋。

「そ、それは？」

「腐葉土だよ」

「ふ、腐葉土!?」

「母さん、最初に言ってたろ。レジオネラ菌は『土壌とか水の中とか、いろんなところに棲せい息そくしてる』って。こいつを配った家には、ほとんどの割合でレジオネラ症にかかった人がいたんだ。けど、これをもらってない家では、ただの一人も発症していなかった」

　俺の説明を聞いた王おう城じよう先生が、納得したように頷うなずく。

「Legionellaレジオネラ longbeachaeロングビーチじゃな」

「え!?　で、ですが王おう城じよう先生！　日本ではほとんど感染例がないはずでは!?」

「あのさ……レジオネラ・ロングビーチって、何？」

　なんか、ずいぶんリゾートチックな名前だな。

「レジオネラ属菌の一種よ。レジオネラ症の八割から九割はLegionellaレジオネラ pneumophilaニユーモフイラという種により発症すると言われているけど、一九八〇年にカリフォルニアのロングビーチというところで、新たな種が見付かったの。それがこの、Legionellaレジオネラ longbeachaeロングビーチよ」

「じゃあ、今回はそれが……」

「どうかしら。たしかにLegionellaレジオネラ longbeachaeロングビーチは腐葉土から分離されることが多いし、オーストラリアではレジオネラ症の八割がこのLegionellaレジオネラ longbeachaeロングビーチによるものと言われているわ。けど、日本ではまだ数件の感染例しか報告されていないし……」

「由ゆう太たくん、腐葉土は一般的な使い方をしている限り、その中に棲せい息そくするレジオネラ菌を吸入してしまう恐れは少ないと考えられておる。何か、お前さんたちの間だけで変わった使い方をした覚えはないかな？」

「か、変わった使い方……？」

　そんなことしたかなあ。単に袋詰めの腐葉土を配って、みんなにこれを使ってと……。

「あ！」

「何か思い当たる節があったかの？」

「腐葉土を配った時、ビニル袋の開け方が分からなくて、袋をナイフで突き破っちゃった人がいたんです。そしたら腐葉土が飛び散って……」

「ふむ……おそらく原因はそれじゃろうな。他にも同じようなことをしてしまった人が何人もおったのじゃろう。腐葉土は、後で回収しておいたほうがいい」

「はい……分かりました」

「ふ～～。何も知識を持たないところから病気の原因をつかんじゃうなんて……この子は天才よ！　天才に違いないわ！（ぎゅうううう♥）」

「お願いだからもう勘弁して!?」

　それにしても……なんてこった。俺がちゃんと袋の開け方を説明しなかったばっかりに……。

　安い腐葉土を選んだのも俺じゃねえか……。

　俺のせいで、みんなが……。

「由ゆう太たさん」

　そばで話を聞いていた美み羽うさんが、俺の肩をポンと叩たたいた。

「今回のことは、誰にも予想し得ないことでした。悔やんでいても仕方がありません」

「は、はい……」

「失敗しないことは大切です。しかしわたしは、失敗しても何度でもゾンビのように立ち上がって頑張る人のほうが、ずっと格好いいと思うようになりました。それを教えてくれたのは、ほかならぬ由ゆう太たさん、あなたです」

「み、美み羽うさん……」

　いや、ゾンビって、美み羽うさんの口からそんな単語を聞くことになるとは思わなかったけど。

「さあ、由ゆう太たさん。わたしたちにできることをやりましょう」

「そうですね……がんばりましょう！」

　だがこの時すでに、俺たちの知らない水面下では、とんでもない事態が進んでいたのだった。
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　診察室を出たところで、母さんが「ふ～～……」と険しい表情を浮かべた。

「どうしたんだよ？」

「まずいわね。レジオネラ肺炎にはペニシリン系やセファロスポリンが効かないから、マクロライド系のクラリスロマイシンとかエリスロマイシンとか、アンナマイシン系のリファンピシンなんかの抗生物質が必要なのよ。一応、王おう城じよう先生が少しは用意しててくれたけど、これじゃぜんぜん量が……」

「ユ、ユウタ様？　お義か母あ様さまは、何の呪じゆ文もんを唱えてらっしゃるのでしょうか？」

「いや、たぶん薬が足りないって言いたいんだろ……」

「そ、それでは、治療ができなくなってしまうということですか？」

「うん……急いで追加の薬を取り寄せるか、患者さんを内地へ搬送しないといけないな……」

　隣で美み羽うさんがメガネのブリッジを押し上げる。

「まだ北小お笠がさ原わら特別保護区域の住民は、法的な位置づけが整理されておりませんので、内地へ搬送するのは困難かと思われます。薬を取り寄せることは可能かもしれませんが、時間がかかってしまうのと、もう一つ問題が……」

　美み羽うさんが声のトーンを落としたその時、

「お困りのようですね」

　ブーメランパンツの上に全身網タイツを穿いた変態が姿を現した。

「悪化しとる[image: かんたんふ]」

「ひっ!?　へ、変態！」

「ミサキさんに用意していただいたこの紳士服のおかげで、魔力がすっかり回復しました。それどころか、眠っていた力も目覚めたようです。ふぅ～～（熱い吐息）」

　恍こう惚こつとした笑みを浮かべるリリージョンさん。

　ヤバい、マジで怖い。あと、三み咲さき絶対ぶっ飛ばす。

「し、神聖魔法って、ゆうちゃんの怪け我がを治したっていう、あれのこと？」

「う、うん」

　あれを神聖と呼んでいいのかどうか、大いに議論の余地はあると思うが。

「この聖衣網タイツの食い込み具合……身体からだの奥底から、深い信仰心が湧わき上がってくるようです」

「いや、おかしいでしょ」

「さあ、若君！　わたしにご指示ください！　いまならここにいる患者さんたちも、たちどころに治癒してみせましょう！」

「ユウタ様、ここはひとつ、リリージョンさんの力に頼ってみてはいかがでしょうか」

「う、うん、そうだな。いいかい、母さん？」

「よく分からないけど、ほかに手立てがないのなら、頼むしかないわね……」

「よし、それじゃあリリージョンさん、お願いします！」

「かしこまりました。ではウモリさん、早速この聖なるロウソクと聖なるムチで、わたしを激しく折せつ檻かんしてください」

「な、なぜわたしが……!?」


「ビジュアルです」



　言い切った!?

　まあ、なんか分かるけど！

「こんなものを、男の人に使うなんて……」

　ロウソクとムチを手に、真まっ赤かな顔で震える美み羽うさん。

　この人、どっちかっつーとＭっ気のほうが強いような気がするんだけど、気のせいかな。

「ミウさん、わたくしからもお願いいたします。リリガルドの民を救えるのは、あなたしかいらっしゃらないのです」

「ア、アクセリアさん……」

　いや、そんなこともないでしょ。
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「さあ、お願いします、ミウさん！」

「分かりました……」

　美み羽うさんがこくりと頷うなずき、手に持っているロウソクとムチを眺める。

　目の前には、四よつん這ばいで期待に頰ほおを紅潮させるイケメンメガネが。

　なんぞ、これ……。

「ええと……これは、お尻しりにさせばよろしいのですか？」

　ブスッ。


「あひぃぃぃん♥」



　違うから！　そういう道具じゃねえから！

　でも、いいのかな!?　実は正しいのかな!?

「な、なんでしょう、いままで感じたことのない不思議な感情が芽生えてきました。お腹なかの辺りが、かすかに疼うずくような……」

「正気に戻って、美み羽うさん！」

「ふぉぉぉぉ！　わたしも力が漲みなぎってきました！　その調子でお願いします、ウモリさん！」

　ケツからロウソク生やした変態が、なんかおかしなことを叫び始めた。

「分かりました。では……」

　黒いタイツに包まれた脚を上げ、ターゲットをロックオンする美み羽うさん。

　まさか、あのケツにささったロウソクを……？

「ダメだ、美み羽うさん！　そんなことをしたら、こちら側に戻ってこられなくなる！」

「うふ、うふふふ……（ハァハァ）」

　うん。どうやらもう手遅れっぽい。

「いきます……六ろつ根こん清しよう浄じよう────ッ!!」

「美み羽うさぁぁぁぁぁん！」

　と、その時だった。




「──ちょっと待った！」




　カツン、と響いたかかとの音に、美み羽うさんがピタリと脚を止めた。

「……どなたですか？」

　ひょろりとした体たい軀くに、しわだらけのスーツ。ネクタイは解ほどけかけ、乱れた髪と無精ヒゲがどこか不健康そうな印象を与える。

「初めまして。オレは、こういうもんですよ」

　差し出された名刺には、【内閣官房内閣情報調査室国内部門調査員　藤白浩二】と書かれてある。

「内閣官房の、藤ふじ白しろ……さん？」

　名刺を見た美み羽うさんが、訝いぶかるように眉まゆをひそめた。

「なぜ内調の方がこんなところへ？」

「いやー、ちょっとね、お願いしたいことがあって来たんですよ」

「お願い……とは？」

「その神聖魔法ってやつで治療するの、悪いけどやめてもらいたいんですよね」

「は？　すみません。それはどういう──」

「いやね、厚こう労ろう省しようの連中から言われちゃったんっすよ。その魔法による治療は『医業』に当たるから、医師の資格を持ってないやつはやっちゃいけないんだって」

「はあ!?　神聖魔法を使うのに医師の資格が必要!?」

　驚く俺たちをよそに、美み羽うさんは一人、事情を察した様子だった。

「なるほど、厚こう労ろう省しようはそうきましたか……」

「どういうことなんですか、美み羽うさん？」

「医師法第十七条では『医師でなければ、医業をなしてはならない』と規定されています。彼らは神聖魔法による治療が、その『医業』に当たるので、医師の資格を持たないリリージョン氏が行うことは医師法に抵触すると言っているのです」

「い、『医業』って何すか？　リリージョンさんの本来の仕事は僧そう侶りよですし、神聖魔法で金かね儲もうけしてるわけじゃないから、誰かにとやかく言われる筋合いはないと思うんですけど……」

「『医業』とは、昭和二十八年十一月の最高裁決定で『反復継続の意思を以って医行為をすること』と示されております。したがって、営利を目的とするかどうかは無関係なのです」

「つ、つまり、金を取ろうが取るまいが、医者じゃないのに治療を繰り返し行おうとすれば、法律違反になるってわけですか……」

「おおむねそのとおりです。ただ、わたしから藤ふじ白しろ調査員に何点か質問があります」

「え、質問？　まいったな～。オレに答えられるかな～」

「議論に時間をかけるつもりはありませんので、単たん刀とう直ちよく入にゆうに伺いましょう。この北小お笠がさ原わら特別保護区域は、まだ日本国内と考えるか否いなかについて結論が出ていなかったはずです。その状況で国内法を適用するのは時期尚しよう早そうと思いますが」

「あーあー。そこから聞いちゃう？」

「答えてください」

　美み羽うさんの鋭い視線に、藤ふじ白しろ調査員は頭をボリボリ搔かきながら肩をすくめる。

「そのことなんだけどさぁ。まあ、実はオレがここに来たのはそっちのほうが本題なんだけどね、なんつーか……答え、出ちゃったのよ」

「え？」

　美み羽うさんが、一瞬驚いた表情を浮かべた。

「国内法の適用を前提に話しているということは、この特別保護区域を日本国内と考える方向で整理がついた、ということでよろしいのでしょうか」

「ご明察。さすがは総務省の秘ひ蔵ぞつ子こっさん」

　え、マジで!?

「美み羽うさん！　ここが日本の一部になるってことは、これまでみたいにいろんな問題が棚上げされるんじゃなくて、ちゃんと国が俺たちのために動いてくれるようになるってことですよね！」

「…………」

　しかし美み羽うさんは、黙ったまま何も答えようとしない。

「ど、どうしたんですか、美み羽うさん？」

「妙です。あの藤ふじ白しろ調査員の態度は、とてもわたしたちに対して友好的とは思えません」

「鋭いね～、烏う森もりちゃん」

「あなたから『ちゃん』付けで呼ばれるいわれはありません。何を企たくらんでいるのか、早く話してください」

「オーケーオーケー」

　藤ふじ白しろ調査員は、両手を上げて降参のポーズを示しながら、ふんと鼻を鳴らした。

「オレは女性も仕事も焦じらすのが得意じゃないから、さっさと答え言っちゃうけどさ。オレらがいるこの場所、『不法埋立地』ってことになったから」

「は？」

「聞こえなかったかい、漆うるし原ばら由ゆう太たくん？　つまりね、そこにいる君の可愛かわいいお嫁さんやその仲間たちは、みんな不法埋立地を占拠する無国籍者ってことになっちゃったのよ」

「な……な……」

　何だってえええええ!?




　　　　５




　藤ふじ白しろ調査員の言葉に、美み羽うさんがグッと唇を嚙かみ締しめた。

「うかつでした。そういう解釈がなされる可能性のあることを、あらかじめ想定しておくべきでした……」

「ど、どういうことなんですか、一体!?」

「あ～、そこはオレから説明しよう。漆うるし原ばら由ゆう太たくん、君は『国家の三要素』ってのを知ってるかい？」

「こ、国家の三要素？　いえ、分かりません……」

「悪い悪い、そこは落ち込まなくていいよ。オレも最近勉強したばっかだから。あのね、国際慣習法では、国として承認されるために三つの要件を満たす必要があると考えられているんだよ。それが、『領域・住民・実効支配』の三つさ」

「領域・住民・実効支配……って、あれ？　でもそうしたら、このリリガルドも満たしてるんじゃないですか？　土地もあるし、住民もいるし、ちゃんと領主もいますよ？」

「だよなぁ。オレも最初はそう思った。けど、そうじゃないんだな。実はその三つの中で、一つだけ足りないものがあるんだ」

　え？　ど、どれだ？

　土地もある。人もいる。支配してる……っていう言い方はイヤだけど、ちゃんとリリガルドのみんなは俺たちのことを領主と呼んでくれている。一体何が欠けてるって言うんだ。

「はい、時間切れー。正解は『領域』でした」

「りょ、領域？　いや、おかしいですよね。それじゃあ、いまこうして俺たちが立ってる場所はなんだって言うんですか」

「──人工島」

　それまで黙っていた美み羽うさんが、静かな声で答えた。

「じ、人工島？　それってふつうの島とは違うんですか？」

「『島』とは、海洋法に関する国際連合条約第百二十一条第一項で『自然に形成された陸地』と規定されています。逆に自然に形成された陸地でなければ『人工島』と解釈されます」

「え？　で、でも、この土地だって自然に作られたものじゃ……」

「違うだろ、漆うるし原ばら由ゆう太たくん」

「ち、違うって、何が？」

「この土地は、禁きん呪じゆだかなんだかを使って、人為的にこの場所へ移されてきたものだ。これってよその場所から土ど砂しやを運んで島を作るのと、本質的に何が違うんだって話さ」

「あ………」

「由ゆう太たさん、先ほどの国連海洋法条約第十一条では、『人工島』は『海岸の一部を構成するもの』とみなされていません。つまり、この土地が人工島であると判断されれば、領域として認められないことになってしまうのです」

「そ、そうか。だからリリガルドは領域を持っていないってことになってしまうんだ……」

「まあ妥当な判断だろ？　もし魔法で運んできた島を領土と呼んでいいことになったら、禁きん呪じゆとやらでどんどん土地を転移させちまえば、好きなだけ領海を広げられることになっちまう」

「た、たしかにそうですが……」

「さて、ここからが問題だ。この地域が国家として認められない以上、ここは日本の中ってことになる。その点はオッケーだね？」

「は、はい」

「で、日本には公有水面埋立法っていう古～い法律がある。その中で、埋立地を作ろうと思ったら、事前にちゃーんと許可をもらわなきゃいけないっていう決まりがあるんだ」

　要するに俺たちは、許可をもらわずに埋立地を作ってしまったのと同じってわけだ。

「許可をもらわずに埋立地を作ったら、どうなるんですか？」

「元に戻してもらう」

「はぁ!?」

「いや、怒らないでくれよ。ちゃんと法律にそう定められてるんだから」

「け、けど、そんなの不可能じゃないですか！」

「だよねー。まあオレもそう思うよ」

「じゃあ──」

「けどね、昔の人もバカじゃないよ。そういう場合のこともちゃんと考えて法律作ってたんだ。それが、これ」

　言いながら、藤ふじ白しろ調査員はパソコンからプリントアウトしたコピー用紙を俺に手渡した。

「な、なんですか、この古文みたいな文章は……？」

「いま話してる公有水面埋立法だよ。ほらここ、第二条と第三十五条。あと、第三十六条も読んでみて」





第二条　埋立ヲ為サムトスル者ハ都道府県知事（地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項ノ指定都市ノ区域内ニ於おいテハ当該指定都市ノ長以下同ジ）ノ免許ヲ受クヘシ

第三十五条　埋立ノ免許ノ効力消滅シタル場合ニ於おいテハ免許ヲ受ケタル者ハ埋立ニ関スル工事ノ施行区域内ニ於おケル公有水面ヲ原状ニ回復スヘシ但シ都道府県知事ハ原状回復ノ必要ナシト認ムルモノ又ハ原状回復ヲ為スコト能ハスト認ムルモノニ付埋立ノ免許ヲ受ケタル者ノ申請アルトキ又ハ催告ヲ為スニ拘かかわラス其そノ申請ナキトキハ原状回復ノ義務ヲ免除スルコトヲ得

２　前項但書ノ義務ヲ免除シタル場合ニ於おいテハ都道府県知事ハ埋立ニ関スル工事ノ施行区域内ニ於おケル公有水面ニ存スル土ど砂しや其そノ他ノ物件ヲ無償ニテ国ノ所有ニ属セシムルコトヲ得

第三十六条　第三十二条第一項及前条ノ規定ハ埋立ノ免許ヲ受ケスシテ埋立工事ヲ為シタル者ニ関シ之これヲ準用ス






　って、読めるかー!!

　なんでカタカナなの!?　せめて漢字と平仮名にしてよ!!

「どう？　分かった？」

「分かりません！」

「だよなー。オレも解読するのに時間かかったもん。だからまあ結論だけ言っちゃうと、実はこの法律、許可なく作られた埋立地は、国のものにしていいってことになってんのよ」

「ええっ!?」

　国のものにしていいって、それじゃあリリガルドのみんなは……。

「さて、ここで賢い君たちに提案です。官邸は……まあ要するにオレたちのボスは、そこの可愛かわいいエルフちゃんと、あっちの面白い格好した色男さんを国の施設で保護させてもらえれば、魔法による治療も認めるし、ここの土地を召し上げるのも勘弁するとのたまってます」

　美み羽うさんが、緊張した面持ちで俺の前に立った。

「由ゆう太たさん、気を付けてください。国の施設で保護するというのは建前上の表現です。もし認めれば、一生自由を奪われる恐れがあります」

「ひどいこというなー、烏う森もりちゃん。まあ実際、おおむねそんなとこなんだろうけどね」

「それじゃあ……もし、あなた方の申し出を断ったら？」

「いや、別にひどいことはしないよ？　ちゃんと必要なお薬は島の診療所に届けてあげるし、なんならお医者さんだって、優秀な人を手配してやるさ」

　え？　な、なんだ、ちゃんとそこまで手を貸してくれるのか。

「そ、それなら……」

「待ってください。そこには一つ問題があります」

「……何か不満かい、烏う森もりちゃん？」

「医療費の問題があります。通常、医療費は公的医療保険制度により二割から三割程度の自己負担で済みます。また、医療費が高額となった場合には高額療養費制度もありますので、被保険者には過度な負担が強いられないような仕組みになっています」

「さすがよくお勉強してるねえ、優等生くんは」

「ですが特別保護区域の住民は、現状国民健康保険に加入しておりません。したがって、日本の医療機関を利用すれば、高額の医療費負担が発生してしまいます。その点について、そちらはどのようにお考えですか？」

「へっ。さあねえ～、生活保護とか使ってなんとかするんじゃねえの？　オレは厚こう労ろう省しようの人間じゃないから、そこまでは知らないけどさ」

「くっ、あなた方は……」

「み、美み羽うさん。いまの話は……？」

「このままでは、特別保護区域の住民は住む土地を失い、国から支援を受けて生活することになります。それが果たして、彼らの幸福につながるかどうか……」

　な、なんてこった……!!

「藤ふじ白しろさん！　俺には法律のことはよく分かりませんけど、いくらなんでも乱暴なんじゃないっすか!?」

「別に乱暴じゃないでしょ。考えてもみなよ。オレらは大切な税金を使って、ここの皆さんの生活を支援しますって言ってんのよ？　だったらさ、納税者の皆さんにその分の見返りがあったとしても、バチは当たらないんじゃねえの？」

「う……ぐ………」

「そちらさんになんの事情があったかは知らないけど、『法律に違反して勝手に日本へきました。助けて欲しいです。でもなんの代価も払いません』じゃ、世の中通じないと思うよ」

　くそっ！　分かってる。向こうの言ってることはたしかに正論だ。

　けど……。




「分かりました」




　突然アクセリアが、つかつかと藤ふじ白しろ調査員の前に歩み出た。

「ア、アクセリア？」

「わたくし、あなた方の保護を受けることにいたします」

「ちょ、ちょっと待てよアクセリア！」

「そうです、アクセリアさん。いま話したとおり、それではあなた方の将来が──」

「リリージョンさん、あなたにまで迷惑をかけてしまいますが、よろしいですか？」

「もちろんです、姫様。なんでしたら、拘束されても構いません」

　こいつが登場すると、話がこじれるなあ！

「ど、どういうつもりだ、アクセリア。俺はそんなの認めねえぞ」

「申し訳ございません、ユウタ様。夫の言うことを聞かないなんて、わたくし妻失格ですね」

　ふっと寂しげな笑みを漏らすアクセリア。

「そ、そういうことを言ってるんじゃ……」

　言い争う俺らを見て、藤ふじ白しろ調査員がやれやれと首を振った。

「麗うるわしい夫婦愛だねえ。おじさん独身だから、うらやましいよ」

「か、からかわないでください」

「いや、本音よ？　ま、もめてるみたいだから、話がまとまったら、そこの名刺に書いてあるケータイ番号に電話してちょうだいな。期限は、そうだな……明日あしたの朝までってことで」

　それだけ告げると、藤ふじ白しろ調査員はくるりと背を向け、部屋を出て行ってしまった。

「──ったく。だからオレにはこの仕事向いてねえっつーの……」

　去り際、何か呟つぶやいていたようだったが、俺らが気付くには、その声はあまりにも小さすぎた。




　　　　６




「くそっ、一体どうすりゃいいんだ……」

　自宅のリビングで、俺は思わず頭を抱えた。

「由ゆう太た、大変なことになっちゃったね……」

　さすがの三み咲さきも元気がない。

「ユウタ様、やはりここはわたくしが──」

　アクセリアが言いかけたその時、

　ガチャリ。

「ただいま」

　白衣を着た母さんが、美み羽うさんとリリージョンさんを連れて家に帰ってきた。

「あれ？　リリージョンさん、青あお根ね島しま村に入っても大丈夫なの？」

「漆うるし原ばら先生の助手という名目で許可をもらいました」

　初めて日本家屋に足を踏み入れたリリージョンさんが、息を吞んで室内を見回す。

「ここが若君のご邸宅ですか。なるほど、まるで神の宮だ」

　ご邸宅なんて大層なもんじゃねえけどな。

「ところで母さん、診察のほうはいいの？」

「ふ～～。残念だけど、薬がないからこれ以上わたしたちにできることはないわ。それよりも、分かったことがあるの」

「分かったって、何が？」

「あの藤ふじ白しろってやつが、ここに送られてきた理由よ。国のシンポジウムとか厚こう労ろう省しようの会議なんかで知り合った医官に、こっそり聞いてみたの」

「さっすが佐さ和わ子こおばさん！」

「で、その人たちは何て？」

「裏で動いてるのは、どうやら製薬会社みたいね」

「製薬会社？　って、薬を作ってる会社のこと？　そんな人たちが、今回の件にどんな関係があるの？」

「簡単なことよ。現在、レジオネラ症のような細菌感染症は、抗菌薬が最も強力な治療手段になっているわ。でも、もし他に有効な治療手段があると分かったら……」

「抗菌薬を、使わなくなる……？」

「そのとおりよ。抗菌薬は決して万能じゃないわ。副作用もあるし、病原性のない細菌まで減少させてしまう。おまけに薬剤耐性菌が発生するリスクを常に抱えているから、そんな抗菌薬を使わなくてもいい治療方法が見付かれば、みんなすぐにそっちへ飛び付くでしょうね」

「でも、それって別にいいことなんじゃない？」

「患者にとってはいいことずくめでしょうね。けど、損をする連中もいるのよ」

「あ………」

　それが製薬会社ってわけか。

　リリージョンさんが、眉み間けんにしわを寄せて溜ため息いきをつく。

「教会と同じですね。彼らもポーションのレシピを独占して、巨額の利益を上げていました。それらの利益は、多くの場合、政治目的で使用されていたと聞きます」

「彼らは大きな組織票を持ってるから、政治の世界にも顔が利きくわ。ましていまは衆院選間近。このタイミングでロビー活動をすれば、大臣だろうが官房長官だろうが、無む下げには扱えないでしょうね」

「そんな理由で……」

「そんな理由、とも言えないわよ。製薬会社で働いている人はたくさんいるもの。その人たちが路頭に迷ったら、彼らに養われている家族は一体どうすればいいと思う？」

「む……ぐ………」

　事情は分かる。分かるけど……。

「ところでお義か母あ様さま、患者さんたちの様子はいかがですか？」

「ふ～～。思わしくないわね。レジオネラ肺炎は、適切な治療をほどこさなければ一週間程度で死に至ると言われているわ。どの患者も、分刻みで病状が悪化している状況よ」

「ねえ由ゆう太た、リリージョンさんのポーションで、体力だけでも回復させてあげられないかな」

「それはやめたほうがいいでしょう」

　突然、美み羽うさんがピシャリと言い放った。

「みうみう……どして？」

「ポーションは薬事法第二条第一項第二号に規定された『人又は動物の疾病の診断、治療又は予防に使用されることが目的とされている物』に該当します。同法第二十四条では『薬局開設者又は医薬品の販売業の許可を受けた者でなければ、業として、医薬品を販売し、授与』してはならないと規定されておりますので、下へ手たに投与すると薬事法違反となる恐れがあります」

「うう……みうみう、日本語でおｋ」

「要するに、神聖魔法と同じで、厚こう労ろう省しようの判断により薬事法違反とされる可能性が高いということです」

「はうぅ……」

　くそっ！　これってもう完全に詰みじゃねえのか？

　法律では、向こうのさじ加減で俺たちをどうにでも料理できる。

　簡単に言っちまえば、俺たちはゲームマスターと戦おうとしてるプレイヤーみたいなもんだ。

　そんなの、まともに考えて勝ち目なんかありっこない。

「こうなったら、転移魔法を使って薬だけでも取り寄せるか。俺とアクセリアは一度内地に行ってるから、いまならひとっ飛びで往復できるはず……」

「ですが由ゆう太たさん、藤ふじ白しろ調査員との話の中でも触れましたが、特別保護区域の住民には医療保険が適用されないため、薬の購入費は大変な負担になります。村の診療所が肩代わりしたとしても、この小さな村に、そこまでの財力があるかどうか……」

「うぐ………」

「ユウタ様」

　不意にアクセリアが立ち上がった。

「これ以上、わたくしの領民たちを苦しませるわけにはいきません。わたくし、フジシロさんのところへ行きます」

「だ、だめだよアクセリアちゃん！」

「そうです、アクセリアさん。まだほかに有効な手立てがあるかもしれません」

　突然、床板がボコッと外れて女騎士が姿を現した。

「姫様、わたしも反対です。どうしてもとおっしゃるのであれば、ユウタ殿を倒してから行ってください！」

　俺かよ！

「けどゆうちゃん、このままでは患者さんたちの命が危ないわ。たしかにじっくり考えれば何か方法があるのかもしれないけど、医者としては患者さんの命を最優先に考えたいわ」

「うっ………」

　タイムリミットは、刻一刻と迫っている。もはや足踏みしている時間はない。

「ユウタ様、短いあいだでしたが、本当にありがとうございました。わたくし、ユウタ様の妻になれて、本当に幸せでした」

「アクセリア……ちょっと待ってくれ、お前が行くなら、俺も行く！」

　思わず立ち上がったその時、誰かが俺の肩をぐいっとつかんだ。

「それは困るな、漆うるし原ばら由ゆう太た」

　え？

　振り返った先には、白いワンピースを着た可か憐れんな女の子が。

「お前は……四しノの宮みや櫻さくら子こ!?」

「あ、櫻さくら子こちゃん。体調は大丈夫？」

「あまり良くはないけど、そうも言っていられない状況かな」

「四しノの宮みや、こんな時に何の用だ？　悪いがいまそれどころじゃ──」

「待つんだ、漆うるし原ばら由ゆう太た。ぼくに考えがある」

「考えって、なんだよ」

「都知事を動かすんだ」

「え!?　都知事を!?」

　なんだってまた、急に都知事が出てくるんだ？

「さっき、公有水面埋立法の条文を三み咲さきさんから見せてもらった。君は、あれをちゃんと読んだのか？」

「い、いや、ちゃんとは読んでない……」

　四しノの宮みやは、「はぁ～」とわざとらしく溜ため息いきをついた。

「これだから君は、ぼくが女だということにも気付けないんだ」

「そ、それとこれとは関係ねえだろ!?」

「ほら、ここを読んでみろ」





第三十五条　埋立ノ免許ノ効力消滅シタル場合ニ於おいテハ免許ヲ受ケタル者ハ埋立ニ関スル工事ノ施行区域内ニ於おケル公有水面ヲ原状ニ回復スヘシ但シ都道府県知事ハ原状回復ノ必要ナシト認ムルモノ又ハ原状回復ヲ為スコト能ハスト認ムルモノニ付埋立ノ免許ヲ受ケタル者ノ申請アルトキ又ハ催告ヲ為スニ拘かかわラス其そノ申請ナキトキハ原状回復ノ義務ヲ免除スルコトヲ得

２　前項但書ノ義務ヲ免除シタル場合ニ於おいテハ都道府県知事ハ埋立ニ関スル工事ノ施行区域内ニ於おケル公有水面ニ存スル土砂其ノ他ノ物件ヲ無償ニテ国ノ所有ニ属セシムルコトヲ得






　隣から覗のぞき込こんでいた美み羽うさんが、驚きに目を見開いた。

「こ、これは……」

「さすが烏う森もりさん。もう気付いたみたいだね」

「え？　美み羽うさん、どういうこと？」

「この、傍ぼう線せんを引いた箇所をご覧ください。たしかに条文の末尾では埋立地を国に所有させることができるとありますが、その主語となっているのは『都道府県知事』です」

「へ？　国のモノにするのに、それを決めるのは都道府県知事なんすか？」

「そうです。藤ふじ白しろ調査員はまるで自分の判断でそれを決められるかのように話しておりましたが、あれも彼の話術ということでしょう」

　あの野郎……飄ひよう々ひようとした態度で、実はとんでもない食わせ者だったってわけだ。

「けど、さすがに都知事を動かすなんて……」

　四しノの宮みやが、長い髪をかき上げながら、呆あきれたような表情を浮かべる。

「おいおい、ぼくが誰の孫か忘れたのかい？」

「へ？　誰のって……まさか」

「都議会のドンと言われる祖父の力を、甘く見てもらっては困るね。祖父なら知事も動かせるし、国の政治家にも顔が利きく。なんたって、選挙で実際に票固めに動くのは、都議や区議の人たちなんだから」

「それじゃあ、お前が、お祖じ父いさんを説得してくれるのか？」

「できるとは確約できないが、努力はしてみる。感謝してくれよ？　きみがアクセリアさんと一緒にどこかの施設へ軟禁されてしまったら、きみと結婚して魔法を使えるようになるという夢がかなわなくなってしまうからね。ごほっ、ごほっ！」

「四しノの宮みやさん！」

　母さんが、慌てて四しノの宮みやに駆け寄った。

「だ、大丈夫です、佐さ和わ子こ先生。少し座れば……」

　そう言って、四しノの宮みやがゆっくりとソファに腰を沈める。

「無理をしちゃダメよ。あなたは明日あしたから入院なんだから。ここで体力を消耗したら、手術ができなくなってしまうわ」

「四しノの宮みや……本当に大丈夫なのか？」

「漆うるし原ばら由ゆう太た、見てのとおり、ぼくには時間がない。先ほどの話だと、転移魔法というのを使えば一瞬で東京に行けるのだろう？　早くそれを使って、祖父のところへ」

「ああ。それじゃあアクセリア、早速転移魔法を──」

「ユウタ様、わたくしはシノミヤさんの意見に反対です」

　俺の言葉に、突然アクセリアが異を唱えた。

「え？　ど、どうして……？」

「転移魔法は、魔法の素養がない方ですと、肉体にかなりの負担を強いられます。いまのシノミヤさんの状態では、非常に危険です」

「な、何だって!?」

　じゃあ、もし転移魔法を使ったら、四しノの宮みやは……。

「いや、それでも構わない」

「四しノの宮みや!?　お前、話聞いてなかったのか!?　もうすぐ手術もあるんだろ!?」

「そうよ、四しノの宮みやさん！　わたしも主治医として、そんなこと絶対に認められないわ！」

　母さんも、必死の剣幕で押しとどめようとする。

　だが、

「行かせてください、佐さ和わ子こ先生。ぼく、分かってるんです、また骨こつ髄づい移植手術しても、うまくいくかどうか、誰にも分からないって。だったら、いまぼくにしかできないことを、いまここで成し遂げたい」

「四しノの宮みやさん……」

　黙って話を聞いていたベルベリンデさんが、床下からおもむろに一本の剣を取り出した。

「シノミヤ殿、これを使われよ」

「それは……触手剣!?」

　って、何でいまそれを!?

「ご存じのとおり、触手剣は使用者の動作をサポートしてくれます。それだけでも身体からだの負担はぐっと減るはずです。鞘さやだけ使って、剣はここに置いていけばいい」

「ベルベリンデさん……」

「そ、それは何なの、ゆうちゃん？」

「いや、えーと……」

　非常に説明しづらいアイテムなんだが……。

「佐さ和わ子こ先生、下がっていてください。一度使ったことがあるので、大丈夫です」

　四しノの宮みやが剣を掲げ、叫んだ。

〝鎧化アムド！〟

　直後、鞘さやが無数の触手と化し、四しノの宮みやの身体からだに絡からみ付ついていく。

「な、ななななな!?」


「あ……んんっ！」



　手足を縛り上げた触手は、そのまま胸元やスカートの中へと滑り込んでいった。

「ユウタ様はこれ以上見てはいけません！」

　すぐにアクセリアに目を塞ふさがれてしまったが、響き渡る喘あえぎ声に、思わず前かがみになってしまう。

「はぁはぁ……も、う……大丈夫」

　全身を触手で覆われた四しノの宮みやは、上気した顔で荒い息をついていた。

　ホントに、これ作ったやつ天才だろ。

「さて、問題は誰が四しノの宮みやと一緒に行くかだけど……」

　当然、俺とアクセリアは一緒に行くとして、

「由ゆう太たさん、わたしも行きましょう」

「美み羽うさん……たしかに来てもらえれば心強いですけど、身体からだに負担がかかりますよ」

「構いません。法令に関係する話となった場合、わたしが対応します」

「ふ～～。それじゃあ、わたしも同行させてもらおうかしら」

「ちょっ、母さんまで付いてくる必要はねえだろ」

「わたしはこの子の主治医よ。何かあった時、わたしがいなければ危ないわ」

「む……たしかにそうか」

　今度はリリージョンさんが、立ち上がって俺に詰め寄ってきた。

「若君、それでしたら、わたしも一緒にお願いします」

「え？　リリージョンさんまで？」

「わたしはサワコ殿の助手です。それにわたしは神聖魔法の使い手。転移魔法で消耗することはありません」

「なるほど。肉体に負担がかからないんでしたら、問題なさそうですね」

「ゆ、由ゆう太た、あたしは……!?」

「三み咲さきはこっちに残っていてくれ。リリガルドのことは、お前に任せる！」

「う、うん！」

「よし。それじゃあ行こう、アクセリア！」

「はい！」

　こうして俺たちは、転移魔法で都庁へと向かった。
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　──東京都庁都議会議事堂五階、自じ由ゆう公こう正せい党とう控室。

　黒い革張りのソファの上で、スプリングコートに身を包んだ四しノの宮みやが、「うっ……」とうめき声を漏らした。

「大丈夫か、四しノの宮みや」

　入館受付で、めっちゃ警備員さんに怪しまれたが、「冷え性なんです」で押し切った四しノの宮みやである。

「転移魔法の影響でしょうか……少し熱も出ております」

　心配そうに四しノの宮みやの顔を覗のぞき込こむアクセリア。

「ふ～～。たしかに、わたしもかなり身体からだにこたえたわ……」

　つらそうにこめかみを押さえる母さんの隣では、美み羽うさんが青い顔で口元を押さえていた。

　一方、リリージョンさんは、ぜんぜん平気そうな様子だ。

「やはり一般の方には負担が大きいようですね。ミサキさんには、向こうで待っていただいて正解でした」

　都庁に来てから、すでにかなりの時間が過ぎようとしている。知事の公費不正使用に関する集中審議中とのことで、四しノの宮みや都議は委員会室を出られないらしい。

「もう日が沈みそうだな……」

　庁舎の窓が茜あかね色いろに染まり始めた頃ころ、俺たちが待つ控室に、濃いカラーレンズのメガネをかけたマフィアのボスみたいな爺じいさんが姿を現した。

「おお、櫻さくら子こ！　どうしてここに……!!」

「おじいちゃ……ごほっ、ごほっ！」

「だ、大丈夫か、櫻さくら子こ！」

　血相を変えて四しノの宮みやに駆け寄る都議のドン。

　メガネを外すと、子犬のようにつぶらな瞳ひとみがあらわになった。

　いや、ギャップありすぎだろ……。

「四しノの宮みや先生、お久しぶりです」

「こ、これは漆うるし原ばら先生。いつも孫がお世話になっております。しかし、今日きようは突然どうしてこんなところへ？　明日あしたから入院の予定と聞いていたが……」

「実は……」

　俺たちは、かいつまんでいまの状況を説明した。

「──ふむ。党本部から事情は聞いていたが、まさかこうして、異世界の姫君と都庁で顔を合わせることになるとはな……」

「そういう状況ですので、なんとか知事を動かして、リリガルドの土地が国に取り上げられるのを止めてもらいたいんです」

　カラーレンズをかけ直した四しノの宮みや都議が、つらそうに顔を歪ゆがめた。

「………すまんが、いくら櫻さくら子こたちの頼みでも、それはできない相談だ」

「おじいちゃん……どうして？」

「こちらにも、党本部との関係というものがある。それに、製薬会社は大事な支援組織だ。選挙前に彼らと事を構えるわけにはいかん」

　結局それか……。

「あの、すみません。四しノの──櫻さくら子こさんは体調が大変な中、俺たちのために一緒に付いてきてくれたんです。それだけ多くの人の命や生活がかかってるっていうのに、あなたは、それでもダメだって言うんですか？」

「……君は？」

「漆うるし原ばら由ゆう太たです。いろいろあって、いまリリガルドの領主やらせてもらってます」

「そうか、君が……」

　一瞬わずかに目を見開いた四しノの宮みや都議だが、すぐに鹿しか爪つめらしい表情を取り戻し、重々しい口調で俺の詰きつ問もんに答える。

「漆うるし原ばら由ゆう太たくん、これは感情の問題ではないのだ。製薬会社だって、このご時世、利益を出さなければたちまち行き詰まってしまう。我々政治家だって、議席を失ってしまえばただの人だ。それとも君が、企業の利益と我々の議席を保証してくれるというのかね？」

「う………っ」

　そんなこと、できるわけない。

　けど、俺が頼んでいることは、つまりそういうことなのだ。

　偉い人の力を借りれば簡単に事が運ぶなんて思っていた俺は、とんだ甘ちゃんだったのかもしれない。

「あきらめちゃダメだ、漆うるし原ばら由ゆう太た。君がここであきらめてしまったら、ぼくたちの苦労は、水の……泡………」

「おい、四しノの宮みや!?」

「まずいわね、熱がひどいわ。どこか休める場所は……」

「さ、櫻さくら子こ!?　なんということだ……先生、いますぐこの子を医務室へ！」

　四しノの宮みや都議の案内で、俺たちは医務室へと向かった。
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　簡単な処置を施され、ベッドで眠る四しノの宮みやを、都議のドンは不安そうに眺めていた。

「漆うるし原ばら先生、孫は……櫻さくら子こは大丈夫なんですか!?」

「……正直申しまして、いまは対症療法が精々といったところです。先生にはかねてからお話ししているとおり、この子の身体からだは、もってあと一年といったところですので」

　え!?　一年!?

「ど、どういうことだよ、母さん！　たしかに大変な病気だとは聞いていたけど、あと一年しか生きられないなんて、あいつ一度も言ってなかったぞ!?」

　他のみんなも、ショックを隠し切れない様子だ。

「きっと、本人も言い出せなかったんでしょうね。今回の旅行は、最後の思い出作りにと、本人たっての希望だったのよ」

　孫娘の額に貼はり付く前髪を指で払いながら、都議のドンは押し殺したように嗚お咽えつを漏らす。

「う……ぐぅぅ。漆うるし原ばら先生、不ふ憫びんじゃないですか。小さい頃ころから病院暮らしで、できることと言えば、せいぜい窓から外を眺めるか、ゲームをすることくらい。同い年の子たちがお洒落しやれな格好をして友達と遊んでいる間も、この子はずっとつらい治療に耐えてきたのです。一体この子は、何のためにこの世に生を受けてきたのでしょうか……っく」

　肩を震わす四しノの宮みや都議。

　その背中は、知事をも黙らせる海うみ千せん山やま千せんの政治家というよりも、ただの一人の老人のようにしか見えなかった。

「四しノの宮みや先生、救急車を呼びましょう。我々にできることは、それくらいです」

「わたしが身代わりになれるのであれば、いますぐこの子と代わってやりたい……」




「その言葉、本当ですか？」




　不意にリリージョンさんが立ち上がり、四しノの宮みや都議の前に立った。

「君は……リリージョン君と言ったか。どういう意味だね？」

「あなたがいまおっしゃった言葉、本心から発せられたものですかとお伺いしているのです」

「そんなの当たり前だ。誰がウソなどつくものか」

「もしそうであれば、わたしなら、あなたの願いをかなえられるかもしれません」

「な、何だと!?」

　四しノの宮みや都議がガバッと立ち上がった。

「リリージョンさん、まさかあなた……」

　アクセリアが、声を震わせながらリリージョンさんの袖そでをつかむ。

「生命力と引き換えに発動する、禁きん呪じゆを使います。そうすれば、サクラコさんの命を救うことも可能でしょう」

「それは……プレアさんに使おうとした魔法ですね。ですが、その魔法を使うには……」

「はい。誰かの命が必要になります。シノミヤ卿きよう、あなたにその覚悟はありますか？」

「もちろんだ」

　即答、だった。

「し、四しノの宮みや先生、それは……」

「いいのです、漆うるし原ばら先生。わたしはもうこんな年寄りだ。そろそろ若い世代に道を譲ってもいい頃ころです。それに櫻さくら子こには、せめて人並みに幸せな人生を送らせてやりたい……」

「四しノの宮みや先生……」

「リリージョン君、わたしの命は安くないぞ。やるからには必ず櫻さくら子こを救ってもらいたい」

「それが、わたしの使命です」

「うむ。では……」

　ネクタイを緩めようとした四しノの宮みや都議の手を、母さんがつかんだ。

「四しノの宮みや先生、待ってください。命を引き換えにするだなんて、そんな……。それに、あなたがここで倒れたら、誰が知事や党本部を説得するのです」

「む？　それはまあ、もっともだ。では、ここで一筆したためておこう……」

　手帳を取り出そうとした四しノの宮みや都議の肩を、リリージョンさんがポンと叩たたいた。

「シノミヤ卿きよう、それには及びません。わたしの命も少し分け与えますので、これが今こん生じようの別れにはならないはずです」

「な、何、君の命まで!?　いや、そういうわけにはいかん！　これはわたしと孫の問題だ！」

「いえ。人はみな、神の前にはひとしく家族です。それに彼女はわたしの患者でもあります。決して無関係ではありません」

　言い合う二人のそばで、櫻さくら子こが「うう……」と小さなうめき声を漏らした。

「ふ～～。まずいわね、熱が下がらないわ。こうなると分かっていれば、絶対ここへは連れてこなかったのに……」

「シノミヤ卿きよう、どうやらあまりゆっくりもしていられないようです。さあ、こちらへ」

「むむ………す、すまん」

　四しノの宮みや都議がリリージョンさんの前へ歩み出ようとしたその時、

〝あー、ちょっとお待ちいただいていいですかね〟

　不意に誰かがその背中を呼び止めた。

「ん？　お、お前は……」

　ぼさぼさの頭に、タバコの臭においが沁しみついたよれよれのスーツ。

「どうも、四しノの宮みや先生、それに……漆うるし原ばら由ゆう太たくん。数時間ぶりだね」

　藤ふじ白しろ浩こう二じ調査員だった。
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「ど、どうしてあんたがここに……!?」

「いやぁ、あの後すぐボスに呼び出されて、自衛隊さんの飛行艇でこっちへ飛んで来たんだけどね。道中おたくらが都庁にきてるって情報が入ったもんだから、もしやと思って慌ててこっちに行いき先さき変更したのよ」

「チッ！」

　どこまで抜け目ないやつなんだ……。

「さて、四しノの宮みや先生。お気持ちは大変尊いと思うのですが、ここは一つ、冷静になって考えてみませんか？」

「何を言う。わたしは極めて冷静だ」

「どうでしょうねぇ。まずその神聖魔法ってやつ、厚こう労ろう省しようからは『医療行為』に当たるから、勝手にやったら医師法違反だってお達しがきてますよ」

　突然美み羽うさんが立ち上がり、藤ふじ白しろ調査員の前に立った。

「一つ、あなたにお尋ねします。その指示は、文書で発出されたものでしょうか？」

「烏う森もりちゃんか……んーにゃ。まだだね」

「それでは、まだ違法とは確定していないと思います。昭和二十九年四月の広ひろ島しま高裁岡おか山やま支部判決では、加か持じ祈き禱とうなど客観的に危険性を生じ得ない行為は、医行為に該当しないとされております」

「おやおや、まいったね、こりゃ。けど、魔法による治療が客観的に危険性を生じ得ない行為だなんて、君にハッキリ言えるのかな？」

「リリージョンさん、治癒魔法に失敗すると、相手にダメージを与えてしまうということはあり得るのですか？」

「あ、いえ。アンデッドに対して使えば話は別ですが」

「だ、そうです」

「……ふーん。けど、口だけで言われてもねえ～」

「その言葉、そっくりそのままあなたにお返ししましょう」

「…………」

　口角を上げて、ニヒルな笑みを浮かべる藤ふじ白しろ。

　だが、今回ばかりはいつもより余裕がないように見える。

「さあ、議論はもういいだろう、藤ふじ白しろくん。わたしには時間がない。邪魔はせんでくれ」

「もう一度考え直してもらえませんかね、先生。それをやれば、あなたは党本部に逆らうことになる。衆院選の真っただ中でそんなことをやったら、あなたといえど、ただでは済みませんよ」

「もとより覚悟の上だ。残り少ない命で、そんなことを恐れるものか」

「ご引退の後は、お子さんやお孫さんに地盤を譲るつもりだったのでは？」

「政治家をやりたいのなら、裸一貫から始めればいい。わたしはそうしてきた」

　二人の間に、張り詰めた空気が流れる。

「どうしてもということでしたら、警備員を呼んでこちらのお客さんたちにご退出いただくことになりますが」

　藤ふじ白しろが内線電話に手をかけようとしたその時、

「おい、あんた」

　俺は無意識のうちに、藤ふじ白しろの腕をつかんでいた。

「……痛いな。これはいよいよ警備員さんの出番かな？」

「呼びたいなら呼べよ。けど、あんたは本当にそれでいいのか？」

　たしかに、こいつらにだっていろいろ都合があることは分かる。

　けど、いままさに誰かの命が危機にさらされている時、なぜ日本のお偉いさんたちは、その都合とやらを優先させようとするのか？

　少なくとも、いつも俺の隣で一生懸命領主をやってる女の子は、絶対にそんなことをしない。

「これはまた手厳しい。まあ……ベストとは思ってないさ。できればもっとスマートに──」

「そういうこと聞いてるんじゃねえよ！　あんた、公務員なんだろ？　公務員が、どうして人を助けるのを邪魔するんだよ！」

「おいおい、そんなに熱くならないでほしいな。仕方ないだろ、これが仕事なんだか──」

　バキィ！

「ユ、ユウタ様!?」

「ゆうちゃん!?」

　気が付くと、俺は藤ふじ白しろの顔面を全力でぶん殴っていた。

「そんな仕事……ねえよ。公務員の仕事は人を幸せにすることだろ？　お前がやってるのは、お偉いさんの都合にへいへい頭下げるだけの、単なる職務怠たい慢まんだ！」

「……………!!」

　壁にぶち当たった藤ふじ白しろは、そのままずるずると床に座り込んだ。

「若君、そのくらいにしておいてください。これ以上治療しなければならない相手が増えては困ります」

「う……す、すみません」

　リリージョンさんは、藤ふじ白しろに歩み寄ると、祭服のポケットから小さな瓶を取り出した。

「フジシロ卿きよう、これは『ポーション』というものです。毒ではありませんので、一口どうぞ」

　呆ほうけた表情を浮かべた藤ふじ白しろは、ポーションが入った瓶を、差し出されるがまま口に付けた。

　次の瞬間、身体からだがかすかな光を放ち、頰ほおにできたあざが、たちまち元どおりに治ってしまう。

「こ、これは……!?」

「さて、ここで一つ、わたしからフジシロ卿きようの主君にご提案があります。わたしが神聖魔法を使うことを許していただく代わりに、こちらのポーションのレシピを、ニホンの『せいやくがいしゃ』なる組織に無償でお譲りしたいと思うのです」

「何……？　この薬の……製造方法を？」

「リリージョンさん、いいんですか!?」

「もちろんです。わたしは今回の件で、自分一人の力がいかに小さいものか、いやというほど思い知らされました。もし『せいやくがいしゃ』がそのポーションを役立ててくれるのなら、わたし一人が頑張るよりも、よほど多くの人の命が救われることでしょう」

　すかさず美み羽うさんが付け加える。

「藤ふじ白しろ調査員、逆に言えば、使い手が限られている神聖魔法を禁止するよりも、製造方法さえ分かれば誰でも作ることのできるポーションのレシピを手に入れたほうが、影響は大きいということです」

　ぼんやりした表情で聞いていた藤ふじ白しろは、突然「くっくっくっ……」と肩を震わせ始めた。

「くっくっくっ……はは、あーっはっはっはっ！」

「お、おい。何笑ってんだよ」

「いや、まいった！　オレの完敗だわ！　説得に失敗した挙げ句、高校生に説教されて、おまけに落としどころまで用意してもらっちまうとはな！　こりゃ笑うしかねえって！」

　腹を抱えて笑う藤ふじ白しろに、美み羽うさんが尋ねる。

「藤ふじ白しろ調査員、あなたの判断を聞かせてください」

「判断も何も……烏う森もりちゃんたちのご自由にどうぞ。ボスから何て言われるか分からねえけど、オレもちょうどいまの仕事に嫌気さしてたから、とっとと左さ遷せんされて趣味に生きたいと思ってたところなんだよね」

「ずいぶんあっさりしているのですね」

「そうでもないさ。ただ、これだけは言わせてもらうぜ。おたくらがこれからやろうとしていることは、人を救うなんて綺き麗れいなもんじゃない。誰かの命を犠牲にして、その浮いた分を他の誰かに分けてやろうっていうだけのことだ。それは、オレたちがやってることと何一つ変わりゃしない」

　ふっ、と鼻を鳴らしながら、藤ふじ白しろは俺たちを見返した。

「いいえ、違います」

「────!?」

　突然、アクセリアが立ち上がって藤ふじ白しろの前に立った。

「……お姫様、何が違うってんだい？」

「心です」

「心？」

「あなたには、誰かを救いたいという心がありませんでした。しかし、ここにいる皆さんは、友人を、家族を、仲間を救いたいという強い心を持っています。表面的な形だけを見て同じとおっしゃるのは、あなたの目が濁っている証拠です」

　胸の内ポケットからくしゃくしゃになったタバコの箱を取り出した藤ふじ白しろが、ライターに火を灯ともしながら、自じ嘲ちようするような笑みを浮かべた。

「なるほどな。道理でオレじゃ、説得できなかったわけだ……」




　　　　９




　藤ふじ白しろがすっかり大人おとなしくなったところで、俺は意を決し、四しノの宮みや都議とリリージョンさんの前に立った。

「リリージョンさん、一つお願いがあります」

「どうなさいました、若君。これから儀式を始めますので、ご用なら後に……」

「俺の生命力も使ってください」

　────[image: かんたんふぎもんふ]

　部屋にいる全員の顔が、さっと青あお褪ざめた。

「若君……突然なぜそのようなことを？」

「足りてないんでしょ、ホントは？」

「…………」

「プレアさんを救おうとした時、あなたは自分の命をすべて差し出そうとした。たとえ四しノの宮みやのおじいちゃんの生命力を分けてもらったとしても、リリージョンさんの生命力はほとんど残らないはずだ」

「……そこまで、お気付きでしたか」

「だから、俺の命も使って──」

「ダメよ」

　今度は、横から母さんが俺の肩をつかむ。

「ダメ、そんなこと絶対に許さない。だったらわたしの命を使って」

「母さんは関係ないだろ」

「大アリよ！　この子はわたしの患者なんだから、わたしの命を差し出すのは医者としての責務よ！」

「へっ、また医者の責務か……」

「え？」

「あんたはいつもそうだ。最初に考えるのは、医者としての仕事ばかり。親父おやじが死んだ時も、あんたは仕事があると言って、島に帰ってこなかった」

「そ、それは……ごめんね、ゆうちゃん。でも、大事なことなの。分かってちょうだい？」

「分かってるよ。患者の命を救う……それはホント大事なことだ。別にそのことについてあれこれ言うつもりはないさ」

「それじゃあ……」

「けどな……だったら……だったら、なぜあんたは俺を生んだ！」

「────[image: かんたんふぎもんふ]」

「大事な仕事があるなら、そっちだけやってりゃいいじゃねえか！　なのにどうして俺を生んで、そのままほったらかした！」

「そ、それは……」

「あんたに人の命をどうこう言う資格はねえ！　いいから、そこをどいてくれ！」




　パシン！




　え…………？

「ユウタ様、お義か母あ様さまに謝ってください」

「ア、アクセリア……？」

　どうして、お前が、俺の頰ほおを……。

「いいのよ、アクセリアちゃん。たしかにゆうちゃんの言うとおりだもの。それにこれは、わたしたち家族の問題なの」

「いいえ、お義か母あ様さま。わたくしもユウタ様の家族です。ですから……言わせていただきます」

　アクセリアが、俺の手を取ってじっと見詰めてきた。

「いいですか、ユウタ様。わたくし、一昨日おとといの夜、お義か母あ様さまとお部屋でゆっくりお話をさせていただきました」

　四しノの宮みやと母さんが島にやってきた、初日の夜のことか。

「アクセリアちゃん！　その話は……!!」

　なぜか母さんが、いきなり取り乱してアクセリアを止めようとする。

「お義か母あ様さま、止めないでください。お義か母あ様さまは、もっとユウタ様を信じるべきです」

「……アクセリアちゃん」

「ユウタ様、お義か母あ様さまの手を握ってください。いまからわたくしが、念話能力を最大限まで解放します。これから見えてくるものは、すべて真実です」

　言うや否いなや、アクセリアは強引に俺と母さんの手を重ね合わせた。

　刹せつ那な、光が俺の視界を覆う──。




〝オギャア、オギャア、オギャア……〟




　赤ん坊の泣き声？　ここは……。




　気が付くと俺は、赤ん坊を抱えてベッドに横たわる、若い女の人を見下ろしていた。

　隣に立っているのは、親父おやじ？　けど、俺の知ってる親父おやじよりもずっと若い……。

「佐さ和わ子こ、よくがんばったね」

「ありがとう、あなた」

　佐さ和わ子こってことは……母さん？　まさかこれは、母さんの記憶？

「おー、よちよち。可愛かわいいなあ」

「ふふ。子供が生まれたら、俺の半径一メートル以内には近寄らせないとか言ってたくせに」

「言ったか、そんなこと？」

　くすくす笑いながら、母さんは目の前の赤ん坊をギュッと愛いとしげに抱き締めた。

「可愛かわいい……本当に可愛かわいい。赤ちゃんがこんなに可愛かわいいなんて……」

「ぼくと君の子だ。なんか、泣けてくるな……」

「目元なんか、あなたそっくり。きっとあなたに似て、頼りがいのある子になるわ」

「いや、輪郭は君に似てるから、きっと頭のいい子になるよ」

　ったく、とんだ親ばかだな。親ってのは、みんなこんなもんなのかな……。

「これからいろいろ大変なこともあるかもしれないけれど、二人で頑張って育てよう」

「そうね、あなた。幸せに育ってね、由ゆう太た……」

　赤ん坊の俺は、安心した様子で母の胸に顔を埋うずめた。

　──暗転。




　次に見えたのは、幼稚園の入口に立つ俺の姿だった。

　父さんと母さんが、真ん中に俺を挟んで立っている。写真を撮ってくれているのは、三み咲さきのお父さんだ。

　そうか……この頃ころはまだ、三人で青あお根ね島しま村に暮らしてたんだな。

　王おう城じよう先生が母さんと一緒に仕事してたことがあるって言ってたのは、母さんが青あお根ね島しま村に住んでいたからなんだ。

「こんな感じでどうかな？」

　三み咲さきのお父さんが、デジカメの液晶画面を親父おやじたちに見せた。

　画面の中でほほ笑む母さんは、いまよりずっと若々しい。

「ゆうちゃん、あっという間に幼稚園生なのね」

　そばで見ていた園長先生が、目め尻じりを下げながら俺の頭をなでる。

「お母さん、あっという間に小学生になって中学生になって、高校生ですよ？」

「ふふ。大きくなったら、こんな風に甘えてくれなくなっちゃうんでしょうね……」

　それを聞いた幼稚園生の俺が、まだ若い母さんの脚にしがみ付いた。

「何言ってるの？　ぼく、ずっとこうやって甘えてるよ？」

　途端にみんなが大笑いするのを、俺は不思議そうな顔で眺めていた。




　それから、いろんな光景が目の前を流れていった。

　誕生日、欲しかったおもちゃを手にして大喜びする俺の頭を、愛いとおしげになでる母さん。

　風か邪ぜを引いた俺の隣で、寝ずに看病してくれる母さん。

　隣島のレジャー施設ではしゃぎ回る俺を、困った顔で追いかける母さん。

　母さん。

　母さん……。




　だが、あるシーンから記憶の色が一気にガラッと変わった。

「心臓の病気……ですか!?」

　まだ黒髪の多い王おう城じよう先生が、回転椅い子すをきしませながら、母さんのほうへ向き直る。

「うむ。本当に珍しい病気だ。君は心臓に関しては門もん外がい漢かんなので気付かなかったのも無理はないが、こんな小さな診療所ではとても治療できない。紹介状を書くから、すぐにでも内地の病院に行きなさい」

　心臓の病気って……俺、そんなのにかかってたのか？

　小さい頃ころだったし、写真も残ってないから、すっかり忘れちまってたな……。

「この子が……そんな」

　ズキン！

　不意に、鋭い痛みが胸を襲った。

　何だこの痛み……病気の後遺症か？

　痛みはどんどん激しくなっていく。

　そして、再びシーンが変わった。




〝うあああああああああん！　ママぁ！　ママぁ！〟

　ガラス戸にべたりと張り付いて泣いているのは、俺だ。

「ごめんね、ゆうちゃん。面会時間が終わったから、わたしたち帰らなきゃいけないの。また明日あしたくるから、それまで我慢してね」

〝やだあああああ！　ママぁ！　うあああああぁぁ！〟

　涙で顔をぐしょぐしょにした俺が、ガラス扉をバンバン叩たたいている。

「ごめんね、ゆうちゃん。本当に、ごめんね……」

　胸が……胸が苦しい。息が詰まりそうだ。

　母さんの頰ほおを、熱い雫しずくが伝って落ちた。




　やがて視界に映ったのは、薬臭い診察室だった。

「移植手術!?」

「はい。それしかありません」

　中年のヒゲを生やした医師が、淡々とした口調で告げる。

「手術をすれば、治るんですか!?」

「保証はできません。しかし、手術をしなければ助からない確率は百パーセントです」

「そんな………」

　ふらりと崩れ落ちかけた母さんの肩を、親父おやじがガシッと支えた。

「先生、お願いします。由ゆう太たを、助けてやってください」

「……分かりました。ただし、一つ大きな問題があります。うまく合致するドナーが見付かるまでには数か月、下へ手たすると数年は待っていただかなければならないかもしれません……」

「は!?　バ、バカなことを言わないでください！　そんなに時間がかかったら、由ゆう太たの身体からだが持たないじゃないですか！」

「ごもっともです。まあ、他に手がないわけではないのですが……」

「どんな方法ですか!?」

「海外で手術を行うのです。アメリカなどは移植手術が進んでおりますので、日本よりもはるかに早くドナーを探してもらえるでしょう。ただ、費用が……」

「お金のことなど問題ではありません！」

「しかし……小耳に挟んだところでは、安くても一、二億かかるとか……」

「「え[image: かんたんふぎもんふ]」」




　おい、ちょっと待てよ。

　いま俺はこうして生きているんだぞ？

　ってことは……。




「あなた、アメリカに行きましょう」

　ホテルの一室で、母さんが親父おやじの手を握り締めた。

「さ、佐さ和わ子こ……しかし」

「お金なら、わたしが何とかするわ。こう見えてもわたし、なかなか優秀な医者だったのよ？　その気になれば、年収二千万くらい固いわ」

「だ、だが、そうは言っても手取りはもっと少ないだろ。生活費のことも考えると、一年で返せる額はせいぜい数百万くらいだ。仮に手術費が二億だったとして、返済に二十年以上かかってしまうじゃないか……」

「二十年くらい何よ。それで由ゆう太たの一生が買えるなら、安いものだわ」

「そうかもしれないが……」

「ねえ、お願い。それくらい、わたしにやらせて。由ゆう太たは二人の子なのよ」

「佐さ和わ子こ………ああ……すまない……すまない……」




　気が付くと、母さんは青あお根ね島しまの三さん宝ぽう港こうに立っていた。

　隣には、元気そうにはしゃぎ回る俺の姿が。どうやら手術は無事に終わったらしい。

「あなた、わたしがいなくてもちゃんとご飯食べなきゃダメよ？」

「分かってるさ。それより由ゆう太たのこと、よろしく頼むぞ」

　親父おやじの大きな手が、俺の頭をぐしゃぐしゃになでた。

　あれ？　俺をよろしくって……俺は内地に行くのか？

「ごめんなさいね、あなた、内地で由ゆう太たと一緒に暮らしたいなんて、わがまま言っちゃって」

「気にするなよ。ここじゃ高い年収は望めないし、俺は役場の仕事があるから島を離れられない。由ゆう太たも、お前と離れるのは寂しいだろう……」

〝間もなく船が出まーす！〟

　青空の下、船員さんの声が響く。

「時間だわ。それじゃあ、あなた、身体からだには気を付けてね」

「ああ……」

　母さんは、俺の手を引いて船に乗ろうとした。

　ところが、

「やだー!!　乗りたくなーい!!」

　何を思ったか、突然俺が、激しくダダをこね始めた。

「ゆ、ゆうちゃん？　ほら、お願いだからおとなしくして。船が出るのよ？」

「やだやだ！　ぼく、三み咲さきちゃんと離れたくない！」

　え？

　小さな俺が見詰める先には、まだ幼い三み咲さきの姿が。

「由ゆう太た……ぐすっ、ひっく」

　幼い三み咲さきは、必死に涙をこらえている。泣きじゃくってる俺とは正反対だ。

「ぼく、島に残る！　内地になんか行きたくない！」

「由ゆう太た、わがまま言うんじゃない。母さんはな……」

　親父おやじは俺の背中をぽんと叩たたき、ゆっくり押し出そうとした。

　だが、

「………待って、あなた」

「え？」

「ゆうちゃん、三み咲さきちゃんと離れたくないの？」

「うん」

　頷うなずく俺を見て、母さんがふっと微笑ほほえむ。
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「……分かった。それじゃあ、あなたは島に残りなさい」

「お、おい、佐さ和わ子こ？」

「急にごめんなさいね、あなた。ゆうちゃんのこと、やっぱり頼めるかしら？」

「お、俺は構わんが、お前は、一人で大丈夫なのか？」

「ええ、平気よ。わたし、あなたに会うまでは鉄の女って呼ばれてたんだから」

「そ、そんなの初耳だぞ……？」

〝すみません、そろそろ船出ます！〟

　いよいよ船員さんが、俺たちを急せかし始めた。

「……ゆうちゃん、元気でね。三み咲さきちゃんも、ゆうちゃんのことよろしくね」

　俺は母さんの手を離れると、小さな三み咲さきの身体からだに勢いよく抱き付いた。

　三み咲さきはバランスを崩しかけながらも、俺をギュッと深く受け止める。

「ふふ……」

　母さんは、くるりと背を向け、ステップに足をかけた。

「佐さ和わ子こ、無理するんじゃないぞ！」

　船べりに立った母さんが、親父おやじと俺に手を振る。

「あなた、最後に一つだけ、お願いしていい？」

「なんだ？」

「わたしの写真、すべて捨ててほしいの」

「え？　お、おい……いきなり何を言い出すんだ」

「下へ手たに思い出すと、この子が悲しむでしょ？　あなた、この子が病院で、ガラスにへばり付いて泣いていたのを忘れちゃった？」

「そ、それはそうだが……」

「それにね、わたしが手術費のために内地に行ったってこと、この子には黙っておいてほしいの。そんなことで、この子に余計な重荷を背負わせたくないから……」

「さ、佐さ和わ子こ………」

「あなたは優しいから、写真があるとポロッとしゃべっちゃうでしょ？　だから、お願い」

「……………分かった」

「ありがとう……」

　エンジン音が響き、船が陸地を離れていく。

　船室に戻った母さんは、うずくまり、ひとりで泣いていた。




　そんな……。

　母さんが一人で内地で働いている理由。

　それは……俺のためだったんだ！




　遠くのほうから、聞き覚えのある声がこだましてくる。




〝だったら、なぜあんたは俺を生んだ！〟

〝あんたはいつもそうだ。最初に考えるのは、医者としての仕事ばかり〟

〝大事な仕事があるなら、そっちだけやってりゃいいじゃねえか！〟

〝あんたに人の命をどうこう言う資格はねえ！〟




　胸が、張り裂けそうだった。

　人の命をどうこう言う資格がないのは、俺のほうだ。

　ああ、胸が痛い。ものすごく痛い。

　そっか……この痛みは、母さんの胸の痛み。

　そして同時に……母さんを苦しめている、俺自身の胸の痛みだったんだ！




「はっ!?」

　我に返った俺の顔を、母さんが心配そうに覗のぞき込こんでいた。

「ゆうちゃん、大丈夫？」

　視界に映った母さんの顔は、幼稚園の時の記憶で見た顔より、ずいぶん老ふけて見えた。

「母さん、ごめん……俺……俺……」

　言葉の出ない俺の頭を、母さんがグッと胸に抱き寄せる。

「いいのよ、謝らなくて。わたしこそ、何も言わなくて、本当にごめんね……」

　久しぶりに感じる母の温ぬくもりの中で、俺は涙の味にむせんだ。




　　　　10




　俺たちの様子を黙って見守っていたリリージョンさんが、そっと母さんの肩に触れた。

「サワコ殿、水を差すようで申し訳ありませんが、櫻さくら子こさんの容よう体だいが悪化しています。そろそろ儀式を始めなければ危険です」

「そうね。それじゃあ、始めましょう」

　俺の頰ほおを指でぬぐいながら、母さんが、諭すような声で言う。

「ごめんね、ゆうちゃん。ゆうちゃんといられる時間はますます少なくなっちゃうけど、わたし、この子を救ってあげたいの。子供と離れる親のつらさが、よく分かるから」

「母さん……」

　意を決したように立ち上がった母さんが、リリージョンさんの手を取ろうとしたその時、部屋の外から何やら騒がしい声が聞こえてきた。

〝な、なんですか、あなた方は！〟

〝あら、うふふ。お勤めご苦労さま〟

〝ええい、奥方様に触れようとするとは無礼千せん万ばん！　クロス流りゆう拳けん殺さつ法ぽう、右ストレート！〟

〝うわあっ！〟

　って、この声は……。

　バァン！

「ユウタ殿！　ここにおられたか！」

　ドアをぶち破って姿を現したのは、女騎士とエルフの美女だった。

「うふふ。ごきげんよう」

　イグザリアさんが、場違いなほど優雅な仕草で会え釈しやくする。

「ベルベリンデさんに、イグザリアさんまで!?　ど、どうしてここへ!?」

「ミサキ殿から事情を聞かれた奥方様が、ぜひユウタ殿の加勢に向かわれたいと仰おおせになったのです」

「アクセリアさんとそのお婿むこさんのためでしたら、わたくしひと肌もふた肌も脱ぎましてよ？」

　相変わらずエロいな、この熟女は。

「けど、どうやってここまで？　イグザリアさんは内地に来たことがないから、転移魔法も使えないはずじゃ……」

「ええ。ですから、飛ひ翔しよう魔法で飛んでまいりましたの」

「え!?　飛ひ翔しよう魔法で!?」

「そうですわ。それにしてもこちら、ずいぶん遠いんですのね。急いで飛んでまいりましたのに、十分もかかってしまいましたもの」

「いや、十分って……」

　東京から青あお根ね島しままで約九百キロだから、それを十分ってことは、一分で九十キロ。一秒にすると、ええと、六十で割って一・五キロか。たしか音速が一秒間に三百四十メートルだったから、イグザリアさんの飛ひ翔しよう魔法の速度は……マッハ四以上!?

「奥方様、お下がりください。これから禁きん呪じゆを使うところですので」

　リリージョンさんが、厳粛な面持ちでイグザリアさんに告げた。

　だが、イグザリアさんは相変わらず優雅な表情を崩さない。

「あら、禁きん呪じゆ？　それでしたら、わたくしの生命力を使っていただけないかしら」

「え、奥方様の!?」

「お母様!?」

　アクセリアが、驚いて目を丸くする。

「だって、わたくし、由ゆう太たさんのおかげで寿命が七百年ほど延びましたでしょ？　そのお礼と申し上げてはなんですけど、百年くらいお返しして差し上げようかしらと思いまして」

「ひゃ、百年だなんてとんでもない！　奥方様は世にも貴少なハイエルフであらせられます。その生命力をもってすれば、二十年でもお釣りがくるでしょう」

　すげえな、ハイエルフ。

「そういうことですので、皆さん、よろしいかしら？」

　ぽかーんと口を開けている俺たちを見て、イグザリアさんが「うふふ」と微笑ほほえんだ。

「ご異存はないようですわね。それでは始めちゃいましょうかしら？」

　早速リリージョンさんの前へ歩み出るイグザリアさんに、横からベルベリンデさんが声をかけた。

「奥方様、お待ちください。その前に、リリージョン殿に渡しておきたいものがございます」

「まあ。よろしくてよ、ベルベリンデ」

「聞くがいい、リリージョン殿。貴殿のために、リリガルドから究極の神衣を持ってまいった」

「か、神衣かむい!?　そ、それは一体……」

「受け取れ、ビキニアーマー神衣だ」

　って、やっぱそれかい！

「ありがとうございます。それでは……瞬着！」

　覚悟完了したリリージョンさんが、一瞬でビキニアーマーに着替え、イグザリアさんの前で四よつん這ばいになった。

　さぁ、闇やみのゲームの始まりだぜ！

「いざ、お願いいたします、奥方様！」

　イグザリアさんが、柳りゆう眉びをハの字に曇らせて戸惑う。

「あらあら、わたくしどうすればよろしいのかしら？　困ってしまいますわ。とりあえず、こうしてみようかしら。えいっ♥」

「え？　奥方様、その穴は靴のヒールを突っ込むところでは……あ、あぁ……わたしの………わたしのディヴァインゲートがああああああああああ♥」




　リリージョンさんのお尻しりから謎なぞの光が放たれ、部屋中が輝きの渦に飲み込まれていった。







[image: エピローグ]







　まばゆい星空の下、白いワンピースを着た少女が、軽やかに浜辺の砂を蹴けった。

「うふ、うふふふ。あはははは！」

　少女は湖水を翔かける白鳥のように波の上を走り、やがて転んで夜の水に浸つかる。

「おい、いきなり無理するなよ、四しノの宮みや」

「よろしいではありませんか、ユウタ様。きっと初めてのことなのですから……」

　海の水をペロリと舐なめた四しノの宮みやが、しかめ面つらで舌を出した。

「うえ、しょっぱい！」

　アクセリアの言うとおり、すべてが初めての経験なのだろう。海の水を舐なめることも、浜辺で走り回ることも。

「どうだ、満足したか、四しノの宮みや」

「うん。こんな風に浜辺を走り回れる日がくるなんて、夢にも思ってなかったよ……」

　結局、都知事は四しノの宮みやのおじいさんが説得して、リリガルドの地は国に接収させないという文書を一筆したためてくれることになった。

　なんでも、公費の不正使用で辞職することになった知事の家族がマスコミに晒さらされないよう守ってあげるという条件で、飲んでもらったのだとか。

「フジシロさん、悔しそうでしたね」

「ああ。左さ遷せんされたいとか言ってたけど、四しノの宮みやのおじいさんが、あいつはなかなかできる男だって国の議員に言っちゃったせいで、もっと忙しい仕事に回されるらしいよ」

　まったくもって、いい気味だ。

　四しノの宮みやのおじいさんは国のほうにもいろいろ根回ししてくれてるみたいだし、ひとまずホッと一安心ってとこだ。

　──ザッ。

　とその時、俺の背後で砂を踏む音が聞こえた。

「由ゆう太たさん、ここにいましたか」

「その声は、美み羽うさ──って、何ィィィィィ!?」

　振り返ると、そこには黒のボンテージドレスに網タイツを穿はいた美み羽うさんの姿が。

「ど、どうしちゃったんですか、美み羽うさん!?」

「リリージョンさんと一緒に、特別区域の住民たちへ魔法による治療を行っておりました」

　説明と服装がまるで一致しない。

「あ、あの……大丈夫ですか？」

「ええ。住民たちはほとんど快癒し、由ゆう太たさんのお母様もすっかり安心されていました」

　いや、俺が尋ねたのは美み羽うさん自身のことなんですけど……。

「住民たちも、由ゆう太たさんに深く感謝しております。早く戻って顔を見せてあげてください」

「は、はあ……」
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「それでは、わたしは本省への報告がありますので」

　必要なことだけ告げると、美み羽うさんは島のほうへ戻っていった。

　まさか、あの格好でスカイプ使う気なのだろうか。

　止めなきゃいけないんだろうけど、俺にはその勇気がなかった。

「ふう。けど、これでようやくリリガルドにも平穏が戻りそうだな」

「お疲れさまでした、ユウタ様」

　せっかくの夏休みだってのに、なんだか全然休みって感じがしなかったな。むしろ、ふだんより忙しかったような。

「ところで漆うるし原ばら由ゆう太た、君はあのこと、忘れていないだろうね」

　不意に四しノの宮みやが、俺の腕にギュッと抱き付いてきた。

　ちょっ、おい。濡ぬれて貼はり付いた生地から、肌の感触が直じかに伝わってきてあわわ……。

「あ、あのことって、何だっけ……？」

「もちろん、結婚のことだよ。君は本当に甲か斐い性しようがないな」

「は!?　い、いや、もう元気になったんだから、魔法とか別に使えなくてもいいだろ!?」

「何を言っているんだ。おじいちゃんもすっかり君のこと気に入っちゃってね、ぜひ我が家に迎え入れたいとうるさいんだ。あの藤ふじ白しろってやつをぶん殴った時、なかなかカッコよかったよ」

「いや、あれはその場のノリというか……」

　ハッ、殺気!?

「ユウタ様、ずいぶんシノミヤさんと仲がおよろしいのですね……」

「ご、誤解だ、アクセリア！」

　その時、海の中からザバァッと女騎士が登場した。

「姫様、触手剣です。これを身に着ければ、どのような相手でもたちどころに成敗することができます」

「ありがとうございます、ベルベリンデ」

「よせ、それは罠わなだ！」

　海岸では、三み咲さきが呆あきれ顔でこちらを眺めている。

「由ゆう太たってば、またやってるよ」

「言ってる場合か！」

　アクセリアが「鎧化アムド！」と叫ぶと、触手が一斉にアクセリアの華きや奢しやな身体からだへ絡からみ付ついた。

「ひっ……んん！　や……触手がこすれて……なんだか、変な気分に……!!」

「姫様ハァハァ」

　もどかしそうに身をよじるアクセリアを見て、変態女騎士が鼻血を垂らしている。

　うん。まずはこいつをぶった斬ぎるべきだろ。

　夏休み最後の夜は、こうしていつものように、ドタバタと更ふけていったのだった。







　　　あとがき




　こんにちは、鷲わしの宮みやだいじんです！　三巻です！　がんばって書きました！

　いきなりネタバレ入りますので、本編未読の方は次の頁ページまで飛ばしてください。

　実はこの巻終盤で描いた由ゆう太たの病気エピソード、あれ、わたしの弟をモデルにしてます。肉親のプライバシー暴露しちゃってますけど、どうせ本人は読んでないので、いいでしょう。

　わたしも小さい頃ころのことだったので、詳しいことは覚えておりませんが、弟は何百万人に一人だかの心臓の病気で、生まれてからしばらくのあいだ、ずっと入院してました。由ゆう太たがガラスのドアに貼はり付いて泣きじゃくる場面は、わたしが見た弟の姿そのままを描いたものです。

　そんだけ大変な目に遭ったはずなのに、本人に「当時のこと覚えてる？」と聞いたら、「よく覚えてない」って言うんですよね。人間嫌なことは忘れちゃうもんなんでしょうか。まあ、つらいことはさっさと忘れちゃったほうがいいと思いますけど。

　そんな弟も、いまや一児のパパで、仕事もしょっちゅう海外出張に出かけて忙しそうにやってます。身体からだなんか、わたしより大きいです。

　そんなわけで、かつて弟が生きるか死ぬかの瀬戸際乗り越えたなんてことすっかり忘れてたんですが、今回、当時を振り返りながら描いてみました。

　さて、突然ですが、ここで一点告知です。月刊コミックアライブで、エルフ嫁のコミカライズ作品が連載されてます（この文章書いてる時点では、まだプレ連載ですが）。

　三み木き秋あき良らさんが描いた可愛かわいいアクセリアたちがぴょんぴょん動き回ってて、わたしも大感激です。小説版では文章だけだった三み咲さきのコス姿も、ネームではバッチリ描かれてましたので、ぜひぜひご覧になってください！

　そしてここで、毎度恒例の謝辞を。

　本作をお手に取ってくださった読者様、本当にありがとうございました。ひそかにネットでのご感想なども拝読して、なんとか作品に反映を、とがんばっております。力不足でご意見にお応こたえできていないことばかりですが、今後とも何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます。

　また、イラストのNardackさま、いつも超素敵なイラスト、感謝感激感動の至りです。時たまいただくラフ画は、家宝にしております。

　それから担当編集の清きよ瀬せさま、いつも遅くまで誠に恐れ入ります。担当編集さまなかりせば、この作品は絶対にこの世に存在しませんでした。深い深い感謝の気持ちをここに捧ささげさせていただきます。

　また、そのほかこの作品に関わってくださった皆様方、いつも本当に本当にありがとうございます。これからもどうぞよろしくお願い申し上げます。

　それではまた、近いうちにお会いできることを心より念じて。
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鷲わしの宮みやだいじん

モデラーさんに作っていただいた、大和さんと長門さん（１／７００）です。写真では分かりづらいと思いますが、並べて見ると、やっぱり大和は大きいですね～。
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イラスト／Nardack

日本のみならず韓国・インドネシアなど様々な国でイラストを手掛けている、気鋭のイラストレーター。
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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